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◇決算審査第１日 令和６年１０月２９日（火） 9：30～15：42 

 

◆開会・委員長挨拶 

○武田委員長 皆さん、おはようございます。ただいまから、令和５年度新

冠町一般会計等決算審査特別委員会を開催いたします。 

開会に当たりまして、私から一言申し上げます。先の第３回定例会におい

て、新冠町議会委員会条例第５条第１項及び第２項の規定により、令和５年

度新冠町一般会計等決算審査特別委員会が設置され、委員長の大役を仰せつ

かりました。従前より１日短縮し、少しタイトな日程ではありますが、質疑

が十分尽くされますよう、村田貞光副委員長とともに、円滑なる委員会運営

に努めてまいりたいと存じますので、委員各位の温かい御支援と御協力を心

からお願い申し上げ開会にあたっての挨拶といたします。 

最初にお知らせいたします。委員会の傍聴は、新冠町議会委員会条例１７

条で、委員長の許可を得た者が傍聴することができると規定されております

が、議場における委員会は公開とし、傍聴席入場に関しては、本会議と同様

の扱いとすることといたします。質疑は、町側から提出された資料により内

容を取りまとめ簡潔に行うとともに、議題外に及ぶ発言は許可しないことも

ありますので、特に注意をお願いします。 

 

◆審査方法・日程等の協議 

○武田委員長 審査方法及び日程等の協議に入ります。審査方法及び日程等

については、御手元に配付した印刷物を基本とし取り進めたいと思いますが、

御異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○武田委員長 異議なしと認め、審査期間は本日を含め、明日の３０日、１

１月１日の３日間とし、御手元に配布の日程で取り進めることにいたします。

なお、各課の所管事務の説明に当たっては１０分程度とし、新規事業と特に

説明を要する事項について、簡潔に行うようにお願いしています。また、各

委員におかれましては、既に決算審査の意義については御理解頂いていると

思いますが、ややもすれば、執行済みのものとして軽んじられる傾向にあり

ます。我々議会が決定した予算が、適正に執行されたかどうかを審査すると

ともに、その行政効果や経済効果を測定し、住民に代わって審査評価すると

いう予算審議同様、極めて重要な意味があることを再認識頂き、審査の内容

が、次年度以降の予算編成や行政執行に生かされるような質疑をぜひお願い

いたします。質疑は一問一答で、質疑者及び答弁者は挙手の上、委員長の許

可を受けてから発言していただきます。決算状況の説明前に、鳴海町長から

挨拶がございます。 

鳴海町長。  
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◆鳴海町長あいさつ 9：34～9：36 

○鳴海町長 令和５年度一般会計等決算審査特別委員会の開催にあたり、一

言御挨拶を申し上げます。 

本年９月開催の第３回定例会において、令和５年度一般会計並びに各会計

の歳入歳出決算認定については、本特別委員会に付託され、本日からその審

査を頂くこととなります。各会計の予算執行に当たっては、法令に基づき、

適切かつ効率的に努めてきたところではありますが、本委員会での審査内容

等につきましては、真摯に受け止め、参考とさせていただきますとともに、

必要に応じて適切な措置を講じてまいりますので、委員各位におかれまして

は、慎重なる御審議の上、御承認を賜りますようお願いを申し上げる次第で

す。なお、この後、山本副町長より一般会計等の決算概要を説明いたします

ので、重ねてよろしくお願いいたします。以上です。 

 

○武田委員長 続いて山本副町長から決算の概要について説明がございま

す。 

山本副町長、着席のまま行ってください。 

 

◆山本副町長概要説明 9：36～9：41 

○山本副町長 おはようございます。決算審査特別委員会の開会にあたりま

して一般会計の決算概要に絞って概要を御説明申し上げたいと存じます。 

まず、令和５年度の一般会計の決算概要でございますけれども、詳細は説

明資料の２ページにまとめてございます。歳入の決算額は、表の収入額の欄

になります。６４億７７３３万５千円でございます。歳出の決算額は、支出

済額の欄になります。６３億３９２０万３千円。収支差引額といたしまして

は、Ａの欄になりますが、１億３８１３万２千円で、繰越し財源を除きます

実質の収支差引き額と申しますのはＣの欄になります。１億３５３９万６千

円という決算内容になってございます。昨年度の当初予算は５２億２４００

万円でスタートしたところでございますが、決算額としては１０億円ほど増

額をいたしました。特徴を口頭で申し上げますが、昨年度は、原油価格ある

いは物価高騰に対する給付金事業、また新型コロナウイルス関連の交付金事

業として約１億円ございました。また、過年度の災害復旧事業といたしまし

て約８７００万円程度、新冠温泉の施設改修事業として２６００万円程度に

加えまして、令和４年度災害の復旧費の繰越し分、これが６億円、昨年度の

決算に加わったことによりまして、１０億円余り増の６３億円余りの決算額

となったという特徴がございます。これらにつきましては、この後、各担当

課から詳細に御説明を申し上げさせていただきたいと思いますが、私からは

１点、基金の状況についてだけ触れさせていただきたいと存じます。 

基金の状況は資料の２１ページに状況を掲載をさせていただいておりま
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す。財政調整基金でございますが、地方創生臨時交付金等の有効活用、ある

いは昨年度におきましては普通交付税の追加交付等によりまして、１億９４

００万円余りを積み増しすることができております。また、ふるさとづくり

基金につきましても、ふるさと納税の寄附金が好調でありましたことから、

２億３７００万円余りを積み増しできております。さらには令和４年度から

創設をいたしました、企業版ふるさと納税基金についても１９５０万円を積

立てておりまして、結果といたしまして基金全体の残高、令和４年度末対比

２億円増となる２５億８３０６万１千円という状況となっております。税収

の確保、あるいはふるさと納税の増加と言いました自主財源の確保に関しま

しては、いずれも各課職員の積極的かつ地道な取り組みによって確保された

と考えておりまして、結果として基金残高を増加させることで、突発的な災

害、あるいは今後の大型事業に備えることができたものと評価をさせていた

だいているところでございます。 

最後になりますが、財政状況を大きく左右いたします地方交付税、近年で

は追加交付等もございまして、安定的に確保できているわけでございますが、

御承知のように、これは予断を許されるものではございません。将来に向け

ました投資的事業、これを想定するときに、後年次の公債費負担、あるいは

経常収支比率の上昇もしっかりと意識しなければならないと、そういう視点

であると考えているところでございます。行財政の将来をしっかりと展望い

たしまして、引き続き緊張感を持って事務事業の改善・改革を進めながら、

健全な行財政運営に努めてまいりたいと考えているところでございます。委

員の皆様方には、決算内容につきまして御審議を頂く中で、御指導・御助言

を頂いた上で、全会計とも御認定賜りますようお願い申し上げまして、決算

審査特別委員会の開会に当たりましての概要説明とさせていただきます。ど

うぞよろしくお願いいたします。 

 

○武田委員長 説明が終わりました。暫時休憩いたします。 

 

休憩 午前 ９時４１分 

再会 午前 ９時４４分 

 

○武田委員長 休憩前に引き続き会議を再開いたします。これより議事に入

ります。本委員会に付託された、認定第１号、令和５年度新冠町一般会計歳

入歳出決算認定について、認定第２号、令和５年度新冠町簡易水道事業特別

会計歳入歳出決算認定について、認定第３号、令和５年度新冠町下水道事業

特別会計歳入歳出決算認定について、認定第４号、令和５年度新冠町国民健

康保険特別会計事業勘定歳入歳出決算認定について、認定第５号、令和５年

度新冠町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について、認定第６号、
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令和５年度新冠町介護サービス特別会計事業勘定歳入歳出決算認定につい

て、認定第７号、令和５年度新冠町立国民健康保険診療所事業特別会計歳入

歳出決算認定について、以上の７件を議題といたします。最初に一般会計の

決算状況に係る総括説明を求めます。説明は着席のままでお願いします。 

佐藤総務課長。 

 

◇認定第１号 令和５年度一般会計歳入歳出決算認定について 

◆一般会計決算状況「総括説明・質疑」9：46～10：03 

 ※説明員～佐藤課長、小林総括主幹、村本主幹、畠山副主幹 

 

○佐藤総務課長 令和５年度新冠町一般会計決算状況について、決算説明資

料により御説明を申し上げます。 

１ページをお開き願います。決算の総括となりますけども、冒頭に副町長

から説明された内容と重複しますので、ここは説明を省略させていただき、

２ページに移ります。２ページ第１表、令和５年度決算状況で、表の一番下

段になりますけども、実質単年度収支額は２億２６０９万円の黒字となり、

財政調整基金へ１億９４２２万３千円積み増すことができました。一方、令

和４年に策定いたしました財政推計では、マイナス１億２２００万円ほどの

赤字を見込んでおりました。その差額約３億４８００万円が財政推計の歳入

を上回ったことになります。この増額要因を見ますと、１つ目に、町税が約

３１００万円の増額で、減収を見込んだ固定資産税等が増額となっておりま

す。２つ目に、普通交付税が約７２００万円の増額で、令和４年度に限りで

あった地域デジタル社会推進費というものが、令和７年度まで延長されたこ

と。３つ目に、ふるさと納税等の寄附金が約２億４９００万円の増額となっ

たことによるものです。一時的な普通交付税増額分と臨時的収入であるふる

さと納税増収分を除くと、推計に近い約１億円程度の赤字となります。ふる

さと納税については、今後も返礼品を中心とした自治体間の競争が続くもの

と思われ、当町としても事業者と連携して取組を進めてまいりますが、不確

定要素が強い臨時的収入のふるさと納税に依存しなくてもよい、収支バラン

スのとれた財政運営となるよう鋭意努力しなければならないものと認識し

ているところでございます。 

３ページに移ります。各項目の増減要因は記載のとおりですので、説明は

省略させていただきます。まず、歳入ですが、歳入決算状況は、４ページ第

２表を御覧頂きながらの説明となりますが、決算額が６４億７７３３万５千

円で、前年度決算額と比較して１５億１６６２万４千円、１９．０％の減額

となっております。大きく減額したものは、道支出金が１５億６５９３万円、

８７．３％の減額。次いで地方交付税が８７９１万円、３．０％の減額とな

っております。また、他に決算額が減額した項目は寄附金で２１５３万円、
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５．８％の減額。町債で５８３０万７千円、１５．４％の減額となっており

ます。また、町税の収入未債額は３１５５万８千円。不納欠損処分として整

理したものは１５０万８千円で、町税の収入未債額の合計額は３３０６万６

千円となり、前年度と比較して２１８万８千円、６．２％減額しております。

５ページに移ります。次に、目的別歳入の状況ですが、歳入決算額の構成割

合は、円グラフのとおりとなっております。はじめに町税ですが、下記の第

３表に示すとおり７億５１７２万４千円になり、歳入決算額に占める割合は

１１．６％になりました。前年度と比較しますと２３３５万７千円増額とな

っております。増額したものは町民税で１８７３万１千円。固定資産税で４

１２万８千円。入湯税で１０２万５千円。軽自動車税で２万１千円。逆に減

額したものは市町村たばこ税で５４万８千円となっております。７ページに

移ります。次に地方交付税ですが、下記の第４表のとおり２８億８７７万５

千円で、歳入決算額に占める割合は４３．４％と、歳入の中で最も大きな割

合を占めております。普通交付税は前年度と比較して１５４８万４千円、０．

６％減額し、特別交付税は前年度と比較して７２４２万６千円、２６．０％

の減額となっております。８ページに移ります。次に国庫支出金が１０億６

３８４万円で、歳入決算額の１６．４％を占め、前年度と比較しますと２億

８８１万２千円、２４．４％の増額となっております。次に、道支出金が２

億２７６３万円で、歳入決算額の３．５％を占め、前年度と比較しますと１

５億６５９３万円、８７．３％の減額となっております。次に、町債が３億

２０１６万５千円で、歳入決算額の４．９％を占め、前年度と比較しますと

５８３０万７千円、１５．４％の減額となっております。借入れ状況は下記

に示すとおりで、事業ごとの借入れ状況は９ページ第５表のとおりです。１

０ページに移ります。次に、その他として、地方譲与税等の交付金が２億５

２１１万６千円、分担金負担金４７５万３千円、使用料手数料１億１４４０

万４千円、財産収入７５９０万５千円、寄附金３億４９２７万６千円、繰入

金２億６９２９万円、繰越金１億４３４万円、諸収入１億３５１１万７千円

で、歳入決算額の２０．２％を占めております。前年度と比較しますと３６

６４万６千円、２．７％の減額となっております。次に、自主財源と依存財

源についてですが、下表のとおり自主財源が１８億４８０万９千円、依存財

源が４６億７２５２万６千円となっております。自主財源総額の割合は、前

年度と比較し５．１％上昇しております。１１ページに移ります。次に、経

常的収入と臨時的収入ですが、歳入決算額を経常的収入と臨時的収入に区分

しますと、１２ページの第６表に示すとおり、経常的収入は４２億３７４２

万３千円で、前年度と比較しますと２８６６万６千円、０．７％の減額。一

方、臨時的収入は２２億３９９１万３千円で、前年度と比較しますと１４億

８７９５万７千円、３９．９％の減額となっております。なお、経常一般財

源は３６億８７７万６千円で、町税等の増額により１０５７万５千円、０．
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７％の増額となっております。１３ページに移ります。 

続きまして、歳出について説明いたします。歳出決算額は６３億３９２０

万３千円で、前年度決算額と比較して１５億５０４１万６千円、１９．７％

の減額となっております。まず目的別歳出の状況は、１４ページ第７表のと

おりで、目的別の年度別決算額と令和５年度構成割合は、下記のグラフのと

おりとなっております。前年度と比較しますと、農林水産業費が大幅に減額

となっておりますが、日高食肉センターに係る食肉等流通構造高度化輸出拡

大事業が令和４年度で終了したことが要因であり、大雨災害復旧事業は、令

和４年度から繰越し事業により災害復旧費が増額となっております。１５ペ

ージに移ります。次に、性質別歳出の状況は１６ページ第８表のとおりで、

性質別の年度別決算額と令和５年度構成割合は、下記のグラフのとおりとな

っております。各区分ごとに説明いたしますので１７ページをお開きくださ

い。初めに、１７．８％を占める人件費は１１億２７３１万８千円で、決算

額を前年度と比較しますと５９３３万９千円の増額となっております。次に、

１６．７％を占める物件費は１０億５９７１万２千円で、前年度と比較しま

すと、新型コロナウイルス感染症予防接種事業や、番号制度対応システム改

修費用等が減額となっており、委託料が３２５１万６千円、全体で６４４２

万４千円減額となっております。１８ページに移ります。次に、２．２％を

占める維持補修費は１億４０９７万２千円で、前年度と比較しますと、道路

維持費で、町道維持補修費に係る経費が２４１５万３千円減額となっており、

全体で２５８４万４千円の減額となっております。次に、７．６％を占める

扶助費は４億８１７９万６千円で、前年度と比較しますと８６８万６千円減

額となっております。１９ページに移ります。次に、１２．２％を占める補

助費は７億７５０９万３千円で、前年度と比較しますと８８５８万４千円減

額していますが、新型コロナウイルス感染症対策事業等の事業費補助が減額

となったことが主な要因です。次に、１０．８％を占める公債費は６億８３

４０万８千円で、前年度と比較しますと５６３９万５千円の減額となってお

ります。２０ページに移ります。次に、０．３％を占める投資出資貸付金は

１８４３万２千円で、前年度と比較しますと１４７万２千円の増額となって

おります。次に８．７％を占める繰出金は５億５０３２万４千円で、前年度

と比較しますと１９５万７千円減額となっておりますが、新冠町立国民健康

保険診療所改築事業等に係る繰出金が減額となったことが主な要因です。２

１ページに移ります。次に、７．３％を占める積立金は４億６２４２万５千

円となっております。状況等については下表のとおりとなっております。２

２ページに移ります。次に、１６．４％を占める投資的経費は１０億３９７

２万３千円となっております。前年度と比較しますと、普通建設補助事業が

１７億７２０７万５千円、単独事業が３３５万５千円の減額、災害復旧費が

４億６８６１万７千円の増額となっております。２３ページに移ります。次
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に、経常収支比率の状況ですが、経常一般財源収入は３６億８７７万６千円

で、この額に普通交付税の代替的性格を持つ臨時財政対策債を加えた額は３

６億２３５４万１千円になります。一方、経常一般財源支出は３１億１６７

８万７千円になりますので、令和５年度の経常収支比率は８６．０％になり

ます。前年度と比較しますと経常一般財源収入は、町税等の増額により０．

３％の増、経常一般財源支出は人件費の等の増額により１．３％の増となっ

ており、経常収支比率は１．２％の増となっております。２４ページに移り

ます。次に、町債ですが、町債残高は２５ページの第９表に示すとおり５０

億１４９７万２千円となっております。町債残高を町民１人当たりに換算す

ると、１人当たり９８万２千円になりますが、国からの資金手当てされる額

がありますので、これを控除した町の実質負担額は１２億５００７万７千円

になり、１人当たり負担額では２４万５千円になります。 

以上で、一般会計決算状況の総括説明を終わらせていただきます。よろし

くお願いいたします。 

○武田委員長 説明が終わりました。これより総括説明に対する質疑を行い

ます。なお、質疑、答弁は挙手の上、起立してお願いします。 

発言を許可いたします。ありませんか。 

（「ありません」の声あり） 

○武田委員長 ないようですので、以上で総括説明に対する審査を終了いた

します。 

これより、一般会計及び特別会計における決算状況について、所管課から

の説明を求め審査を行います。最初に、総務課所管事務の説明と審査に入り

ます。説明は着席のままでお願いします。 

佐藤総務課長。 

 

◆総務課所管 10：04～10：27（説明 10：04～10：12） 

 ※説明員～佐藤課長、小林総括主幹、村本主幹、畠山副主幹 

 

○佐藤総務課長 引き続き、決算説明資料で総務課のページから説明させて

いただきます。説明につきましては、それぞれ担当の係長、総括主幹、副主

幹から説明させますので、よろしくお願いいたします。はじめに、職員研修

です。職員研修については畠山副主幹から説明させます。よろしくお願いし

ます。 

○武田委員長 畠山副主幹。 

○畠山副主幹 決算説明資料２６ページをお開き願います。職員研修事業に

ついて御説明いたします。令和５年度の決算額は３４万１２５２円となって

おります。実施状況につきましては、説明資料の左側中段に記載のとおりで

ございますが、近年、新型コロナウイルス感染症の影響により開催中止とな
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っておりました研修が多く、また、研修の形式につきましても、オンライン

での研修が中心となっておりましたが、昨年からは実地での研修も再開され、

多くの研修がコロナ禍前と同様に対面式で実施をされております。今後につ

きましては、研修の内容に応じオンラインによるリモート研修と実地での対

面型研修を併用し、効率的かつ効果的な研修機会の提供に努めたいと考えて

おります。職員研修事業についての説明は以上でございます。続きまして、

２７ページにお進みください。ＯＡ推進費、システム管理についての御説明

をいたします。令和５年度の決算額は２７１８万９１７６円となっておりま

す。当該事業につきましてはシステム関連事業費でございまして、庁舎内全

体で使用するシステムやネットワーク環境の維持にかかる費用、業務データ

保全やセキュリティー費用で構成をされております。ＯＡ推進費の中で大き

な割合を占めます主な経費といたしまして、クラウドサービス利用料といた

しまして１７００万円程度、行政システムやネットワーク環境の保守委託料

といたしまして１５０万円程度、セキュリティー関連経費といたしまして２

００万円程度となっており、これらの経費につきましては、毎年度恒常的に

必要となる経費でございまして、例年と大きな変動はございません。今後も

行政事務の効率化や住民サービスの向上を目的に必要な電算システムの維

持管理に努めてまいりたいと考えてございます。ＯＡ推進費についての説明

は以上でございます。 

○佐藤総務課長 次に、２８ページのふるさと納税特典付加事業につきまし

ては、担当の村本主幹から説明いたします。 

○村本主幹 ふるさと納税特典付加事業、２８ページを御覧ください。令和

５年度決算額１億４２９７万１３５０円になります。町外の住んでる方から

の個人納税者、それから返礼品調達事業者、それからポータルサイト運営会

社に対する決算額でございます。内容といたしまして中段にあります、町外

在住の個人納税者、寄附を頂く方でございます。ワンストップ特例申請書及

び返礼品を、この方々に送付をいたしております。それから個人納税者の方

に対する返礼品、これを町内の事業者から調達をしております。それからポ

ータルサイト、いわゆるふるさと納税を紹介していただく運営業者でござい

ますが、ここに対する手数料、これが主な内容になってございます。資料の

右上指標の欄でございますが、計画値、各年度１億円、これは当初予算の歳

入額を計画値として出しております。実績値、令和５年度ふるさと納税の収

入額でございますが３億２５１５万円ございました。令和４年度と対比いた

しましても少し微増となってございます。決算額の主な内容を右側中段に記

載しております。ふるさと納税特典購入費、返礼品でございます。１億３３

６万６千円、消耗品費３千円、手数料といたしまして、ふるさと納税ポータ

ルサイト運営会社に対する手数料でございます。３９３６万６千円。続きま

して広告料、ふるさと納税、北海道じゃらんにお支払いしております広告料、
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２３万７千円、合計いたしまして令和５年度の決算額１億４２９７万２千円

となっております。今後の事業展開に記載のとおり、ふるさと納税、非常に

好調でございますが、臨時的な収入といたしまして、将来的に継続して収入

が確約されているわけではございませんので、今後、町内の事業者と協力し

ながらですね、歳入の確保に努めていきたいと思っております。説明は以上

になります。 

○佐藤総務課長 続きまして８款消防費で２８ページの１になります。東町

避難階段補修工事につきまして、担当の小林総括主幹から説明いたします。 

○小林総括主幹 防災係の所管事業となります。事業名は、東町避難階段補

修工事です。決算額は４０１万５千円です。財源といたしまして、地方債、

こちらは交付税で７割の財源措置がある、緊急防災減災事業債を活用しいた

しまして、４００万円をこちらを財源としております。当事業は、新冠市街

地住民の高台避難のため、東町地区に設置している２つの避難階段のうち、

平成８年度に設置された避難階段について補修が必要であることから、当事

業において補修工事を行ったものです。当避難階段については、平成８年度

に設置してから相当年数を経過し、階段部分に老朽化により破損か所が多く

見られており、同地区には当避難階段のほかに、平成２４年に新たな避難階

段を設置しておりますが、津波被害が切迫した緊急時においては、２つの避

難階段の両方を躊躇なく利用することが必要であることから、緊急時の備え

として、老朽化した避難階段の補修整備を行っております。なお、令和６年

度において夜間でも安全でスムーズな避難が行えるよう、照明設備の設置及

び避難誘導標識の設置を行ってございます。説明は以上です。 

○佐藤総務課長 以上で、総務課所管の説明を終わらさせていただきます。

よろしくお願いたします。 

 

◇質 疑 

○武田委員長 説明が終わりました。これより質疑を行います。なお、質疑

答弁は挙手の上、起立してお願いします。決算説明資料２６ページから２８

ページ、２款総務費、１項総務管理費、１目一般管理費、ありませんか。 

武藤委員。 

○武藤委員 ７番、武藤です。職員研修について伺います。これで、内容と

しては５項目に分かれて、町村会、管内の研修、２が市町村研修センター、

３が市町村アカデミー、４が職場内研修、⑤職員研修助成っちゅう事で、い

ろいろ報告されてんですけれども、前から問題になってるやっぱり女性の登

用の問題という観点からお聞きしたいんですけども、この研修の中で、②の

女性のキャリアビジョン１名っちゅうのはこれ多分女性だと思うんですけ

ども、これ以外で１から、要は職場内研修ですから、１から５の中で、女性

の職員がどれぐらい、何名参加されているのかというの質問します。 
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○武田委員長 佐藤課長。 

○佐藤総務課長 今、女性と男性、手持ち資料はございませんので、ちょっ

と後ほど回答させていただきますけども、全ての研修について、男性女性区

別することなくですね、対象になる人は受講させております。それと、様々

な研修があるんですけども、そういう研修の中、手上げ方式で自主的に参加

を促すという方法もとっておりまして、希望のある職員については、基本的

に全て受講させているということでございます。女性の人数につきまして後

ほど説明させていただきますので、よろしくお願いします。 

○武田委員長 ほかに。武藤委員。 

○武藤委員 あわせてお聞きしたいのは、ジェンダー平等っちゅう関係で、

先日も北海道新聞か何か全国ランクづけで、ジェンダー平等指数出てたんで

すけども、北海道は政治の分野でも非常に低いですよね、新冠議会見ても議

場には女性１人だし、理事者側の席にも普通１名ということで、私はやっぱ

り今のあれからいったら圧倒的に少ないと思うんですよね。ですから女性の

防災士も、前に質問聞いたとき、新冠場合は配置してないっちゅうし、その

問題と、それからそういう女性をやっぱり積極的に登用するっちゅうことで、

例えばその、やりますっちゅう意気込みはいいと思うんですけども、何年ま

でやっぱり２割にするだとか３割にするだとか、そういう目標を持ってるの

かどうなのかというのと、意見としてもしなければ、やっぱり早急に、あと

５年後にはやっぱり２割位、２０％位の目標にするだとか、そういうことを

やっぱり、早急に立てる必要あると思うんですけども、それは意見なります

けども。 

○武田委員長 佐藤課長。 

○佐藤総務課長 以前、中山議員さんからのちょっと質問、一般質問ありま

したけど、女性の関係ですね。まず押さえていただきたいのが、職員は募集

する中で、女性のいわゆる募集が少ないっていうのが現状あります。これま

でも、男女性別分けて募集してるわけでは、一般事務の方ですね、一般事務

の方、ですけども実際に女性が一般事務職として公募してくる人数が、絶対

数が少ないということがまず現状にございます。ですので必然的に職員の、

一般事務の職員の割合というのは男性が多くなってきてるということでご

ざいます。１点目の女性の登用目標値は設定しているかということで、基本

的には設置しておりません。逆にいうと各役職につきましても、それぞれ業

務成績等も勘案・考慮しながら勤務評価しながらの登用ということになって

おります。募集のほうは、そういったことで、特に職員については男女を含

めてですね、募集がどんどん公務員少なくなってきているという状況もござ

います。そういった中で職員の確保を苦慮しています。女性の登用について

はそういった中で意識はしてきますけども、絶対数が少ないということの中
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でありますので、そういった中で、女性の登用ということも意識しながら、

今後取り組んでいきます。よろしくお願いします。 

○武田委員長 ほかにありませんか。 

武藤委員。 

○武藤委員 女性の登用、女性の応募者が少ないっちゅうのは、やっぱり何

ていうんですかね、今、全国的に見ても非正規が４割ぐらい占めてる中で、

しかも女性が圧倒的に多くて、女性の場合、私、前もここで言ったことあり

ますけど、やっぱり男性職員に比べたら年収はほとんど半分だとか、パート、

フルによって相違ありますけれども、だからやっぱりそこら辺の、賃金差別

っちゅうか賃金の差があるから、なかなかやっぱり応募してこない側面、そ

れは全てだと言いませんけれども。 

○武田委員長 武藤委員。おっしゃる部分分かりますけども、ちょっと決算

とは外れるかなっていう気がしますので、その点については、別の機会でお

願いします。ほかに発言ございませんか。 

村田委員。 

○村田委員 村田です。２８ページふるさと納税についてお伺いします。品

目の開発なんですが、ちょっと管内ずっと見るとですね、新冠町の件数が非

常に少ないかなと思っております。今後、その品目をですね、増やす努力と、

あとちょっと広告料なんですが、先ほど「じゃらん」の広告っていうことだ

ったんですが、もう少し幅広くですね、広告する方法はどうなんでしょうか。 

○武田委員長 佐藤課長。 

○佐藤総務課長 まず品目をもっと増やしたらどうだろうという話ですけ

ども、担当としてはですね、町内で行われている事業者で、産品あるものに

ついては全てあたっておりますので、絶対数をもっと町内の各事業者が増や

すだとか、そういうことがない限りは増えないと思っております。もう１点

発想的にはですね、軽種馬関係で、そういったことなんか商品化できないか

ということがありまして提案を受けてるんで、そういった新たな取り組みを

今、調査・検討しているところありますけども、一般的な返礼品については、

行政が開発して物をつくるっていうことはあり得ない。基本的にはですね、

基本的に。なのでやっぱり事業者のほうで、そういう生業として事業として

成立するようなものをやっぱり頑張って作ってもらう以外にないのかなと、

もちろん、ふるさと納税を一つのチャンネルとしてですね、使っていただけ

ればというふうに思っているところです。それからいわゆる窓口といいます

か、「ふるさとチョイス」以外にもですね、複数「プレミアム」だとか「さ

とふる」だとか「楽天」だとか、大体一般的に使われているところは、新冠

町も使っているんです。なので使える部分はそういったことで限りなく有効

に使ってます。 

○武田委員長 村田委員。 
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○村田委員 「さとふる」と「楽天」ここに書いてある、「楽天」と「さと

ふる」の割合はどんな感じでしょうか。 

○武田委員長 佐藤課長。 

○佐藤総務課長 件数でお答えします。さとふるが２０．２３％、それから

楽天が３３．８１％、１番多いのが、ふるさとチョイスで３８．２２％とな

っております。 

○武田委員長 ほかに発言ございませんか。 

（「ありません」の声あり） 

○武田委員長 ないようですので、決算説明資料２８－１ページ、８款消防

費、１項消防費、２目災害対策費、ありませんか。 

畠山副主幹。 

○畠山副主幹 すいません、先ほど保留しておりました職員研修の参加者の

うちの女性職員の参加の割合でございますが、①番、町村会の主催研修にお

きましては、全体で１６名が参加しておりまして、そのうち女性職員の参加

は６名となっております。続きまして②番の市町村職員研修センターの女性

割合ですが、こちらにつきましては２名、管理能力１名と女性のキャリアビ

ジョン１名、２名のうち女性のキャリアビジョンで１名が女性職員が参加し

ております。３番、市町村アカデミーにつきましては、１名となっておりま

すが、こちらは男性職員のため女性職員は参加をしてございません。⑤番最

後ですが、職員研修助成と資格取得助成、その他研修につきましては、８名

対象者がおりますが、こちらについても女性参加者につきましては、ゼロと

なっております。４番の職場内研修につきましては、すいませんちょっと細

かいですね参加者名簿が、今、持ち合わせておりませんので、それ以外の①

から③番、そして⑤番の全体の参加者２７名のうち、全体で女性が７名とな

っておりまして、女性の参加割合２５．９％となってございます。以上です。 

○武田委員長 よろしいですか。何か質疑ございませんか。武藤委員よろし

いでしょうか。ほかに発言ありませんか。ないですね。 

（「ありません」の声あり） 

○武田委員長 ないようですので歳入を含む決算審査に関わる総務課所管

事務全般で、ありませんか。 

（「ありません」の声あり） 

○武田委員長 ないようですので、総務課所管事務全般の審査を終了いたし

ます。説明員入替えのため暫時休憩します。 

 

休憩 午前１０時２７分 

再会 午前１０時３５分 

 

○武田委員長 それでは会議を再開いたします。 
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次に、税務課所管事務の説明と審査に入ります。 

今村税務課長。 

 

◆税務課所管 10：35～11：09（説明 10：35～10：58） 

 ※説明員～今村課長、小松副主幹、岡井係長 

 

○今村税務課長 税務課です。よろしくお願いいたします。それでは、税務

課所管の説明につきましては、決算説明資料とお手元に今、お配りしました

新冠町税関係決算審査説明資料で、ご説明申し上げます。 

最初に決算説明資料の説明をしますので、説明資料の２９ページをお開き

願います。日高管内地方税滞納整理機構負担金についてです。決算額１５０

万３千円となっております。事務事業の概要、目的ですが、滞納整理が困難

な事案等の解決を図るため、平成１９年４月１日に設立されております。事

業の評価の欄ですが、令和５年度、機構へ引継いだのは９件、金額５４０万

６千円で、徴収額は２９０万６千円、徴収率は５３．７５％、引継者９名の

うち４名が完納となりました。続きまして、別冊の、新冠町税関係決算審査

説明資料で説明をさせて頂きます。御配りしました資料をご覧ください。１

ページ、町税決算調べですが、説明は各税目・区分の計の右端、収入歩合欄

の対調定収納率のみ読み上げてまいります。町民税個人９７．９％、法人９

７．９％、固定資産税９２．９％、軽自動車税９８．５％、市町村たばこ税

と入湯税は１００％、合計９５．８％であります。軽自動車税を除く税目で

前年度を上回る収納率となり、合計の収納率は前年度比０．４％増で、平成

１１年度以降で見ると過去最高となっております。下段の合計の欄で、収入

未済額３１５５万８５５８円となっており、令和６年度に繰り越す滞納額と

なりますが、前年度より３２６万１１２９円の減額となっております。２ペ

ージに移ります。町税の決算状況で、税目毎の収納に係る１１年間の推移と

なっております。表の右から２列目の、令和５年－令和４の欄で、前年度の

比較を記載していますが、主な増減で網掛けの１番目、町民税で１８７３万

円の増、下に移って中段の固定資産税は４１２万９千円の増、下から２番目

の入湯税は１０２万４千円の増となっており、合計で２３３５万８千円税収

が増加しました、この１１年間で最高額となっています。増減の主な要因と

して、町民税のうち個人町民税は町民全体の総所得金額が４年度と比較して

３９６２万円減少したことが主な要因で５６１万６千円減少していますが、

法人町民税は主に軽種馬法人の町民税が大きく伸びたことから２４３４万

６千円増加しており、全体で１８７３万円増加したものです。固定資産税は、

大規模償却資産がおよそ６３３万円増加したことによるものが主な要因と

なっております。入湯税は、令和４年度は休業で課税対象期間が１１か月で

あったが、５年度は再開により課税対象期間が１２か月になったことによる
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ものでございます。３ページに移ります。平成１１年度以降の町税の調定額

及び収納率の推移であります。折れ線グラフの推移ですが、上段の「町税・

調定額の推移」ですが、世界的大不況をもたらしたリーマンショック直近の

現年課税額、下の線、平成２０年度６億７４０２万２千円に対し、翌年度か

ら２年連続で急激に落ち込み、その後、平成２７年度までは大きな増減も無

くほぼ横ばいで推移して、平成２８年度２９年度に大きく上昇し、平成２９

年度から７億円台を維持し、令和５年度は過去最高額の７億４９９７万円と

なっております。次に、「町税収納率の推移」について下段の折れ線グラフ

で説明いたします。まず、現年収納率、上の線ですが、リーマンショック以

前の平成１８年度から緩やかに減少し始め、平成１７年度の９８．２％に対

して平成２３年度は９６．３％まで減少しました。その後、平成２４年度か

ら緩やかに上昇を続け、平成３０年度から令２年度の３年間、９９．２％、

令和３年度は９９．４％、令和４年度は９９．５％と過去最高となっており、

令和５年度も同じ収納率をキープしております。一方、合計収納率、下の線

を見ると、平成２３、２４年度は８１．２％と過去最低の数値ですが、その

後、現年収納率改善とともに上昇し、令和５年度は９５．８％とこちらも過

去最高となっています。４ページに移ります。国民健康保険税と後期高齢者

医療保険料の決算状況です。説明につきましては、各税目・区分の計のうち、

右端、収入歩合欄の対調定収納率のみ読み上げます。国保税現年、滞繰を合

わせ９１．４％、後期高齢者保険料９９．９％、合計で現年が９８．７％、

滞繰１８．２％、現滞併せて９３．３％、対前年度比０．４ポイント減とな

っております。国保税で収納率が下がった主な原因として、事業を行ってい

る方の数名が資金繰りが厳しくなり納税がままならなくなったことで約９

８万４千円が未納となりました。しかし、これら事業者の方は６年度で全額

納付となる見込みでございます。後期高齢者医療保険料については、年金特

徴された者のうち、死亡により出納閉鎖期間までに還付できなかった金額が

５万８８００円ありまして、実際の収入未済額は１４万３７００円となりま

す。収入未済となった方は２名おり、いずれも普通徴収の方です。未納とと

なった要因は、死亡により相続人の方との折衝が出納閉鎖期間を超えたこと

及び入院により折衝が出納閉鎖期間を過ぎてしまったことが原因です。いず

れの方も６年度中に全額納付となる見込みでございます。５ページに移りま

す。平成１１年度以降の国保税と後期高齢保険料の調定額及び収納率の推移

であります。調定額については、制度改正による賦課限度額の引上げが複数

回行われていることと、加入世帯及び加入人数も年々減少しておりまして、

その推移はあまり参考にならないと思いますので、下段の表、収納率の推移

のみ折れ線グラフで説明いたします。まず、現年収納率、上の線ですが、９

５％前後で推移していたものが、平成２４年度には９２．３％まで落ち込み

ました。その後は年々上昇し令和４年度は、過去最高の９９．２％となって
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ておりますが、令和５年度は９８．７％と下がってしまいましたが、過去３

番目の収納率となっています。また、下段の滞納繰越と合わせた合計収納率

も、令和４年度の９３．７％が過去最高となっておりますが、令和５年度は

９３．３％と、過去２番目の収納率となっております。６ページに移ります。

現年度分の収納状況に係る実績の内訳でございます。１ページの町税決算調

べと４ページの国民健康保険税・後期高齢者医療保険料の決算調べに係る現

年度分の収入済額を納付方法毎に集計したものでありまして、左側から、口

座振替による納入、次に、納入義務者に代わって事業者が納入する特別徴収、

続いて納税義務者の年金支給額から天引きする年金天引き、次にエルタック

ス、これは地方税共同機構が運営する電子申告・電子納付システムで、令和

元年１０月から全国一斉に運用開始となった電子納付による納付方法で、個

人道町民税、特別徴収と法人町民税が利用できましたが、令和５年４月から

個人道町民税、普通徴収分、固定資産税、軽自動車税及び国民健康保険税、

普通徴収の納付書にＱＲコードが印字されことにより、ＱＲコードを読み込

む機械が設置されている全国の金融機関やスマホで読み込むことで、インタ

ネットバンキングでの支払いやクレジットカード決済ができるようになっ

ております。次にコンビニは、当町において令和元年度から本格的に利用で

きるようになったサービスで、コンビニエンスストアの窓口で納付する方法。

次に窓口収納等の欄は、自主納付の他に税務課職員による臨戸徴収や滞納処

分の配当などによる納付でございます。最後はスマホ決済の欄で、当町にお

いては令和３年４月１日から利用できるようになったサービスで、コンビニ

収納用のバーコードをスマホにダウンロードしたアプリで納付する方法と

なっており、件数、収納額はそれぞれ記載の通りであります。次に７ページ

に移ります。財産差押えに係る実績と内訳でございます。去年４月から今年

３月までに財産の差押えを行った実績ですが、差押件数は合計で１２件、差

押金額は総額５９万１６５４円であります。差押えした内容につきましては、

差押件数、差押金額ともに税等還付金がもっとも多く、９件、２７万８０７

４円となりました。下段の表で、過去５年間の差押え実績を記しており、平

成３０年度は公売に至っておりませんが不動産の差押え、令和元年度は解約

返戻金が多額の生命保険を差押えたことから金額は大きくなりましたが、令

和２年度以降、差押えに至るケースが減ったことから件数と金額が少ない結

果となっています。８ページに移ります。財産換価に係る実績の内訳です。

財産換価とは、差押えした財産を町税滞納分に配当するため現金化する処分

のことをいいます。差押えしている財産で、去年４月から今年３月までに財

産換価を行った実績ですが、換価件数は合計１５件、換価金額は総額１００

万９５９５円であります。換価した内容につきましては、換価件数では税等

還付金の９件がもっとも多く、換価金額では、その他債権の４０万４６２１

円が大きくなっております。下段の５年間の関係ですが、令和元年度は生命
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保険の換価が大きかったことから換価金額は大きくなっていますが、例年１

５０万円前後で推移しています。９ページに移ります。収入未済額の内訳で

す。１ページの町税決算調べ、４ページの国民健康保険税・後期高齢者医療

保険料決算調べの収入未済額の内訳となります。下段の合計欄ですが、左側

から、滞納処分の停止の欄は、地方税法の規定により、無財産、生活保護、

居所不明等により執行停止を行い、３年間継続で消滅となるもので、実人員

は１２人で、現年４４万７６４円、滞繰２８９万７６８１円、併せて３３３

万８４４５円となっております。次に、差押中の欄です。差押物件に抵当権

が設定されているもので、すぐに換価、現金化できないものでありますが、

滞繰分のみですが実人員は１０人、９８４０万３９９円となっております。

次に、交付要求額の欄は、他の官庁や裁判所が行う公売・競売時の配当金の

交付を要求したもので、これも滞繰分のみとなりますが、実人員は２人、８

２７万１４７５円。次に、その他の欄ですが、左の記載以外の一般的なもの

で、臨戸訪問、分納誓約等の徴収対策を行いながら、自主納付を進めている

ものとなります。現年滞繰合計の実人員は１３０人、現年６２３万８２１８

円、滞繰１９４８万３０９９円、併せて２５７２万１３１７円となっていま

す。収入未済額の欄の現年滞繰合計の実人員は１５４人、現年６６７万８９

８２円、滞繰４０４９万２６５４円、併せて４７１７万１６３６円となり、

前年度に比較しまして、収入未済額は５４５万２６５３円の減少となってお

ります。１０ページに移ります。町税・国保税・後期高齢者医療保険料に係

る令和５年度単年度における滞納繰越額の内訳です。一番下の合計欄を読み

上げます。令和５年度当初過年度繰越調定額５２６２万４２８９円、令和５

年度中の繰越調定額の増減、増加は６６７万８９８２円、減の収入＋欠損は、

１２１３万１６３５円、遡及修正は０円、令和６年度過年度繰越調定額は４

７１７万１６３６円、滞納繰越額増減は５４５万２６５３円の減となってお

ります。１１ページに移ります。収入未済額を職種別に分類したものであり

ます。要点のみ申し上げます。収入未済額で１番多い職種は、法人を除く軽

種馬関係者の３３．５３％で、法人を含めますと４９．９５％になります。

次いでその他、年金離職者の１５．７０％となっております。１２ページに

移ります。町税及び国保税の不納欠損額です。令和５年度において不納欠損

処理したものは、滞納処分の停止に係るものであります。滞納処分の停止の

うち、３年の執行停止満了の欄につきましては、無財産、生活保護、居所不

明により執行停止を行っていた者が３年を経過して執行停止満了となった

者で、合計で５５件、３５６万３７６２円。次に、即時欠損の欄につきまし

ては、会社の倒産、外国人の国外に出国したことが確認された者、納税者が

死亡し、その相続者が相続を放棄したなどで９件、２６万４０５８円で合計

で６４件、３８２万７８２０円となっており、昨年度の件数で４４件の増、

金額は３００万６３６６円の増となっております。１３ページに移ります。
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税外収入状況調べですが、最初の欄、督促手数料は、収納済みが４８４２０

円、件数は６１５件ありました。この表には記載しておりませんが、他に国

保会計分の督促手数料が別途収入しており、２万９７６０円、３８１件がご

ざいます。１つ飛びまして延滞金です。延滞金は、収入済額３７万７４０９

円、２６人から徴収しております。この表には記載しておりませんが、他に

国保会計分の延滞金も別途収入しておりまして、１６万９３００円、１８人

がございます。次に国民健康保険税収納率向上対策事業費です。国保税の収

納向上対策に係る経費について国保調整交付金として国民健康保険特別会

計に交付されていますが、対象経費の一部は一般会計から支出しているため、

当該経費に係る分を国保特別会計から受けているもので、１７８万８６５５

円となっております。 

以上で、税務課所管の説明を終わらせていただきます。 

 

◇質 疑 

○武田委員長 説明が終わりましたので、これから質疑に入りたいと思いま

す。なお質疑答弁は挙手の上起立してお願いします。発言ございませんか。 

伹野委員。 

○伹野委員 ５番、伹野です。決算説明資料２９ページ、滞納機構の部分で

質問いたします。当初予算書の計画値では、引継ぎ額が１１９４万４千円と

なっておりました。今回の決算説明資料では、引継ぎ件数９件、引継ぎ額が

５４０万６千円となっております。引継ぎ額が減少した理由は何でしょうか。

また、取引件数は当初から９件だったのか、その２点について説明を求めま

す。 

○武田委員長 今村課長。 

○今村税務課長 お答えします。昨年５年度の予算積算時、１１月頃になる

んですが、候補者を１０人程度選定しております。その際の最大値が計画値

として、先ほど言いました１１９４万４千円となっております。ただ、令和

６年３月までに折衝した結果、完納に至ったものや、毎月の分納金額ですね、

分納納付額を増額するに至った等の理由によりまして、候補者の入替え等が

行われております。その結果、９件、５４０万６千円となりました。これは

予算積算時から４月に引き継ぐものですから、３か月４か月間、その間に当

然僕たちも折衝しておりますので、その間で完納があったとかで金額が変わ

って、送る人が変わったということがございますので、そういうことで変更

となっております。変更というか変わっております。以上です。 

○武田委員長 伹野委員。 

○伹野委員 今の説明十分理解できました。次年度以降予算書と決算書では、

今のような事案が起こりうるということでよろしいですか。 

○武田委員長 今村課長。 
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○今村税務課長 はい、そのとおりでございます。 

○武田委員長 ほかにありませんか。 

長浜委員。 

○長浜委員 ９番、長浜です。同じく決算説明資料２９ページです。こちら

の負担金について伺います。算定方法も含めまして、負担金の根拠と見直し

は行われているのでしょうか、詳細を伺います。 

○武田委員長 今村課長。 

○今村税務課長 お答えします。負担金の算定の根拠でございますが、まず

は、日高管内地方税滞納整理機構の規約第１２条で、機構の経費は関係町の

負担金、その他収入をもって充てると規定されております。その負担金の金

額は、各町１町当たり均等割額で１０万円、処理滞納者数割ということで、

機構の年間運営予算から均等割額を差し引いて、引継ぎした件数ですね、を

除した金額となっております。令和５年度の負担金は、機構の歳出合計、機

構の予算なんですが歳出合計で２４２７万２９３１円、これから均等割７町

分の７０万円と、機構のほうの繰越金等を差し引いて残った金額が２３０７

万２千円残っております。この経費を管内７町が機構に引き継いだ件数で除

するということになっております。７町が機構に引き継いだ件数は１４８件

でございまして、２３０７万２千円を１４８件で割りますと、１件当たり１

５万５８９７円と算定されました。当町は、令和５年度は９件を引き継いで

おりますので、１件当たりの単価１５万５８９７円に９件を乗じて、均等割

１０万円を加えた金額１５０万３千円となっております。 

次に、見直しの関係なんですが、規約のほうで負担金を算定方法は決まっ

ておりますので、各町、引継ぎする件数が変われば、当然１件当たりの単価

は変わってくるとは思うんですが、ここは、その時点では見直しはされてる

という形になるんですが、引継ぎの件数、最近ですね引継ぎの件数の減少に

伴いまして、負担金単価が上昇しております。令和３年度になるんですが、

税務課長会議で負担金の算定方法の見直し等が提案されまして、各町にアン

ケートを行ったところですが、見直しはしなくていいという意見が多かった

のと、現在の算定方法の見直しにつきましては、各町の財政状況や町それぞ

れの事情もあることから慎重に進める必要があるということを、意見をある

ということで、それらの意見をつけまして、当時の機構管理者である様似町

長のほうに、報告をしているところです。ただ、それ以降負担金の見直し等

につきましては、限定されてはおりません。以上になります。 

○武田委員長 よろしいですか。ほかにございませんか。 

村田委員。 

○村田委員 村田です。１２ページ不納欠損額調べところで質問させていた

だきます。先ほど課長から、即時欠損の話があってですね、外国人から頂け

なかった部分があるということだったもんですから、その部分に関して詳細
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を求めます。 

○武田委員長 今村課長。 

○今村税務課長 即時欠損でございますが、外国人の場合につきましては、

国外に帰られて、ビザ、入管のほうにも調査いたしまして、ビザの期間が過

ぎたものを、もうしばらく帰ってこないということが分かりますので、それ

で即時で落としております。外国人の即時の件数でございますが、５年度に

つきましては３件で、１６万７００円となっております。以上です。 

○武田委員長 村田委員。 

○村田委員 すいません。これについては何年から何年のものなんでしょう

か。 

○武田委員長 今村課長。 

○今村税務課長 外国人の方につきましては、令和５年度分ということで現

年度分になります。 

○武田委員長 ほかにありませんか。  

村田委員。 

○村田委員 継続します。５年度分であれば、もう少し持って欠損するほう

がいいんじゃないかなと、何か早すぎるんじゃないかなと思うんですけど、

また来る可能性もありますし、大使館等を通して行けばですね、何か死んで

るんであればあれなんですけど、頂けるケースになるんじゃないかなと思う

んですが、その点についてお伺いします。 

○武田委員長 今村課長。 

○今村税務課長 この落とした３件につきましては、入管のほうで調査をか

けております。それで日本の滞在期間であるビザの期間が過ぎているという

ことから、３年以上はもう日本に帰ってこれないということが確定している

方でございますので、それが分かったので即時で落としたという形になって

おります。 

○武田委員長 ほかにありませんか。 

（「ありません」の声あり） 

○武田委員長 ないようですので、歳入を含む決算審査に関わる税務課所管

事務全般でありませんか。 

（「ありません」の声あり） 

○武田委員長 ないようですので、税務課所管事務全般の審査を終了いたし

ます。午前の予定は終了しましたが時間がありますので、この後に本日最後

に予定としている農業委員会の決算審査を繰り上げて行います。説明員入れ

替えのため暫時休憩します。 

 

休憩 午前１１時０９分 

再会 午前１１時２０分 
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○武田委員長 休憩前に引き続きまして会議を再開いたします。 

農業委員会、繰り上げて入りたいと思います。一般会計決算状況の農業委

員会所管事務の説明と質疑に入ります。説明は着席のままでお願いします。 

山谷農業委員会事務局長。 

 

◆農業委員会 11：20～11：23（説明 11：20～11：22） 

 ※説明員～山谷局長、中川副主幹 

 

○山谷農業委員会局長 農業委員会所管の事務事業につきまして、令和５年

度の決算状況の御説明を申し上げさせていただきます。 

農業委員会におきましては、決算説明資料の提出がございませんので、新

冠町各会計決算書にて御説明させていただきますのでよろしくお願いいた

します。各会計決算書の５７、５８ページをお開きください。５款農林水産

業費、１項農業費、１目農業委員会費、決算額は２４０２万１６６２円でご

ざいます。内容ですが、農業委員会の予算につきましては、１節報酬から４

節共済費までは、農業委員１１名の報酬と事務局職員２名の人件費となって

おり、１０節需用費は、図書購入費等の消耗品費、１１節役務費は、通信運

搬費で、昨年度購入いたしました農業委員会情報収集等事業に使用するタブ

レット端末の通信費並びにタブレットのＭＤＭ利用料となってございます。

１２節委託料は、農地台帳システム保守委託料、１３節使用料及び賃借料は、

水土里情報システム使用料、１８節負担金補助及び交付金は、北海道農業会

議並びに日高地方農業委員会連合会の負担金となっております。 

以上が、農業委員会の決算についての御説明でございます。よろしくお願

いいたします。 

 

◇質 疑 

○武田委員長 決算説明資料ありません。決算書のほうの５７、５８ページ

です。５款農林水産業費、１項農業費、１目農業委員会費及び歳入を含む決

算審査に係る農業委員会所管事務全般でありませんか。 

（「ありません」の声あり） 

○武田委員長 ないようですので、これで農業委員会の決算審査を終わりま

す。時間がちょっと余ってますけども、昼食のため暫時休憩します。 

 

休憩 午前１１時２３分 

再会 午後 １時００分 

 

○武田委員長 休憩前に引き続き会議を再開します。 

次に、国民健康保険診療所事業特別会計の説明と質疑に入ります。説明は
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着席のままでお願いします。 

杉山診療所事務長。 

 

◆国保診療所所管 13：00～13：22（説明 13：00～13：16） 

 ※説明員～杉山事務長、酒井係長 

 

○杉山診療所事務長 本日は宜しくお願いします。それでは、決算説明資料

の３２２ページから説明させて頂きます。 

１の事業概要については、記載のとおりであります。２の患者数の動向に

ついて説明を致します。①入院患者について。１日平均入院患者数１２．３

名、前年度が１１．７名でありましたので、対前年度対比では０．６名の増

加となっております。延入院患者数４５０３名、前年度が４２７４名であり

ましたので、対前年度対比では２２９名の増加。病床利用率６８．４％、対

前年度が６５．１％でしたので、対前年度対比では３．３％の増加となって

おります。次に②外来患者でありますが、１日平均外来患者数５７．９名、

前年度が６２．６名でありましたので、対前年度対比４．７名の減少となっ

ております。延外来患者数１万４０１９名、前年度が１万５２０５名であり

ましたので、対前年度対比１１８６名の減少。※印に記載をしておりますが、

令和５年度における入院患者数については、入院を必要とする患者さんが微

増したことに伴い、前年度より若干増加しております。一方、外来患者数に

ついては、新型コロナウイルス感染症の発熱患者さんの減少により前年度実

績を大きく下回っております。 

次に歳入と歳出の状況であります。３２３ページと３２４ページに歳入歳

出のそれぞれの決算状況一覧表を添付しております。まず、歳入についてで

あります。３２３ページ、一番下の欄になりますが、最終予算現額４億９４

７３万９千円に対しまして、収入済額４億９８６３万６６８１円となりまし

たので、差引３８９万７６８１円の収入増加となりました。なお、下段に記

載しておりますが、繰越金予算のうち、繰越明許予算を内数として決算して

おります。予算、調定、収入済額ともに３４００万１千円で、診療所移転改

築に係る基本設計等の委託料予算の財源として、一般会計繰入金を令和４年

度収入し、令和５年度予算に繰越をしております。 

次に歳出についてでありますが、３２４ページ、一番下の欄になりますが、

最終予算現額４億９４７３万９千円に対しまして、支出総額４億８７２７万 

６４０６円となりましたので、不用額、支出執行残は７４６万２５９４円生

じました。なお、下段に記載しておりますが、一般管理費予算のうち、繰越

明許予算を内数として決算しております。令和４年度から令和５年度に予算

を繰越した診療所移転改築に係る基本設計等の委託料予算は３４００万１

千円に対しまして、支出済額は３３７０万４千円でありましたので、不用額 
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２９万７千円の決算をしております。したがいまして、歳入の増加分３８９

万７６８１円と支出執行残７４６万２５９４円を合わせまして、１１３６万

２７５円が翌年度繰越金、いわゆる令和６年度の診療所特別会計予算の前年

度繰越金として最終的に収入予算計上をする金額となります。こちらについ

ては、１２月又は３月補正予算にて全額予算化する予定であります。その他、

詳細につきましては、説明を省略させて頂きます。なお、令和５年度におけ

る一般会計からの繰入金は、３２３ページの中段、４繰入金の中に記載して

おりますが、一般会計繰入金の最終確定額は１億８３０万７千円となりまし

た。令和４年度の繰入金の金額がその行の右の欄に記載されていますが、１

億２５６０万７千円であったことから、前年度と対比し１７３０万円の繰越

金減となっております。次に３２５ページをお開き願います。令和５年度末

の町債の状況でありますが、全５事業で発行総額６３１０万円に対し、令和

５年度の償還額が４４７万５８９０円で償還額累計が２４８８万９０８５

円、未償還残高３８２１万９１５円となっております。借入の状況等につい

ては、記載のとおりとなっております。次に３２６ページは令和５年度の入

院の診療状況であります。令和５年度においては、新型コロナウイルス感染

症の影響などを含めて、さまざま負の理由が重なり、入院患者数は伸び悩む

状態が続きました。次に３２７ページは令和５年度の外来の診療状況であり

ます。令和５年度においては、新型コロナウイルス感染症関連の発熱外来患

者さんの減少が主たる要因として、前年度より減少しております。次に３２

８ページは入院・外来の診療収入内訳であります。内容については、ご覧の

とおりであります。 

 以上が、令和５年度新冠町立国民健康保険診療所事業特別会計の決算状況

を簡単ではありますが、説明させて頂きました。 

続きまして、若干の時間を頂きながら本年度の診療状況等について追加説

明資料を用意させて頂きました。それでは追加資料について簡単にご説明致

します。１ページ目は、令和６年度の入院の診療状況であります。Ａの欄に

記載されているとおり、本年度は現在１日平均１４．７名の実績となってい

ます。対前年度の９月末までの１日平均入院患者数は１２．７名でありま 

したので、１日２名の増加となっております。次にＢの欄に記載されている

とおり、本年度の入院延患者数は４月～９月までの半年間で２７０３名であ

り、対前年度の９月末までの入院延患者数は２３１８名でありましたので、

差引延３８５名の増となっております。次にＣの欄に記載されているとおり 

本年度の病床利用率は４月～９月までの半年間で８２．１％となっており、

対前年度の９月末までの病床利用率は７０．４％でありましたので、差引１

１．７％の増加となっております。入院患者数の増加の主な理由と致しまし

ては、入院を必要とする患者さんが時期的に多くいたこと、積極的な転院の

入院患者さんの受け入れ努力をしたことが大きく影響しております。次に 
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２ページは、本年度の外来の診療状況であります。Ａの欄に記載されている

とおり、本年度は現在、外来延患者数は７１８８名の実績となっております。

対前年度の９月末までの外来延患者数は６９６５名でありましたので、差引 

延２２３名の増であり、１日平均外来患者数では１．８名の微増となってお

ります。増加の理由と致しましては、さまざまな要因が重なっていると思わ

れますが、整形外科診療体制の強化も一つの要因と考えております。次に３

ページは、リハビリテーションの状況です。対前年度との比較では若干減少

傾向にあります。今後も利用者増の拡大に向けて理学療養士と協議を取り進

めてまいります。次に４ページは、診療放射線の状況です。レントゲン部門

については、昨年度の同時期と比べて若干減少傾向で推移しております。収

益増加に向けた協議検討を今後も続けて参ります。次に５ページ目は、診療

所事業特別会計に対する赤字補填金の推移を一覧表にまとめたものであり

ます。通常の運営経費も年々増加しており、もはや自分たちの努力ではどう

することもできない固定費である人件費の増加、光熱水費や燃料費の増加、

件数や請求金額も増加の一途をたどる修繕費の増加、その他消耗品費や委託

料などの金額増加も増えており、固定費の圧縮も限界にきている中、診療所

移転改築関連の費用などを含めて支出しながらも、令和５年度は、なんとか

一般会計繰入金の圧縮努力を行いました。引き続き１人でも多くの町民の

方々に利用して頂ける努力を令和６年度、本年度においても、継続してまい

ります。次に６ページ目は、出張応援医師による外来診療等の状況について

ですが、整形外科診療、循環器診療、泌尿器診療の状況を一覧表に取りまと

めております。平成２８年度から令和５年度までの診療状況などを簡単に取

りまとめた一覧表であります。あくまでも単純計算により費用対効果や患者

数の推移を一覧表にしたものであります。診療所の存在意義の大きな一つの

柱として、当町にとって必要度の高い整形外科を充実させるべく、令和６年

度より札幌市の松田整形外科記念病院の派遣医師を２名から３名に増やし、

毎月１日ずつ診療して頂いております。利用する患者さんも風間医師との重

複者も一部おりますが、新規利用者も多く、医師を選択できる体制も必要と

感じております。循環器診療は、検査を多く実施するため診療単価の高い診

療科目でありますので、収入額が大きくなる一方で、報酬額を徹底的に抑え

ておりますので、費用対効果が大きくなる診療科目であります。泌尿器診療

は、令和２年度より新たに実施した診療科目でありますが、それほど多い患

者数とは言えませんが、受診された患者さんからは好評を頂いております。

次に７ページ、８ページは、その他参考資料として主要な実績について記載

しております。まず、７ページの①救急車搬入等件数でありますが、令和５

年度実績として年間おおむね平日の昼間、平日の夜間、休日の救急車が出動

し、日高徳州会病院に約５割、新ひだか町立病院に約２割、新冠国保診療所

に約３割の受入実績という結果となっております。新冠町立国保診療所では
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なく、他の医療機関へ直接搬入される主なケースと致しましては、そもそも、

国保診療所がかかりつけ医でない。家族等の希望による別の医療機関へ搬送

してほしいっていう申し出がある。常勤医師又は出張応援医師の診療専門外、

例えば、泌尿器の医師、循環器の医師などは専門性が高く、対応が難しいと

判断することがあります。処置困難は、あきらかに外科系の患者さんの場合

など、内科系医師は対応が難しいと判断することがあります。別の患者さん

を対応していることもあり、救急対応中ってことで断ることもあります。明

らかに入院を要すると考えられるが、個室が３部屋しかない上に他の病室も

埋まってるケースもあり、満床のため対応不可とすることもあります。医師

がＭＲＩ撮影やＩＣＵが必要と判断される救急隊からの連絡時に患者さん

のことを考え、すぐに設備の整っている医療機関へ行くよう指示することも

あります。このようなケースがございます。次に７ページ②ですが、休日夜

間の患者数の推移であります。救急車搬入、電話での問い合わせにより来所、

まれに電話なしの直接来院も含めての件数となりますが、ご覧のような延人

数となっております。それなりの対応はしていることは御承知していただき

たいと思います。次に８ページに移ります。③処方箋のジェネリック利用率

です。令和５年度、協会けんぽだけの方々だけの数字になりますけども、９

２．５％となっております。これは協会けんぽから毎年データ－提供を受け

ておりますので、その数字となっておりまして、その他の患者さん、国保と

か後期高齢者の患者さんについても、新冠薬局に以前確認した際も、同じよ

うな数字でありましたので、ジェネリックに関してはこのような状況となっ

ております。④内視鏡の件数でありますが、令和５年度実績として、胃カメ

ラ１２９件、大腸カメラ２０件、合計１４９件となっております。例年口カ

メラ約２０％、鼻カメラ約８０％です。令和５年度のカメラ総件数１４９件

のうち、健診は約６５％、保険診察は約３５％となっております。⑤マイナ

保険証の利用率です。ごらんのとおりの利用率であり、声掛けも窓口担当者

が頑張って声掛けをしているんですけども、利用率は伸び悩んでいる現状で

す。⑥健康診断者数の推移です。診療所の存在意義の一つとして、健康診断

にも力を入れておりまして、少しずつ結果も伴ってきていると思いますが、

どこかで頭打ちになるとは思いつつ、少しでも前年度実績を上回ることがで

きるよう努力だけは継続をしております。 

以上で、追加資料の説明を終了させて頂きます。本日は宜しくお願い致し

ます。 

 

◇質 疑 

○武田委員長 説明が終わりました。これより質疑を行います。なお質疑答

弁は挙手の上、起立してお願いします。決算説明資料３２２ページから３２

８ページについて、ありませんか。 
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長浜委員。 

○長浜委員 ９番、長浜です。常勤医師２名による診療体制となっておりま

す。３名体制だった当時と比較して、その違いについて数字をどのように捉

えているのでしょうか。現状の出張応援医師の協力を仰ぐこのままの状況を

維持していくのではなく、あくまでも３名体制を目指し続けているという認

識でいいのでしょうか。 

○武田委員長 杉山事務長。 

○杉山国保診療所事務長 現在、服部医師の後任については、募集は継続を

しておりますが、応募はあるものの採用に至らないという経過がございます。

実際に面談等も行っておりまして、うちの診療所もしくは新冠町の実情・実

態合わない、もしくは応募があったんですけども、相手方、先方の理由で断

るということもあります。現状は３名医師は目指すという方向で取り進めて

おりますけども、積極的ということではなく、相手方、いろいろなところに

募集はかけておりますので、その応募があった際に、採用をその時点で検討

するということになります。あと数字的なものですけども、医師３名体制の

ときの数字と医師２名体制での数字でいきますと、出張応援医師の派遣料に

つきましては、徹底的に数字を抑えた上での支出となっておりますので、現

状でいきますと３名体制のときの赤字額よりも、２名体制のほうが数字的に

は抑えることはできております。ただし、常勤医師２名に負担はそれなりに

かかりますので、その辺は２名の医師と十分協議をしながら、誰でもいいか

ら採用するというわけではなくて、その仕事量を含めて総合的に判断をしな

がら考えていきたいと思っております。 

○武田委員長 ほかにありませんか。 

村田委員。 

○村田委員 村田です。参考資料、頂いた参考資料の４ページの、人間ドッ

クの関係をちょっと聞きたいと思います。人数はちょっと出てるんですが、

新冠の事業者は何社ぐらい利用しているのか。それと、このドックっていう

のが、かなりの収入源になるんじゃないかなというふうに思うんで、その件

数と、まず件数をお願いします。何社かということです。 

○武田委員長 杉山事務長。 

○杉山国保診療所事務長 まず、人間ドックで事業者さんが利用するのはほ

ぼおりません。ほんの数名です。人間ドックは職員が多くの割合を占めてお

ります。健康診断、会社の健康診断等につきましては、多くの企業さんが利

用していただいてるんですけど、手持ちの資料がございませんので、正確な

数字は、今、申し上げれないんですけども、１００前後だったというふうに

記憶はしております。という回答でよろしかったでしょうか。 

○武田委員長 ほかにありませんか。 

村田委員。 
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○村田委員 これらの周知っていうのはどういうふうにやってますでしょ

うか。 

○武田委員長 杉山事務長。 

○杉山国保診療所事務長 健康診断の事業者については、新冠町が主であり

ますので、今までも会社がある方々につきましては、一度全部の業者さんを

ほぼ回るという形をとっておりましたり、あと商工会さんのほうから健康診

断のほうの委託をされたときに、商工会さんでも声かけをしていただいたと

いうようなことがありまして、そこを出発点として、新たにここ数年間で何

社か応募がありますけど、利用してほしいというふうなことで応募がありま

すけども、そちらのほうも含めて、できる限りの相談に乗りながら業者さん

対応はしているつもりです。 

○武田委員長 村田委員。 

○村田委員 他町からの健康診断とかっていうのはありますでしょうか。 

○武田委員長 杉山事務長。 

○杉山国保診療所事務長 数件ございまして、今、高速道路のですね、業者

さんとかがうちを利用することもございまして、それほど多くないんですけ

ども３件から５件程度は利用していただいた経過とか、今、利用していると

いうような現状です。 

○武田委員長 ほかにございませんか。 

（「ありません」の声あり） 

○武田委員長 ないようですので、国民健康保険診療所事業特別会計の審査

を終了いたします。説明員入替えのため暫時休憩します。 

 

休憩 午後 １時２２分 

再会 午後 １時４０分 

 

○武田委員長 休憩前に引き続き会議を再開いたします。 

次に、介護サービス特別会計事業勘定の説明と審査に入ります。説明は着

席のままでお願いします。 

竹内特別養護老人ホーム所長。 

 

◆特別養護老人ホーム所管 13：40～14：01（説明 13：40～13：54） 

 ※説明員～竹内所長、堀江副主幹 

 

○竹内老人ホーム所長 令和５年度新冠町介護サービス特別会計事業勘定

決算状況について説明いたします。 

決算資料の３１４ページをお開きください。まず１点目、制度の概要でご

ざいますが、介護保険法第３条第２項の規定により、独自の会計を以って運
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営しなければならないこととなっていることから、本特別会計において、老

人福祉施設事業の特別養護老人ホーム、短期入所生活介護事業のショートス

テイ、通所介護事業のデイサービスセンターに係る経費を計上しているもの

でございます。それぞれの事業の変遷は記載のとおりです。事業の運営にお

きましては、例年一般会計繰入金により収支を保っている状況が続いており

ますが、今後とも入所者、利用者の尊厳保持の支援、介護基本の徹底に努め

て運営してまいりたいと思っております。２点目、令和５年度の決算概要に

ついてご説明いたします。予算額２億９７５５万８千円、歳入総額２億９８

９１万４８４７円、歳出総額２億９０３３万７４０円、差引８５８万４１０

７円を令和６年度への繰越金として決算しております。歳入歳出それぞれの

概要をご説明しますので、３１５ページ をお開き下さい。 

（１）歳入、施設入所は令和５年４月１日より、診療所２階の増床棟廃止

により２０床減の定員５０名へ変更したため、１日平均の入所者数は４６．

４人、稼働率９２．７％と令和４年度の１日平均入所者数５０．３人を下回

り、施設入所者に係る収入決算額は前年対比２９７万５８５２円の減額とな

っております。短期入所は、１０月下旬から１１月中旬に入所者の新型コロ

ナウイルス感染により一時利用を抑制したため、令和４年度の稼働率６９．

０％を下回る５８．４％となり、短期入所者に係る収入決算額は前年対比４

７８万６７９４円の減額となっております。一般会計繰入金は８１９９万６

千円で前年対比１０１６万７千円の増額となっております。（２）歳出、施

設入所及び短期入所は、退職などにより職員数は減少したものの、給与改定

や退職手当組合負担金の増などにより人件費は増加となっております。また、

令和５年度より増床棟２０床の廃止により、光熱水費、燃料費、委託料、借

上料の経費が減少し、前年対比２４８万８４０７円の減額となっております。

通所介護事業（デイサービスセンター）については、新冠ほくと園が指定管

理者として運営を行っております。施設の維持管理と送迎用車両に係る経費

を指定管理料として支払い、決算額は４６３万８６６７円で、前年対比８８

万７８５１円の減額となっております。 

次に、歳入状況について科目別にご説明いたしますので、３１６ページを

お開き下さい。歳入、１款サービス収入、１項介護給付費収入、予算現額１

億４５３１万１千円に対しまして、収入済額１億４６６８万２７３円、前年

度決算額に対し、４７１万９８９４円の減となっております。続いて、２項

自己負担金収入、予算現額３８６１万９千円に対しまして、収入済額３８６

５万３３８８円。前年度決算額に対し、２１９万９８９０円の減となってお

ります。続いて、３項特定介護サービス費収入、原則、全額自己負担となっ

ている食費、居住費について、所得区分により自己負担限度額が設定され、

国の費用基準額との差額が補足給付として介護保険から給付される制度に

よるものです。予算現額２１４８万１千円に対しまして、収入済額２１７６
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万２２７４円。前年度決算額に対し、８４万２８６２円の減となっておりま

す。次に、２款繰入金、恵寿荘、ショートステイ、デイサービスセンターこ

れらの施設に係る収支において不足します８１９９万６千円を一般会計よ

り繰入し決算致しました。前年度決算額に対し、１０１６万７千円の増とな

っております。次に、３款繰越金、令和５年度の繰越金は、５４５万４０５

円となっております。前年度決算額に対し、６０万５７５４円の減となって

おります。次に、４款諸収入、１項雑入、収入済額としまして３５５万２５

０７円、前年度と比較し６０万２９４８円の減となっております。次に、５

款道支出金、１項道補助金、収入済額としまして８２万円。新型コロナウイ

ルス感染症が施設内で発生した際の緊急時介護人材確保、職場環境復旧支援

事業補助金として北海道から交付を受けたものです。前年度決算額対して、

１９３万９千円の減となっております。続きまして、歳出の説明を申し上げ

ますので３１７ページをお開きください。１款総務費、１項一般管理費、正

職、会計年度任用職員あわせて３３名に係る人件費並びに施設運営費等でご

ざいます。決算額は２億８５０７万２９６６円で、前年対比３３７万６２５

８円の減となっています。施設運営においては、入所者、利用者への介護サ

ービスを低下させることなく経費の削減、早期の修繕を図りながら各事業運

営に支障を来たさぬよう対応しております。通所介護事業につきましては、

先ほど説明したとおり指定管理料は４６３万８６６７円となり、事業費全体

では前年度対比８８万７８５１円減の４６５万９８２７円で決算しており

ます。続いて、２款公債費、１項公債費、起債償還金でございます。３１８

ページをご覧ください。町債明細書によりご説明いたします。償還中の起債

は、表のとおり平成２０年度分からの３件で、当年度償還額は上段の表の右

下に記載のとおり、３件で元金５０２万３３５６円、利子２３万４４１８円、

合計５２５万７７７４円となっております。令和５年度末の起債償還残高は、

下段の表左下に記載のとおり、介護サービス事業債３件で２０４５万９７０

２円となっております。歳出全体では、当初予算計上額３億３９６万円、最

終予算現額２億９７５５万８千円に対し、支出済額２億９０３３万７４０円

で、７２２万７２６０円の不用額が生じております。 

続いて３１９ページ、令和５年度介護サービス月別利用状況をご説明致し

ます。表の左側、老人福祉施設、特養恵寿荘からご説明いたします。恵寿荘

の定員は令和５年４月１日に５０人に改正しており、平均稼働率は９２．

７％、前年度は定員７０人で稼働率６９．５％となっております。資料には

ございませんが、参考に入退所や入院の状況を口頭でご説明致します。年間

退所数は死亡が１０名、長期入院が７名となっており合計１７名、新規入所

は同数の１７名となっております。入院につきましては、年間２６件で入院

日数は延べ１０５９日となっております。次に表の右側、短期入所生活介護、

ショートステイは、新型コロナウイルス感染症の影響により、実人数２１７
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名で前年度より５４名減少、延利用者数が３８１名減の２１３６名となり、

稼働率は前年度対比１０．６％減の５８．４％となりました。３２０ページ、

３２１ページにつきましては、施設別の利用状況等を月別、性別、介護度別

に表にしたものですので説明は省略いたします。 

以上で、令和５年度新冠町介護サービス特別会計事業勘定決算につきまし

ての説明を終わります。 

 

◇質 疑 

○武田委員長 説明が終わりました。これより質疑を行います。なお質疑答

弁は挙手の上、起立してお願いします。決算説明資料３１４ページから３２

１ページ、ありませんか。 

酒井委員。 

○酒井委員 ２番、酒井です。一般会計からの繰入れについてお尋ねします。

一般会計から１０１６万７千円の増額となっております。前年度から比べる

とですね、これについての詳細な説明を求めます。２点目が、今の現時点で

の恵寿荘に対しての待機者数、２点お願いします。 

○武田委員長 竹内所長。 

○竹内特別養護老人ホーム所長 お答えいたします。令和５年度の決算にお

きまして、令和４年度と比較して一般会計の繰入金が増加したということな

んですけども、入所者の数が減少いたしまして、歳入で、サービス収入が７

００万以上減少しております。それに加えまして、歳出のほうでは人件費が

増加ということで、差し引いて繰入金が１千万ほど増えたということになっ

ております。２点目の待機者の現在の数ということですけども、現在名簿上

は７０名前後になってございます。 

○武田委員長 よろしいですか。 

酒井委員。 

○酒井委員 繰入れの中身については分かりました。なかなか厳しい物価高

騰の時代にあって、なかなかこの収支バランスを維持していくっていうのは

大変だろうというふうに思いますけれども、今後に向けて、予算を執行する

上で、どのように、この繰入れを極力減らしていくかということについてお

尋ねしたいのと、２点目、この７０名というのは、前聞いたときよりも増え

ているような気がするんですけど、その辺についての見解もお願いします。

○武田委員長 竹内所長。 

○竹内特別養護老人ホーム所長 今回、令和５年度の決算ですので、一部の

委託業務ですとか、４年度と継続して同じ額で契約しているものもございま

す。今後ですね、人件費高騰、物価高騰により、さらに業務の委託料が増加

する、または施設の管理の光熱水費等も値上がりするということも考えられ

ますので、歳入のほうで、なるべくベッドの空きを減らすということで、長
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期入院や亡くなった方が出た場合、なるべく次の方を１日でも早く入所させ

るということに努めてまいりたいと思います。今年は幸い長期入院や亡くな

った方が非常に少なくて、ベッド数の空きも減っている状況でございます。

ただし、これから冬場になりますと、どうしても風邪などでですね、体調崩

される方も多いので、若干入院は例年増える傾向にございますので、その辺

も気をつけていきたいと思います。それと、待機者の関係なんですけども、

５年ほど前は１００名以上の名簿掲載ありましたので、ここ数年は８０人か

ら７０人というふうに減ってきてございます。 

○武田委員長 ほかにありませんか。 

武藤委員。 

○武藤委員 ７番、武藤です。１点だけお聞きしたいんですけども、ショー

トステイとデイサービスは、そういないと思うんですけども、現在認知症と

診断された方での利用数っちゅうのはどれぐらいか。それを教えてほしいん

ですけども。 

○武田委員長 竹内所長。 

○竹内特別養護老人ホーム所長 ショートステイとデイサービスの利用者

の中で、それで認知症の方ということで、ほぼ軽い重いはありますけども、

利用者の中では、ほぼ認知症になっているのかなというふうに、詳しく統計

等は手元にはちょっと数字はございませんけども、そういう状況になってお

ります。 

○武田委員長 ほかにありませんか。 

村田委員。 

○村田委員 平成２１年に７０床ありました。令和５年の４月に５０床とい

うことで、今回病院のですねスプリンクラーの改修に伴い、もともとあった

２０床についてはですね、また活用できるんじゃないかなと思ってますが、

その辺についてはどうでしょうか。それと待機者もですね、７０名いるとい

うことなんで、全く配管とか駄目だということであればあれなんですけど、

たしかスプリンクラーもそこの部分も整備しているんじゃないかなと思う

んで、その待機者も受入れできるんじゃないかなと思うんですが、その点に

ついて伺います。 

○武田委員長 竹内所長。 

○竹内特別養護老人ホーム所長 平成２１年度に増床棟診療所の２階を２

０床増やしたという、その際にですね、おっしゃるとおりスプリンクラーを

整備しておりました。ただし、今回は法改正ということで、診療所施設全体

の改めてスプリンクラーが設置が必要ということですので、こちらのほうで

は、特に問題はないと思っております。それと待機者７０名ということで、

また２０名増やしてはどうかと、増床棟を活用してということですよね。定

員２０名を減少した理由には、診療所改築っていう理由もございましたけど
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も、合わせて「おうる里」の定員も増になっておりますので、その辺も含め

ての町全体の定員の調整ということでございます。 

○武田委員長 ほかにありませんか。 

（「ありません」の声あり） 

○武田委員長 ないようですので、介護サービス特別会計事業勘定の審査を

終了いたします。説明員の入替えのため暫時休憩します。 

 

休憩 午後 ２時０１分 

再会 午後 ２時１０分 

 

○武田委員長 休憩前に引き続き会議を再開いたします。 

一般会計決算状況の建設水道課所管事務の説明と審査に入ります。説明は

着席のままでお願いします。 

関口建設水道課長。 

 

◆建設水道課所管 14：10～14：37（説明 14：10～14：27） 

 ※説明員～関口課長、寺西参事、磯野総括主幹、本郷主幹、鈴木主幹 

渡邊主幹、椎名係長 

 

○関口建設水道課長 建設水道課です。よろしくお願いいたします。 

令和５年度予算に対する主な事業の決算状況の個別説明の前に、当課とし

て、昨年９月１４日発生した災害は１回でありました。また、特に令和４年

８月１５日から１６日にわたり発生した大雨により、平成２８年に発生した

災害以来の甚大な被害が発生しました。発生後、補正予算を含めて予算措置

を行いながら復旧に努めてきました。令和５年度には繰越及び過年度予算を

措置し、全ての復旧工事を終了することが出来ました。併せて継続事業とし

て、減災・予防保全対策を図るため、緊急自然災害防止対策事業債及び緊急

浚渫推進事業債も実施しております。 

次に、当課の収入未済額状況についてご説明申し上げます。管財係の財産

運用収入、土地、建物貸付収入でございますが、現年度分が０円となってお

ります。滞納繰越分が１０万９８１９円、１０月２２日現在の状況としまし

ては、１万９８１９円の収納となり、残額は９万円となっております。昨年

度よりは大きく減額となりました。次に公営住宅使用料です。令和５年度分

における滞納繰越分としまして、現年度分、住宅使用料が６５万７８８６円。

１０月２２日現在の状況としましては、３０万９１１６円の収納となり、残

額は３４万８７７０円となっております。昨年度より減額となっております。 

それでは、建設水道課所管事業、令和５年度一般会計予算の主な事業の決

算状況について、個別にご説明申し上げます。３２ページをお開き願います。



令和５年度新冠町一般会計等決算審査特別委員会会議録（R6.10 月 29 日 30日、11 月 1 日） 

32 
 

２款総務費、１項総務管理費、３目財産管理費、町有建物維持管理事業、決

算額は５７２万９千円です。令和５年度の実施した内容は、中央町職員住宅

解体撤去工事５０６万４千円と中央町自動車車庫解体撤去工事６６万５千

円の２件を実施しております。３３ページをお開きください。その他、土地

等町有財産管理費、決算額は４６５万３千円です。令和５年度の実施した内

容は、ＪＲ敷地新冠節婦地区譲渡予定地地籍測量図作成業務２件を実施して

おります。３４ページをお開きください。５款農林水産業費、１項農業費、

３目農業振興費道営農村整備事業、農道・集落道整備です。決算額は１６２

３万１０５０円です。令和５年度から令和１０年度までの６か年計画とし、

事業が着手されました。全体事業費は９億円で、起点を町道東泊津線から終

点を主要道道平取静内線交差点までとし、延長４８３０ｍを整備する計画で

進めております。令和５年度実施分としましては、事業費７２１３万８千円、

事業内容は、調査設計４８０６ｍを実施しております。事業費の内訳であり

ますが、町側の負担率は２２．５％で、そのうち、辺地債が対象となり１５

００万円が充当されることから、一般財源は１２３万２千円となっておりま

す。また、令和６年度予算に事業費１１８０万円、負担金として２６５万５

千円を繰越しております。３５ページをお開きください。道営水利施設等保

全高度化事業、特別型畑地帯担い手支援型単独営農用水、太陽地区及び一部

美宇地区です。決算額は５７３０万５７４９円です。令和５年度内訳としま

しては、実施内容は、道施工分で第１号幹線、第１号支線、第３号支線、第

１の１支線で合計延長３４８９．０５ｍです。配水管の設置を実施しました。

令和５年度実施分を含めた進捗率は６０．８％です。３６ページをお開きく

ださい。農業用施設維持管理事業、明渠排水です。決算額は８２３万６８０

０円です。対象施設は明渠排水で、令和５年度実施分としましては、修繕料

２７件を実施しております。３７ページをお開きください。緊急自然災害防

止対策事業です。決算額は１５２３万５千円です。対象施設は、明渠排水で

す。令和５年度実施分としましては、明和地区明渠排水柳谷地先排水路整備

工事１件で、当該箇所については、令和６年度完成を予定しております。３

８ページをお開きください。７款土木費、１項道路橋梁費、１目道路橋梁総

務費道路台帳等土地管理事業です。決算額は４７９万６千円です。町単独事

業で実施しております用地関係の委託事業です。内訳は記載の内容となって

おります。３９ページをお開きください。７款土木費、１項道路橋梁費、２

目 道路維持費町道施設維持管理事業です。決算額は５４７４万２１０４円

です。町道等の維持事業となります。内訳につきましては記載のとおりとな

っております。４０ページをお開きください。緊急自然災害防止対策事業で

す。決算額は７２３万８千円です。対象施設は、道路及び橋梁です。令和５

年度実施分としましては、工事請負費２件で、大狩部本郷井旗線本郷地先法

面補修工事４０１万５千円、美宇牧野藤原線ノースヒルズ地先流末排水補修
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工事３２２３千円を実施したものです。４１ページをお開きください。７款

土木費、１項道路橋梁費、３目道路新設改良費単独道路改良事業です。決算

額は３３４万４千円です。令和５年度実施分としましては、共栄４号線道路

舗装整備工事１件を実施したものです。当該路線は事業完了となっておりま

す。４２ページをお開きください。道路メンテナンス補助事業、決算額は４

０５６万８千円です。全体橋梁数は８５橋、１０か年計画で修繕計画対象橋

梁数は２６橋となっております。令和５年度実施分としましては、修繕事業

で本工事１橋、８０８万５千円、実施設計１橋、２１２６万３千円、橋梁定

期点検業務１４橋、１１２２万円を道路メンテナンス補助事業で実施したも

のであります。内訳は記載のとおりとなっています。令和５年度実施分を含

めた進捗率は、修繕で１９．２％、点検は１００％で２巡目が終了しました。

４３ページをお開きください。新冠市街地線１号支線道路改良工事繰越、社

会資本整備総合交付金事業です。決算額は１９１万４千円です。令和５年度

実施分として、舗装で表層で７９．３５ｍを実施したものであり、これをも

ちまして本事業は完了となっております。４４ページをお開きください。７

款土木費、２項河川費、１目河川総務費、河川整備工事です。決算額は、１

０８２万７００円です。河川等の維持事業関係です。令和５年度実施分の内

容は、修繕費２４件を６９７万７００円、委託料３件を３８５万円、内訳は

記載のとおりとなっております。４５ページをお開きください。緊急浚渫推

進事業です。決算額は８９８万７千円です。対象施設は、準用河川、普通河

川です。令和５年度実施分としましては、工事請負費で、比宇川河道内整備

工事外１件を実施したものです。内訳は記載のとおりとなっております。４

６ページをお開きください。緊急自然災害防止対策事業です。決算額は１９

４７万円です。対象施設は、準用河川、普通河川です。災害減災の観点から

当該事業債を活用し、大雨による河川の氾濫、家屋の浸水被害を防止するた

め、緊急に護岸及び排水路等の機能向上を図るものです。令和５年度実施分

としましては、工事請負費で、元神部川庄野地先河床洗掘防止対策工事外８

件を実施したものです。内訳は記載のとおりとなっております。４７ページ

をお開きください。７款土木費、３項住宅費、１目住宅管理費、社会資本整

備総合交付金事業、住宅リフォーム助成交付金です。決算額は７００万円で

す。令和５年度の実績分としましては、省エネ１戸、バリアフリー６戸の合

計７戸を実施したものです。４８ページをお開きください。７款土木費、３

項住宅費、２目住宅建設費、社会資本整備総合交付金事業、ひがつら団地長

寿命化型・汐見団地解体工事です。決算額は３３８５万８千円です。ひがつ

ら団地外部改修工事１８４８万円は、令和４年度から令和７年度までの間で、

年次計画を立て、８棟１６戸の屋根及び外壁等のガルバリウム鋼板への張替

え更新をするものです。２年目の令和５年度の実施分としては、２棟４戸を

実施しております。同じく１２月補正で、事業促進として追加の国費配分が
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あったことから、令和６年度事業分の２棟４戸の対する耐力度調査業務委託

５２万８千円を実施しております。次に、汐見団地解体工事１４８５万円は、

改良住宅３棟１２戸の解体撤去を実施したものです。これで改良住宅全て解

体済となりました。以上３件について、内訳は記載のとおりとなっておりま

す。４９ページをお開きください。１０款災害復旧費、１項公共土木施設災

害復旧費、１目現年発生災害復旧費、９月大雨災害復旧事業単災です。決算

額は１４１万１３００円です。令和５年９月１４日の大雨により、道路及び

河川が甚大な被災を受けたことから、９月補正、専決にて、予算措置した後、

早急に対応を図ったものです。令和５年度の実施分としましては、修繕料、

道路法面修繕２件６５万１２００円、河川埋塞土砂除去１件７６万１００円

の復旧を実施したものです。５０ページをお開きください。９月大雨災害復

旧事業単費です。決算額は１１４万８４００円です。令和５年９月１４日の

大雨により、道路及び河川において被害を受けたことから、９月補正、専決

にて予算措置をした後、早急に対応を図ったものです。令和５年度の実施分

としましては、修繕料、道路分として崩土除去等４件で７０万８４００円、

河川分として、埋塞土土砂除去２件４４万円の復旧を実施したものです。内

訳は記載のとおりであります。５１ページをお開きください。８月大雨災害

復旧事業、繰越補助です。決算額は５億７７４２万３千円です。令和４年災

害に伴う公共土木施設災害復旧事業の対象となった３０件うち、国からの国

費配分があった２５件分の繰越予算分であります。内訳は、工事請負費２５

件で、道路４件で５２８１万１千円、河川２１件で５億２４６１万２千円を

実施しております。５２ページをお開きください。１０款災害復旧費、１項

公共土木施設災害復旧費、２目過年発生災害復旧費、過年発生災害復旧費補

助です。決算額は８７１２万円です。公共土木施設災害復旧事業の対象とな

った３０件のうち残り５件について、令和５年度予算として国からの国費配

分がありました過年度予算分であります。内訳は、工事請負費、河川５件を

実施しております。なお、事業費の内訳につきまして、備考欄右側に説明書

きをしているとおり、激甚災害指定を受けた事から、当初の補助率６０％に

対し１３．２％増嵩された分を委託料及び工事請負費に対し歳入の増加を受

けております。 

以上で、説明を終了いたします。よろしくお願いします 

 

◇質 疑 

○武田委員長 説明が終わりました。これより質疑を行います。なお質疑答

弁は挙手の上、起立してお願いします。決算説明資料３２ページから３３ペ

ージ、２款総務費、１項総務管理費、３目財産管理費、ありませんか。 

（「ありません」の声あり） 

○武田委員長 ないようですので、決算説明資料３４ページから３７ページ、
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５款農林業水産費、１項農業費、３目農業振興費、ありませんか。 

（「ありません」の声あり） 

○武田委員長 ないようですので、決算説明資料決算説明資料３８ページ、

７款土木費、１項道路橋梁費、１目道路橋梁総務費、ありませんか。 

（「ありません」の声あり） 

○武田委員長 ないようですので決算説明資料３９ページから４０ページ、

２目道路維持費、ありませんか。 

（「ありません」の声あり） 

○武田委員長 ないようですので、決算説明資料４１ページから４３ページ、

３目道路新設改良費、ありませんか。 

長浜委員。 

○長浜委員 ９番、長浜です。説明資料４２ページです。事業の評価課題等

に記載されている永続的な業務となることから、点検実施に伴う技術職員が

必要となる。これについて伺います。これについては、外部委託せずに職員

が自ら行っているものなのでしょうか、詳細を伺います。 

○武田委員長 関口課長。 

○関口建設水道課長 お答えいたします。橋梁点検につきましては、基本的

には外部委託でございます。その中でも、小規模な橋梁、小さい橋梁、こう

いうのにつきましては、担当職員、土木職員の技師において、基本的には直

営で実施しておるのが今の現状でございます。 

○武田委員長 ほかにありませんか。 

（「ありません」の声あり） 

○武田委員長 ないようですので、決算説明資料４４ページから４６ページ、

２項河川費、１目河川総務費、ありませんか。 

（「ありません」の声あり） 

○武田委員長 ないようですので、決算説明資料４７ページ、３項住宅費、

１目住宅管理費、ありませんか。 

（「ありません」の声あり） 

○武田委員長 ないようですので、決算説明資料４８ページ、２目住宅建設

費、ありませんか。 

（「ありません」の声あり） 

○武田委員長 ないようですので、決算説明資料４９ページから５１ページ、

１０款災害復旧費、１項公共土木施設災害復旧費、１目現年発生災害復旧費、

ありませんか。 

（「ありません」の声あり） 

○武田委員長 ないようですので、決算説明資料５２ページ、２目過年発生

災害復旧費、ありませんか。 

（「ありません」の声あり） 
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○武田委員長 ないようですので、歳入を含む一般会計部分の決算に関わる

建設水道課所管事務全般ではありませんか。 

長浜委員。 

○長浜委員 ９番、長浜です。歳入です。決算書でいきますと２０ページで

す。１３款使用料及び手数料、１項手数料、６目土木使用料、２節住宅使用

料です。こちらに記載の収入未債額についてお伺いします。公営住宅の家賃

の滞納と思われますが、滞納があった場合、連帯保証人への情報提供と請求

するタイミングはいつなのでしょうか。もう２点あります。２点目です。令

和５年度に連帯保証人に請求した事例というのはあるのでしょうか。３点目

です。令和２年４月の改正民法の施行に伴い、連帯保証人に対する極度額の

設定が必要となっておりますが、当町においてはどのような基準で設定して

いるでしょうか。 

○武田委員長 鈴木主幹。 

○鈴木主幹 私のほうから御説明させていただきます。まず１点目、連帯保

証人への情報提供等請求に対するタイミングということでございますけれ

ども、公営住宅使用料におきまして家賃滞納があった場合につきましては、

翌月督促状等を発付しております。それ以降納期限から３か月を基本に連帯

保証人へ情報提供をしてございますが、事前に納付に係る相談があった場合

につきましては、連絡等は行っていないという状況でございます。続きまし

て２点目でございます。令和５年度におきます連帯保証人に請求した事例は

あるかということでございますけれども、令和５年度につきましては請求し

た事例はございません。最後３点目でございます。改正法の施行に伴う極度

額の設定ということでございますけれども、連帯保証に対する極度額の設定

につきましては、各自治体で設定されることとされてございます。当町にお

きましては、住宅、建設年度が入居する住宅に応じて、家賃の基本額という

のがそれぞれ異なる状況でもございますので、入居している住宅の最高家賃

額として算出されます、近傍同種家賃、こちらの１か月分に係る、さらには

１２か月分を基準額として、設定しているという状況でございます。以上で

す。 

○武田委員長 長浜委員。 

○長浜委員 ありがとうございます。連帯保証人においては、各都道府県、

政令市に対しては、平成３０年３月３０日付けの国土交通省からの通達で、

保証人の確保を前提とする入居から転換していくべきとあります。極度額の

設定によって連帯保証人の確保が困難な事例が多く、その結果連帯保証人を

確保することを入居条件から外す自治体も出てきております。当町も連帯保

証人の必要についての検討を進めるべきと思いますが、見解を伺います。 

○武田委員長 関口課長。 

○関口建設水道課長 ただいまの御質問ですけども、当町におきましては、
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連帯保証人の一般的な定義としまして、家賃の滞納における債務の保証のほ

か、入居者の身元引受けまたは入居者の緊急連絡先として、連帯保証人を設

けております。現時点では、入居条件から外す考えは現在のところはしてお

りません。以上です。 

○武田委員長 ほかにありませんか。 

（「ありません」の声あり） 

○武田委員長 ないようですので、一般会計部分の建設水道課所管事務全般

の審査を終了いたします。引き続き、簡易水道事業特別会計の説明と審査に

入ります。 

関口建設水道課長。 

 

◇認定第２号 令和５年度新冠町簡易水道事業特別会計歳入歳出決算認定

について 14：37～14：48（説明 14：37～13：47） 

 

○関口建設水道課長 続きまして、令和５年度新冠町簡易水道事業特別会計

決算状況について、ご説明申し上げます。 

 同じく説明の前に、令和６年度から公営企業会計となっておりますが、企

業会計移行に伴い、令和６年３月に打ち切り決算を行ったことにより、例年

出納整理期間４月、５月に収入していた水道使用料、及び支出していた光熱

水費等について不用額が発生していることをご理解願います。光熱水費につ

いては繰越金を捻出するため補正しないこととし実残額５４２万６８１４

円となっております。 

それではまず、当課としての収入未済額についてですが、水道使用料でご

ざいますが、現年度分が５８２万１８０２円、１０月２２日現在の状況とし

ましては、５７８万１４３２円の未収金が収納となっており、それにより、

残額は、４万３７０円となります。滞納繰越分の水道使用料が３１万２８１

２円、１０月２２日現在の状況で同額の滞納繰越分がございます。昨年度よ

り、現年度分の収入未済額が大幅に増額したのは、冒頭に説明しました公営

企業会計移行に伴うものでございます。例年の決算時期と同様であれば、使

用料の未納額は１９万３３６０円、滞納繰越については今回の報告額と同額

となります。それでは、令和５年度新冠町簡易水道事業特別会計について、

個別にご説明申し上げます。２７５ページをお開きください。１、簡易水道

事業の概要についてです。令和５年度までは現金の収入及び支出の事実に基

づいて会計処理を行う、「特別会計」により事業を運営しておりましたが、

国からの要請により令和６年度からは現金の収支にかかわらず費用や収益

が発生した事実に基づいて会計処理を行う「公営企業会計」へ移行すること

となります。２、簡易水道事業特別会計決算状況の概要についてです。決算

状況は、別表１、別表２のとおり、予算額２億４４５４万１千円に対し、収
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入総額２億３８００万２６３３円、支出総額２億３３０９万２２４４円で、

歳入歳出差引４９１万３８９円が、令和６年度公営企業会計繰越金となって

おります。このことから、例年の決算状況を算出する期間が変更しておりま

すが、例年と同様期間及び内容で総額を算出した場合、予算額の変更はあり

ませんが、歳入総額２億４３６３万１０７５円、歳出総額２億３７６１万１

２０９円で、歳入歳出差引６０１万９８６６円となります。３、歳入につい

てです。歳入の決算状況は、別表１のとおり、予算額２億４４５１万１千円

に対し、決算額２億３８００万２６３３円で、予算に対して６５３万８３６

７円の減額となりました。例年の期間で算出した場合、決算額は２億４３６

３万１０７５円で予算に対して９０万９９２５円の減額となります。主な科

目について説明いたします。（１）使用料、予算額１億４９０８万円に対し、

決算額は１億４２５８万３８９８円で、予算に対し６４９万６１０２円の減

額となりました。調定額１億４８７１万８５１２円に対する収納率は９５．

９％で、６１３万４６１４円の収入未済額が生じている結果となりました。

１０月２２日現在で５７８万１４３２円の未収金を収納しております。２７

６ページをお開きください。（３）一般会計繰入金、予算額８４２５万５千

円に対し、決算額は同額です。（７）町債、予算額６３０万円に対し、決算

額は、同額であります。公営企業会計適用業務に対する町債となっておりま

す。４、歳出についてです。歳出の決算状況は、別表２のとおり、予算額２

億４４５１万１千円に対して、決算額２億３３０９万２２４４円で、執行率

９５．３％、執行残１１４４万８７５６円となりました。例年の期間で算出

した場合、決算額は２億３７６１万１２０９円で、執行率９７．２％、執行

残６９２万９７９１円となります。２７７ページをお開きください。（１）

総務管理費、予算額３９５３万２千円に対し、決算額３７２７万５０４７円

で、執行率９４．３％、執行残２２５万６９５３円となりました。例年の期

間で算出した場合は、決算額３９１３万９１７０円で、執行率９９．０％、

執行残３９万２８３０円となります。（２）施設費、予算額８９２０万４千

円に対し、決算額８０１１万２６００円で、執行率８９．８％、執行残９０

９万１４００円となりました。例年の期間で算出した場合は、決算額８２７

６万７４４２円で、執行率９２．８％、執行残６４３万６５５８円となりま

す。（３）公債費、予算額１億１５７０万５千円に対し、決算額は１億１５

７０万４５９７円です。２７８ページをお開きください。５、施設及び業務

概要についてです。（１）施設は掲載のとおりでございます。（２）業務も掲

載のとおりとなっております。（３）料金、給水原価３９０円０１銭であり

ます。供給原価２４３円６２銭であります。（４）各比率、有収率は８１．

７％、施設利用率は７３．６％、最大稼働率は８３．７％となってございま

す。２７９ページから２８１ページをお開き願います。別表１から別表３に

つきましては、括弧内については、例年同様の期間で決算した場合の数値を
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記載しております。２８４ページをお開き願います。１款総務費、１項総務

管理費、１目一般管理費、簡易水道・下水道事業特別会計法適化事業であり

ます。決算額は６３１万５６５０円です。国が要請している、特別会計の公

営企業会計化に向けての準備作業に伴う業務を実施したものであります。 

内容は記載のとおりとなっております。また、財源につきましては、起債を

活用して、令和５年度をもって移行作業業務は終了し、令和６年４月１日か

ら公営企業会計として運用開始しております。 

以上で、令和５年度新冠町簡易水道事業特別会計決算状況の説明を終了い

たします。よろしくお願いします。 

 

◇質 疑 

○武田委員長 説明が終わりました。これより質疑を行います。決算説明資

料２７５ページから２８４ページ、ありませんか。 

（「ありません」の声あり） 

○武田委員長 ないようですので、簡易水道事業特別会計の歳入を含む決算

に係る建設水道課所管事務全般でありませんか。 

（「ありません」の声あり） 

○武田委員長 ないようですので、簡易水道事業特別会計の審査を終了いた

します。次に、下水道事業特別会計の説明と審査に入ります。 

関口建設水道課長。 

 

◇認定第３号 令和５年度新冠町下水道事業特別会計歳入歳出決算認定に

ついて 14：48～14：58（説明 14：48～14：57） 

 

○関口建設水道課長 続きまして、令和５年度新冠町下水道事業特別会計決

算状況について、ご説明申し上げます。 

下水道事業につきましても簡易水道事業で説明した、公営企業会計への移

行に伴うもので、主な内容は同様でありますことをご理解願います。 

まず、当課としての収入未済額についてでございます。下水道使用料が、

現年度分が１５８万３８１０円、１０月２２日現在の状況としましては、１

５６万５９７０円の収納となっており、それにより残額は、１万７８４０円

となります。滞納繰越分の下水道使用料が２２万３千円で、１０月２２日現

在の状況で同額の滞納繰越分がございます。施設使用料でございますが、現

年度分が１５万２８００円で、１０月２２日現在の状況としましては、１５

万円の収納となっており、それにより残額は２８００円となります。滞納繰

越分の施設使用料が１万３２００円で、１０月２２日現在の状況で同額の滞

納繰越がございます。昨年度より、現年度分の収入未済額が大幅に増額した

のは、簡易水道と同じく、冒頭に説明しました公営企業会計移行に伴うもの
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でございます。それでは、令和５年度新冠町下水道事業特別会計決算状況に

ついて、個別にご説明申し上げます。２８５ページをお開きください。１、

下水道事業の概要についてです。事業内容につきまして、平成３０年度にお

いて策定した、第１期目の下水道ストックマネジメント計画は、令和５年度

が計画の最終年度であるため、業務委託において、第２期目の下水道ストッ

クマネジメント計画を令和６年度から１０年度までの５年間で作成いたし

ました。工事においては、マンホールポンプ所２か所、汚水ポンプ４基の長

寿命化、マンホールポンプ所６か所の非常通報装置の更新を行いました。事

業計画内容及び供用開始状況は、記載のとおりでございます。（１）下水道

事業計画につきましては、表の右端の変更認可の数値で、変更分について説

明申し上げます。事業年度は、平成４年度から令和９年度となっております。

計画人口は２９３０人です。（２）供用状況につきましても、記載のとおり

となってございます。２８６ページをお開きください。２、下水道事業特別

会計決算状況の概要についてです。決算状況は、別表１、別表２のとおり、

予算額１億９０４６万４千円に対し、歳入総額１億８８２４万６９９２円、

歳出総額１億８６５１万１８４７円で、歳入歳出差引１７３万５１４５円が、

令和６年度公営企業会計繰越金となっております。令和６年度より公営企業

会計を適用するため、令和５年度の決算を算出する期間が変更しております

が、例年と同様期間及び内容で総額を算出した場合、予算額の変更はありま

せんが、歳入総額１億８９９０万６２１２円、歳出総額１億８９４４万５３

７７円で歳入歳出差引４６万８３５円となります。３、歳入でございます。

歳入の決算状況は別表１のとおり、予算額１億９０４６万４千円に対し、決

算額１億８８２４万６９９２円で、予算に対して２２１万７００８円の減額

となりました。例年の期間で算出した場合、決算額は１億８９９０万６２１

２円で、予算に対して５５万７７８８円の減額となります。以下、主な科目

ごとに説明申し上げます。（１）使用料、予算額４６７６万７千円に対し、

決算額４４５４万４０２０円で、予算に対して２２２万２９８０円の減額と

なりました。調定額４６５１万６８３０円に対する収納率は９５．８％で、

１９７万２８１０円の収入未済額が生じている結果となりました。１０月２

２日現在で１７１万５９７０円の未収金を収納しております。２８７ページ

お開きください。４、歳出。歳出の決算状況は、別表２のとおり、予算額１

億９０４６万４千円に対し、決算額１億８６５１万１８４７円で、執行率９

７．９％、執行残３９５万２１５３円となりました。例年の期間で算出した

場合、決算額は１億８９４４万５３７７円で、予算に対して１０１万８６２

３円の減額となります。以下、科目ごとに説明申し上げます。（１）下水道

費、予算額１億８０７万円に対し、決算額１億４２１万８８５１円で、執行

率９６．４％、執行残３８５万１１４９円となりました。例年の期間で算出

した場合、決算額は１億７１５万２３８１円で、執行率９９．２％で執行残
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は９１万７６１９円となります。（２）公債費、予算額８２２９万４千円に

対し、決算額は８２２９万２９９６円となりました。２８８ページから２９

０ページにつきまして、簡水と同じく別表１から別表３につきましては、括

弧内については、例年同様の期間で決算した場合の数値を記載しております。

２９６ページお開きください。１款下水道費、１項下水道費、１目一般管理

費、簡易水道・下水道事業特別会計法適化事業であります。決算額は６３１

万５６５０円で、内容につきましては、簡易水道事業特別会計で説明した内

容と同じでございます。２９７ページをお開きください。１款下水道費、１

項下水道費、３目下水道建設費、下水道建設事業補助分であります。決算額

は２９５９万円であります。令和５年度実施分といたしましては、新冠町下

水道ストックマネジメント計画策定業務委託と高江№４マンホールポンプ

所外汚水ポンプ長寿命化工事と本町№４マンホールポンプ所外電気設備更

新改築工事を実施したものでございます。 

以上で、令和５年度新冠町下水道事業特別会計の決算状況の説明を終了い

たします。 

 

◇質 疑 

○武田委員長 説明が終わりました。これより質疑を行います。決算説明資

料２８５ページから２９７ページ、ありませんか。 

（「ありません」の声あり） 

○武田委員長 ないようですので、下水道事業特別会計の歳入を含む決算に

係る建設水道課所管事務全般でありませんか。 

（「ありません」の声あり） 

○武田委員長 ないようですので、下水道事業特別会計の審査を終了いたし

ます。説明員の入替えのため暫時休憩とします。 

 

休憩 午後 ２時５８分 

再会 午後 ３時１０分 

 

○武田委員長 休憩前に引き続き会議を再開いたします。 

本日最後の所管の審査になります。それでは一般会計決算状況の産業課所

管事務の説明と審査に入ります。説明は着席のままでお願いします。 

鷹觜産業課長。 

 

◆産業課所管 15：10～15：40（説明 15：10～15：23） 

※説明員～鷹觜課長、泉澤主幹、神山副主幹、山田副主幹 

 

○鷹觜産業課長 産業課でございます。宜しくお願い致します。 
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当課の所管は、農畜産・林務・水産の一次産業に係る分野でございまして、

令和５年度決算、２１２ページから２３６ページまで合計２５事業を掲載し

てございます。説明は、新規事業や事業内容の変更、決算額が大きく増減し

た事業を抜粋して説明させて頂きたいと存じます。 

はじめに２１２ページをお開き願います。町有林管理費でございます。本

事業は、森林が有する多面的な機能の維持・増進や、森林の適正な管理のた

め、毎年度、計画的に皆伐や地拵、下刈、造林等を行っております。５年度

決算額は３４３９万７１９４円で、当初予算額から３３万円の減となってご

ざいます。計画面積９５．８ヘクタールに対し、実績では８８．７５ヘクタ

ールと７．０５ヘクタール減少しております。これは主に地拵え作業におけ

る道単価や補助対象の変更により事業費が増額するため、間伐の予定の箇所

を古岸地区の１６．１９ヘクタールを、明和地区８．３２ヘクタールへ変更

したことによるものでございます。森林が有する機能には、地球温暖化の防

止等、多面的な機能を有することは言うまでもなく、今後も森林の状況を注

視し、計画的な整備を図って参りたいと存じます。次に、２１３ページをお

開き願います。農業支援員派遣事業でございます。本事業は、農業における

労働力補完と、新規就農などの担い手づくりとあわせ、地域活動を支える人

材を確保するため、地域おこし協力隊の制度を活用し、平成２３年度よりス

タートした事業でございます。５年度決算額は４４８万９７００円。当初予

算額の９６１万１千円から５１２万円の減となっております。これは３年目

の支援員に、新規１名分を当初予算措置いたしましたが、新規者がおりませ

んでしたので１名分を減額補正しております。令和５年度からは首都圏のイ

ベントも復活し札幌市での新規就農イベントへも参加いたしましたが、農業

支援員の確保に至らなかったわけでございますが、今後も農協や関係機関と

の連携・協力を図り、新規就農までのサポートや就農後の定着に向けたバッ

クアップに継続して取り組んでまいりたいと存じます。次に、２２５ページ

をお開き下さい。新冠町和牛育種推進協議会補助金でございます。決算額は

１５５万６３３２円です。本事業は、肉用牛の生産・振興事業として、平成

２４年度から実施している事業でございます。町有牧野内に設置しておりま

す和牛センターにおいて、和牛生産者が生産した、素牛の肥育業務を受託し、

枝肉成績から繁殖牛の能力を推定する、推定育種価を判明させるための取り

組みでございまして、肥育預託を受けた素牛に事故が発生し、肥育途中で出

荷をしたり、死亡があった場合に補助いたします。また、出荷をした場合で

あっても、売却した額が農協から借り入れた資金を下回った場合には、こち

らも補助するものでございます。当初予算額は１２１万９千円でしたので、

３４万円ほど増となっております。この要因でございますが、市場の変化に

より、当初予算積算時よりも、平均枝重・平均単価が低くなったことから、

補助対象頭数が増えたためであります。当初の補助頭数１２頭に対し実績は
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９頭となりましたが、１頭当たり補助額が７万２千円増加したことにより補

助総額が増えてございます。次に、２２７ページをお開き下さい。有害鳥獣

駆除対策事業でございます。決算額は３７９４万８０４５円。町内における

農林水産業の被害は、生産者にとって深刻な問題であり、被害の減少を図る

ため、北海道猟友会日高中部支部新冠分会に有害鳥獣の駆除を依頼し、捕獲

実績に沿った費用や、捕獲された有害鳥獣の処理手数料などを計上している

ものであります。当初予算は３７８１万９千円でしたので、１３万円の増と

なっております。全鳥獣で前年度捕獲数を上回っておりますが、特にクマが

倍増しアライグマも増加の一途をたどっております。シカにつきましても平

成２６年度以降２千頭を下回ることはありません。有害鳥獣による被害は、

日々テレビや新聞等で報道されております通り、どこの自治体も頭を悩ませ

ておりますが、今後も猟友会との連携や協力、関係機関との広域的な対策協

議会等を通し、積極的な駆除を推進して参ります。続きまして、２２９ペー

ジをお開き願います。林道維持費でございます。決算額は８５４万９４２０

円。当初予算額１１３０万８千円に対し２７６万円の減。この要因は令和４

年８月大雨により被災した岩清水線とオサナイ線、合計８か所の修繕に係る

入札の執行残３０８万円と令和５年９月大雨による修繕増加分３２万円が

主な要因でございます。続いて、２３１ページをご覧願います。小規模治山

事業万世清水の沢でございます。決算額は２３６８万８０５８円です。本事

業は、１か所１千万円以上の補助小規模及び起債を活用した治山事業で、山

崩れなどの災害から住民を守り、森林が持つ水源のかん養機能を高め、緑豊

かな環境の保全を図るものであります。当初予算２０７８万５千円でしたの

で、約２９０万円の増となってございます。この要因でございますが、令和

５年労務単価及び資材単価等におきまして主体工種で治山ダムのコンクリ

ート単価の高騰によるもので、６月議会にて４１８万２千円補正し、その後

入札執行残１２４万５千円を３月補正で減額してございます。次に、２３２

ページをお開き願います。水産多面的機能発揮対策事業負担金、決算額は４

２０万６１０５円でございます。当初予算は５５４万２千円で北海道からの

割当確定により６月補正にて６３万８千円を減額し４９０万４千円の予算

に対しまして６９万８千円の執行残が生じました。執行残の要因でございま

すが、当初８経営体での実施を予定しておりましたが、７経営体となったた

め稼働実績が減少したことによるものでございます。令和３年９月に発生し

た北海道赤潮被害対策に係る事業費に対し、国・道・町が負担金を道の関係

機関に支払うものです。事業主体者は町ではなく、町内漁業者とひだか漁協

新冠支所による活動組織です。事業内容につきましては、当町が採択されま

した事業は、赤潮発生後の海域における、ツブとタコの資源・生息状況調査

です。かかる事業費の１５％を町が負担いたします。このうち８割が特別交

付税の対象となってございます。なお、事業期間ですが、赤潮被害は長期化



令和５年度新冠町一般会計等決算審査特別委員会会議録（R6.10 月 29 日 30日、11 月 1 日） 

44 
 

することが想定されますことから、令和７年度までを当面の予定としており

ます。次に、２３６ページをお開き願います。９月大雨災害復旧費でござい

ます。決算額１０８万６８００円。令和５年９月１４日発生の大雨により万

世地区及び新和地区それぞれ１か所の沢から農地への土砂流出を除去する

ため、予算を専決により対応したものでございます。なお、このうち万世地

区におきましては、令和６年度の道営の治山事業の対象となっております。 

以上で、産業課所管の決算事業の説明を終わらせて頂きます。どうぞよろ

しくお願いいたします。 

 

◇質 疑 

○武田委員長 説明が終わりました。これより質疑を行います。なお、質疑

答弁は挙手の上、起立してお願いします。決算説明資料の２１２ページ、２

款総務費、１項総務管理費、４目町有林造成管理費、ありませんか。 

（「ありません」の声あり） 

○武田委員長 ないようですので、決算説明資料２１３ページから２１７ペ

ージ、５款農林水産業、１項農業費、２目農業総務費、ありませんか。 

伹野委員。 

○伹野委員 ５番、伹野です。説明資料２１４ページ、農業振興事業補助金

について質問いたします。予算説明書の地域担い手育成総合支援協議会の事

業予算の中では、３５９万４千円の内訳で、事業内容として農業支援員派遣

事業に３０３万４千円、体験型農業実施事業に１６万円、後継者支援事業に

４０万円と説明されております。決算額２５５万４４６円に対して、それぞ

れ３つの事業の決算内容、内訳の説明をお願いします。また、予算額よりも

決算額が１００万円ほど少なくなっておりますけども、支援員の配置など十

分な支援展開がなされたのか、この説明もお願いします。また、予算説明書

では、財源はふるさとづくり基金と明記されておりますけども、今回の決算

では明記ありませんけども、財源はふるさとづくり基金なのかどうか、この

３点お願いいたします。 

○武田委員長 神山副主幹。 

○神山副主幹 お答えさせていただきます。まず担い手協議会の決算につき

まして御説明させていただきたいと思います。令和５年度担い手協議会の歳

出決算につきましては、まず農業支援員派遣事業、こちらにつきましては、

主に相談員の人件費補助、車の借上料、燃料費等でございまして、予算額３

０３万４千円に対し決算額は２８８万４４０３円、差引き１４万９５９７円

の減。減額の主な要因につきましては、農業支援員受入れ農家交流会の開催

の中止に伴いまして減額となっております。次に、体験型農業実施事業です

が、令和５年度においては、希望者がいなかったことに伴いまして、予算額

１６万円に対しまして、決算額はゼロ円となっています。最後に、後継者支
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援事業で、こちらにつきましては、主に免許取得費や研修費用、こちらを助

成する事業なんですが、令和５年度の実績として１件ございまして、予算額

４０万円に対しまして、決算額は６万６０５０円、差引き３３万３９５０円

の減額となっております。合計しますと、当初予算額３５９万４千円に対し

まして、決算額は２９５万４５３円、差引き６４万３５４７円の減額となっ

ております。こちらの歳入の決算額につきまして、新冠町の補助金が２５５

万４４５円、新冠町農協の補助が４０万円。雑入で８円となってございます。

減額となっている部分はあったんですが、おおむね事業展開はできたと考え

ております。また、財源につきましては記載ありませんが、ふるさとづくり

基金を財源とさせていただいております。以上です。 

○武田委員長 伹野委員。 

○伹野委員 詳細な説明ありがとうございます。これに関連しまして、一般

会計等決算審査資料１６ページにですね、担い手育成に絡む部分で８０万円

に対して未収金が７９万６千円となっております。５年間努めなければなら

ないところを止めた格好での形で、負債が生じた格好になっておりますけど

も、この未納額７９万６千円をどのように徴収していくのか、また対応が悪

ければ、不納決算になる可能性もあると思うんですけども、その辺の２点に

ついてお願いいたします。 

○武田委員長 鷹觜課長。 

○鷹觜産業課長 予算資料その２の雑入の７９万６千円ということでござ

います。本件でございますが、農業支援員を活動されていた方が、その後新

規就農するときに町の施設整備補助金として過去に５００万円を交付し、そ

の後、離農しました。補助規則としては５年以内に離農の場合は、一部返還

ということになってございますので、その期間に応ずる８０万円を令和５年

度で措置というか要求したところでございます。それに対して収入が４千円

ということで、残りが未収金という計上になってございます。離農時の離農

期間がですね、令和５年の２月をもって離農してございますが、そのときの

聞き取りの中では、本人は町外転出をするというようなことで、場合によっ

ては議員心配される不納欠損ということも想定できたんですが、その後、町

内の同じような農家に雇用されまして、一定の給与収入を得た中で、町も折

衝する中でですね、本人から僅かながらでありますが、返済をしていきたい

という意思を確認してございます。ですから本人離農ということがあります

ので、いろいろな債務もございますので、僅かながらでありますが、長期間

の返済になるというふうに町も想定してございますが、そういう形で返済を

されていく。ですから、今のところは不納決算、不納欠損というような心配

は想定してないよということでございます。以上です。 

○武田委員長 伹野委員。 

○伹野委員 今の説明で確認したいんですけども、年度が変わりまして、今
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現在、僅かながらでも返済はしているという理解でよろしいですか。 

○武田委員長 鷹觜課長。 

○鷹觜産業課長 時折ですね、面談等ということでやる予定をしております。

今年度はまだ正式に持ってはいないんですが、そこは随時、年末に向けて確

認をとりながらということで、進めていきたいというふうに考えております。

○武田委員長 ほかにありませんか。 

伹野委員。 

○伹野委員 同じく説明資料の２１５ページですね。農業振興補助金、この

部分は野菜促成栽培施設型整備事業補助金の部分なんですけども、予算額１

１３万８千円に対して７９万円で計算しております。設備の導入が少なかっ

たものと推察しますけども、その原因をどのように捉えているのか、まずこ

の１点お願いします。 

○武田委員長 鷹觜課長。 

○鷹觜産業課長 これビニールハウス等に係る補助になります。予算額１１

３万８千円に対し７９万ということで、こちら１２月補正で３４万８千円を

減額して予算額７９万円にしておりますが、そのときの説明でも対象農家２

戸ということで、自動換気装置を１５台ということで当初予算措置しており

ました。原因としては入札の執行残により、１５基は購入したんですが、入

札の執行残が生じまして、その部分を落としたという説明になります。 

○武田委員長 伹野委員。 

○伹野委員 もう１点。補助率が施設の形によって、補助率違うんですけど

も、１０分の３以内等となっていますけども、現状資材の高騰が見られ、設

備導入に踏み込めないというような考えも農家の皆さんにあると思うんで

すけども、補助率を上げることを前提に考えれば、設備導入が図られて、目

的達成されると思うんですけども、その部分補助率を上げるような考えはあ

るのでしょうか。 

○武田委員長 鷹觜課長。 

○鷹觜産業課長 おっしゃるとおり資材の高騰だとか物価の高騰というも

のは、どの分野でも共通する課題ではないかなというふうに捉えているとこ

ろでございます。また導入、ハウスなどを導入を、費用を抑えるために、中

古物件を探しているというようなこともお聞きしているわけでございます

が、やはり事業を継続させるという点におきましては、設備投資は避けて通

れないということもあります。町はこれまで導入に際しまして、補助を行っ

てきたわけでございますが、その中における考え方は１０分の３を基本とし

つつ、後継者の物に対しては手厚く、二重のハウスの内側に対しては手薄く

というような、めり張りをつけた補助を行ってきております。補助率の引上

げにつきましては、資材高騰というのは、先ほど申しましたとおり、どの分

野にも共通する課題でございますので、なかなかこの事業だけということに
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もならない部分もあると考えています。そこよりかは現在の気温の上昇とい

うことで、ハウス内の諸熱対策、自動換気装置もそうですが、近年は遮光ネ

ットだとか遮光シートに対する補助というもの出てきておりますので、そち

らのほうにおもむきを置いた政策に広げていくのが、良いのではないかなと

いう、担当課としてはそのように考えてございます。 

○武田委員長 ほかにございませんか。 

村田委員。 

○村田委員 ２１３ページ、農業支援員の派遣事業についてお伺いします。

当初計画地で２人ということで、１人になったということで、その部分の予

算が出てるんですが、ちょっと農業者に対してはこういう事業があるんです

けど、節婦とかですね、業者がどんどんどんどん減って６件ぐらいしかない

ということで、当初１０何件あったということで、どんどんどんどんなんか

止めていってるような感じに見えてます。それで、この農業支援員もそうな

んですけど、漁業支援員っていう派遣の事業もですね、必要なんでないかな

ということで、都市部のやっぱり事業のイベント等でもですね、そういう部

分もう検討したらどうかなというふうに思うんですが、お答えできる範囲で

よろしいです。 

○鷹觜産業課長 決算じゃない。 

○武田委員長 村田議員、そういうことで。ほかにございませんか。 

（「ありません」の声あり） 

○武田委員長 ないようですので、決算説明資料２１８ページから２２６ペ

ージ、４目畜産業費、ありませんか。 

（「ありません」の声あり） 

○武田委員長 ないようですので、決算説明資料２２７ページから２２８ペ

ージ、２項林業費、１目林業振興費、ありませんか。 

（「ありません」の声あり） 

○武田委員長 ないようですので、決算説明資料２２９ページ、２目林道費

ありませんか。 

（「ありません」の声あり） 

○武田委員長 ないようですので、決算説明資料２３０ページから２３１ペ

ージ、３目治山費、ありませんか。 

（「ありません」の声あり） 

○武田委員長 ないようですので、決算説明資料２３２ページから２３５ペ

ージ、３項水産業費、１目水産業振興費、ありませんか。 

（「ありません」の声あり） 

○武田委員長 ないようですので、決算説明資料２３６ページ、１０款災害

復旧費、２項農林業施設災害復旧費、１目現年発生災害復旧費、ありません

か。 
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（「ありません」の声あり） 

○武田委員長 ないようですので、歳入を含む決算審査に係る産業課所管事

務全般でありませんか。 

（「ありません」の声あり） 

○武田委員長 ないようですので、産業課所管事務全般の審査を終了いたし

ます。説明員の皆さん御苦労さんでした。 

 

●閉 議 

○武田委員長 以上をもって本日の日程は全て終了しました。次回は明日１

０月３０日水曜日、午前９時３０分から行います。 

決算説明資料では、２０７ページからの町有牧野所管事業。１１９ページ

からの町民生活課所管事業、１７３ページからの企画課所管事業、２３７ペ

ージからの教育委員会社会教育課所管事業、１４７ページからの教育委員会

管理課所管事業、５３ページからの保健福祉課所管事業、以上の順でそれぞ

れ審査をしますので、質疑事項を整理して出席されるようお願いいたします。

また、審査終了後には、総括質疑事項取りまとめます。各委員におかれまし

ては、あらかじめ総括質疑事項整理し、出席されるようお願いいたします。  

本日はこれをもって散会いたします。御苦労さまでした。 

 

（午後３時４２分） 
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◇決算審査第２日 令和６年１０月３０日（水） 9：30～15：27 

 

○武田委員長 皆さんおはようございます。ただいまから令和５年度新冠町

一般会計等決算審査特別委員会２日目の会議を開会いたします。 

昨日は進行がちょっとスムーズにいかない部分がありました。今日はより

スムーズに進行できますように努めたいと思いますのでよろしくお願いい

たします。昨日も申し上げましたが、改めて申し上げます。決算審査の最も

重要な意義は行政効果の判断と今後の改善や反省事項の把握と活用であり、

新冠町の財政運営の一層の健全化と適正化に役立てるという、将来に向けて

の前向きの意義があります。今日もそのような、質疑を皆様に期待しながら、

早速町有牧野所管事務の説明と質疑に入らさせていただきます。説明は着席

のままでお願いします。 

湊町有牧野所長。 

 

◆町有牧野所管 9：31～9：50（説明 9：31～9：40） 

 ※説明員～湊所長、出井係長 

 

○湊牧野所長 町有牧野でございます。よろしくお願いします。はじめに、

令和５年度の町有牧野総体の決算の状況について御説明いたします。 

決算額は１億５０３万９５６１円でありまして、前年度と比較し６４１万

３９８３円の減となっております。町有牧野では、預託牛管理、町有牛管理、

和牛センター管理の３事業を行っており、令和５年度は加えて、牧野共同草

地の売却、及び９月大雨災害により被災いたしました箇所の復旧を行ってお

ります。 

それでは、資料に基づき説明いたしますので、２０７ページをお開き下さ

い。預託牛管理費であります。決算額２７９５万１５８８円です。預託牛管

理は預託による家畜の受入れを実施し、放牧地で育成、人工授精、妊娠鑑定、

繁殖検診を行うことにより地域酪農業の労力の軽減を図るとともに、草地不

足の解消、健康管理を適切に行うもので、５月１７日から１０月２７日まで

の約半年間、預託牛の受入をいたしました。期間中にダニ忌避剤等の塗布を

定期的に行うことにより、令和５年度におきましても、ピロプラズマ病によ

る死亡事故は起きておりません。放牧地管理においては、従来のバラセンか

ら電牧化への切り替えを計画的に進めており、令和５年度におきましても牧

区１箇所の電牧化を行いました。脱柵する牛が少なくなる効果がみられてお

り、併せてドローンを活用することで効率的な管理運営を図ることができて

おります。事業の評価・課題でありますが、令和５年度の利用戸数は１４戸

でありまして、入牧頭数、実数は２０２頭で、延べ２万７８７４頭を受入れ

ました。前年度と比較し、実頭数は１９頭の減、延べ頭数では２０２２頭の
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減少でありますが、利用戸数の増減はありません。ヨーネ病対策としては、

入牧前の検査を義務づけし、町内の利用者１０戸１６４頭を対象に検査費１

６万４８２０円を補助いたしました。また、預託牛牧区に入る際は、長靴の

履き替え等を徹底し、感染予防対策を図っているところでございます。今後

におきましても、ヨーネ病対策を講じながら、安心で安全な信頼される牧野

運営に努めてまいります。次のページをお開き下さい。町有牛管理費、決算

額６６９６万２６４円です。町有牛管理は、地域における肥育技術の向上と

新冠牛の産地化を進め、受精卵技術を介した優良基盤の造成と、乳牛・肉牛

の連携生産の促進に資することを目的としております。令和５年度は、施

設・車両の管理において、肥育牛舎雨漏り箇所の修繕と中古トラクター１台

を購入いたしました。事業の評価・課題でありますが、令和５年度の売却収

入は４０７８万１千円でありまして、前年度と比較し３１８万７千円の減と

なりました。要因は、出荷頭数４頭の減少でありますが、１頭当たりの枝肉

単価は前年度と同等でありましたが、販売額は枝肉重量が５１１キロと１８

キロ増加したことから、前年度を若干上回りました。品質においては、最高

クラスのＡ５－１２番を２頭生産し、Ａ５等級は全体で６９．７％。Ａ４～

Ａ５等級いわゆる上物率は９７％と、安定した成績を収めることができまし

た。受精卵につきましては、２５個を販売し４２万７千円の収入となりまし

た。前年度と比較し減少しておりますが、要因は、春に採卵予定のドナー牛

がヨーネ病患畜により採卵できず、代替ドナー牛も妊娠していたことから、

採卵時期が秋以降となり、販売が遅れたことによるものです。採取した受精

卵は１２５個でありまして、残りの１００個につきましては令和６年度に販

売を行っているところでございます。ヨーネ病患畜牛の影響により、繁殖牛

については、令和元年度当初７６頭でありましたが令和５年度末の頭数は３

７頭であります。繁殖牛の減少により、ヨーネ病の発症リスクは少なくなり

ますが、肥育牛の出荷数も減少することになります。また、受精卵を採取す

るドナー牛に不足が生じており、新たなドナー牛の育成に努めているところ

であります。今後の事業展開といたしまして、ヨーネ病の清浄化を最優先に、

ヨーネ病対策にしっかりと取り組み、感染防止に努めてまいります。また、

町有牛が減少している現状から、飼養管理や草地管理の見直しを図り、より

効率的な事業運営に努めますとともに、要望の高い採卵の事業の推進を図っ

てまいります。次のページをお開き下さい。和牛センター管理費決算額７８

０万６７０９円です。和牛センターは町内で生産される黒毛和種を肥育する

ことにより、母牛の育種価を判明させ、優良繁殖牛の改良及び肥育素牛生産

の振興に寄与するものであります。事業の評価・課題でありますが、令和５

年度においては、前年度から継続の１２頭を肥育・出荷し、成績につきまし

ては、最高クラスのＡ５－１２番は１頭で、全体でＡ５等級は８３％、Ａ４

～Ａ５等級いわゆる上物は１００％と品質の高い肥育牛を出荷することが
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出来ました。平成２４年度に事業を開始から、これまでに２２戸の生産者か

ら肥育預託を受け２９５頭を出荷し、育種価の判明により、生産者の繁殖改

良へと繋がってきたものでありますが、令和４年度以降、新規の受入がござ

いません。事業開始から１０年を過ぎ、繁殖牛の更新が落ち着いたことが要

因のひとつと捉えているところであります。今後におきましては、関係機関

と事業の在り方等について協議を進め、対応を図ってまいりたいと考えてお

ります。次のページをお開き下さい。共同草地売却事業、決算額２１７万８

千円です。本事業は、町有牧野区域内共同草地の売却に際しまして、分筆が

必要となりました土地２筆の分筆を行ったものです。内容といたしましては、

町有地売却用地確定測量業務委託料２１７万８千円です。うち２分の１の１

０８万９千円は、購入者負担とし測量費負担金としていただいております。

売却いたしました土地は、昭和４７年度から令和５年度まで、貸付をしてい

た字緑丘と字東川の共同草地で、面積は４８万７０３５㎡です。売却額は３

１１万２千円です。一番下の備考欄の財源内訳ですが、その他の財源は、歳

入の土地売払収入３１１万２千円、測量費負担金１０８万９千円の計４２０

万１千円から２１７万８千円を充当し、残りの２０２万３千円は財政調整基

金に積立てをいたしました。次のページをお開き下さい。９月大雨災害復旧

事業、決算額１４万３千円です。本事業は、集中豪雨により被災した牧区取

付道路の災害復旧を目的としております。被災箇所は、Ａ４牧区取付道路１

箇所でありまして、復旧費の内容といたしましては、道路崩落個所の修繕料

１４万３千円となっております。今後におきましても町有牧野の安全管理に

努めてまいります。 

以上が、町有牧野の令和５年度の決算状況です。よろしくお願いいたしま

す。 

 

◇質 疑 

○武田委員長 説明が終わりました。これより質疑を行います。なお質疑答

弁は挙手の上、起立してお願いします。決算説明資料２０７ページから２１

０ページ、５款農林水産業費、１項農業費、５目牧野管理費、ありませんか。 

長浜委員。 

○長浜委員 ９番、長浜です。決算説明資料２０９ページです。今後の事業

展開に、令和４年度以降預託する農家がない状況であることから、事業の在

り方等について関係機関と協議を進めるとありますが、令和５年度において

も受入れ実績がなかったことを踏まえ、令和５年度における関係機関との協

議の進捗状況について、先ほども触れておりましたが改めて詳細を伺います。 

○武田委員長 湊所長。 

○湊町有牧野所長 御指摘のように、和牛センターなんですが、令和４年度

以降新規の受入れがない状況でございます。令和５年度につきましては、実
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は年末に至るまで、新規の受入れがあるようなお話も頂いていたという状況

であります。ただし受入れが少ない状況というのは変わりませんから、関係

機関に状況を確認していたということでございまして、具体的な協議までは

至っておりません。関係機関と申しますのは、どうしてもこれ政策的なもの

になりますから、私ども庁舎内の産業課と、まずはお話をさせていただいて

おります。それから、町有牧野の運営委員会、その委員さんの中にもこの情

報を共有して意見交換といいますか、そういったことをしております。とい

うことで令和５年度は経過しているということでございます。本年度は、こ

れ行革の見直し項目にもなりましたことから、産業課が所管します、この和

牛センター事業の入牧につきましては、協議会がございますんで、そういっ

た場で、協議委員の皆さんに現状を私どものほうから伝えて意見を頂いたと

ころでございます。具体的な関係機関の協議といいますのは、今年度からと

いうことになってございますんで、昨年度はそういったことで経過している

ということでございます。 

○武田委員長 ほかにありませんか。 

酒井委員。 

○酒井委員 ２番、酒井です。説明資料２０８ページの町有牛管理費につい

て尋ねたいと思います。今後の事業展開におきまして、ヨーネ病の清浄化達

成が急務であるとのことですけれども、清浄化に向けて３年間の清浄化対策

を継続していくこととなるということで、先ほど説明若干触れましたけれど

も、これ３年たつと清浄化になっていくということで、頭数も繁殖牛の頭数

も増えていくと、収益も上がっていくという理解でいいのかどうかというこ

とと、あと今後の見通しについても伺います。それと２点、受精卵収入にお

きまして、今年度は４２万７千円ということで、激減していると思います。

令和６年度に残った分を販売していくということで、今後の予算にこの部分

が上乗せして反映されるのかどうかお願いします。 

○武田委員長 湊所長。 

○湊町有牧野所長 ヨーネ病なんですが、発生から正常化まで３年間の期間、

これは法的に義務づけられているもんですから、何とか３年間をクリアしな

ければならないということでございます。御承知のように令和元年度に発生

してから、もう既に５年が経過してしまったということで、３年では清浄化

になっていないというのが現状であります。現在の状況でございますが、牧

野での最終の発生日が令和５年１２月７日に最終の発生となっておりまし

て、何とかこの１２月で１年を経過するといったことでございます。ただし、

目に見えない病気なんで、これを何とか継続させ、何とか清浄化化にしたい

というのがありますけども、そういったことを見据えて事業を進めていかな

ければならないというふうに思ってございます。なお町有牛の今後というこ

とでございますけども、実際このような状況も踏まえまして、先ほどもちょ
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っと申し上げましたけども、この町有牧野の事業全体が今、行革の見直し項

目、検討項目となっております。今まだ具体的な方針は出ておりませんけど

も、そういった部分もありまして、十分に協議検討を進めながら、あと議会

の皆様とも協議をさせていただきながら、今後の方針というものを進めてい

かなければならないというふうに思っているところでございます。もう一つ

の質問の受精卵の関係でございますけども、受精卵の関係で、昨年度は、２

５個しか販売できなかったということでございます。説明でも申し上げまし

たように、予定していた、できるだけいい牛から取ろうということでござい

まして、その牛が患畜してしまったということでございます。販売はしてる

んですけども、これが予算に反映されるかといった部分でございますけども、

この部分につきましては、当然売れた分は予算に反映する形となってござい

ます。以上でございます。 

○武田委員長 ほかにありませんか。 

村田委員。 

○村田委員 ４番、村田です。２１０ページ、共同草地の売却事業について

お伺いします。土地の売払い収入の関係なんですが、単価はどのように設定

したのか。それと、このように事業をうたってるということは、今後もです

ね、そういう事業売却も考えているのか、その点についてお伺いします。 

○武田委員長 湊所長。 

○湊町有牧野所長 土地価格の部分なんですけども、これについては、建設

課、町の建設課のほうでそういった実例があるということで、そういった部

分を協議させていただきました。そして税務課で用いている標準値単価とい

う部分がありますんで、それをもとに単価を設定したものでございます。２

点目の御質問、今後そういった部分での売却があるのかということでござい

ますが、この売却した土地でございますけども、長年にわたり貸付けをして

いたという土地、この部分を整理をするといいますか、そういった部分で今

回売却をさせていただきました。現状のところそういった部分はもうないも

んですから、今のところそういった考えはございません。 

○武田委員長 よろしいですか。ほかにありませんか。 

（「ありません」の声あり） 

○武田委員長 ないようですので、決算説明資料２１１ページ、１０款災害

復旧費、２項農林業施設災害復旧費、１目現年発生災害復旧費、ありません

か。 

（「ありません」の声あり） 

○武田委員長 ないようですので、歳入を含む決算審査に係る町有牧野所管

事務全般でありませんか。 

（「ありません」の声あり） 

○武田委員長 ないようですので、町有牧野所管事務全般の審査を終了いた
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します。説明員の入替えのため暫時休憩いたします。 

 

休憩 午前 ９時５０分 

再会 午前 ９時５６分 

 

○武田委員長 休憩前に引き続き会議を再開いたします。 

町民生活課所管事務の説明と審査に入ります。説明は着席のままでお願い

します。 

谷藤町民生活課長。 

 

◆町民生活課所管 9：56～10：51（説明 9：56～10：19） 

 ※説明員～谷藤課長、曽我総括主幹、對馬主幹、吉田副主幹、小室主査 

 

○谷藤町民生活課長 おはようございます。令和５年度の町民生活課所管２

８事務事業のうち主たる事業につきまして、決算状況をご説明申し上げます。 

説明につきましては、資料ページ数、事業名、事業内容、事業展開の順に

説明させて頂き、事業費が前年度対比で２０万円以上の増減があった場合に

つきましては、増減理由を補足説明させて頂きますのでよろしくお願いしま

す。 

１２２ページをお開き下さい。２款総務費、３項戸籍住民基本台帳費、１

目戸籍住民基本台帳費、事業名、戸籍住民基本台帳費事業です。決算額は１

４２万７３６０円です。平成１５年から市区町村間における住基システムの

ネットワーク化が始まり、全国共通の本人確認が可能となり利便性の向上が

図られております。令和５年度は、本システムの保守点検に加え、システム

のデータ保存容量を確保するために、ハードウエアの増設を行っております。

今後も、個人情報の管理を徹底いたしまして、住基ネットワークシステムを

運用して参ります。決算額が昨年度と比較し３４万１千円増額している理由

につきましては、ただ今申し上げましたとおり、ハードウエアの増設による

ものです。次に１２３ページをお開き下さい。２款総務費、３項戸籍住民基

本台帳費、１目戸籍住民基本台帳費、事業名、戸籍電算化事業です。決算額

は１０６４万９６０円です。平成１７年度から戸籍電算システムを導入いた

しまして、戸籍に係る各種証明の発行事務を進めてまいりました。また、戸

籍改正法に伴い全国市区町村窓口で戸籍の請求に対応できるよう令和３年

度からシステム改修を順次進めて参りました。今後も、引き続き電算化によ

る戸籍事務を進めて参ります。決算額が昨年度と比較し６０８万７８４０円

増額している主な理由につきましては、令和４年８月から戸籍システムをか

らクラウド化したことによる影響額が１０２１万２００円の減額、戸籍法改

正に伴う戸籍情報システム改修の影響額、これが４１２万２３６０円の増額 
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全体で６０８万７８４０円減額となっております。次に１２６ページをお開

き下さい。２款総務費、３項戸籍住民基本台帳費、１目戸籍住民基本台帳費、

事業名、マイナンバーカード交付事務事業です。決算額は４４９万１５７０

円です。平成２８年１月から始まったマイナンバー交付事務ですが、令和４

年度に国が対策を強化したことにより普及率が向上し、町窓口では交付申請

事務のほか、転入時における住所変更手続き、問合せ等が増加し、補助金を

活用して業務の効率化を図ったところでございます。具体的には、会計年度

任用職員を１名配置するとともに、制度理解を図るためのガイドブックの作

成や、住所変更情報などをマイナンバーカードに記載するための印字システ

ムを導入したところでございます。マイナンバーカードは保険証など今後も

利用拡大が進むことから、引き続き補助金を活用しながら事務事業の充実を

図ってまいりたいと考えております。決算額が前年度と比較いたしまして４

４９万１５７０円増額している理由につきましては、ただ今申し上げました

とおり、交付率の向上と業務の効率化を図るため事業を予算化し、町民のサ

ービスの充実を図ったことによるものでございます。次に１２７ページをお

開き下さい。３款民生費、１項社会福祉費、１目社会福祉総務費、事業名、

新冠町民生委員児童委員運営費補助事業です。決算額は２１１万９千円です。

本事業は新冠町民生委員・児童委員協議会の運営に対する補助金事業であり

ます。新冠町は地区担当の民生児童委員が１９名、主任児童委員２名、合計

で２１名の定員となっておりますが、資料中にも記載しているとおり、昨年

７月から民生児童委員１名欠員しており、現在２０名で活動を行っておりま

す。活動費や定例会、各種研修費用に対し補助金を交付しております。今後

も、地域住民の相談相手となり、住民と行政等のパイプ役を担う民生委員の

活動に対しては、引き続き支援を継続してまいりたいと考えております。決

算額が前年度と比較し３１万４千円増額している主な理由につきましては、

コロナの影響により３年中止していました道内視察研修を再開したことに

より増額となっております。次に１３２ページをお開き下さい。３款民生費、

１項社会福祉費、７目生活館費、事業名、生活館運営費です。町では、地域

のコミュニティ活動や社会福祉活動の推進、アイヌ文化の理解促進と保存伝

承を図るため１１の生活館を運営しております。令和５年度の決算額は６４

万５７３７円です。経常経費とは別に、令和５年度は生活館６施設における

消火器の更新を行ったほか、令和４年９月から開設いたしましたポロシリ生

活館において、アイヌ民具などを展示しておりますので、来館者の説明に対

応するため、新冠アイヌ協会に委託し４月から１０月にかけ管理人を配置し

ております。また、アイヌ文化の理解促進を図るため、一般町民を対象とし

たアイヌ料理や文様についての体験事業を実施いたしました。全体で８事業

４７名の参加がありました。引き続き、施設の適切な維持管理を図るととも

に、ポロシリ生活館を拠点としてアイヌ文化の理解促進、保存伝承に努めて
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まいります。決算額が前年度と比較し５０万７１１７円増額している理由に

つきましては、ただ今ご説明したとおり、新規事業といたしましてポロシリ

生活館に管理人を配置したこと及び文化体験事業を実施したことによる増

加となります。次に１３５ページをお開き下さい。３款民生費、２項児童福

祉費、２目児童福祉施設費、事業名、子ども子育て事業です。決算額は１２

９８万６４６３円です。本事業は、子ども子育て支援制度に基づき、子ども

が健やかに成長できるよう、就学前の子どもを養育する保護者等への支援を

図るものでございます。主な事業といたしまして、施設型給付費の支援事業

を行っており、これは、私立幼稚園等利用者に対し、国が定める公定価格に

基づいた利用料の一部を支給するもので、給付費が確実に子育て支援に使わ

れるよう、各施設を代理人として施設へ直接給付費を支給しているものでご

ざいます。今後も子ども子育て支援新制度に基づき、支援を継続してまいり

ます。なお、決算額が昨年度より７０３万１９４３円増額になっている理由

につきましては、施設型給付費を支給した延べ人数が１４名増加し、特に３

歳未満の低年齢層の利用が多く、その費用が増額したものでございます。続

きまして１３６ページをご覧ください。３款民生費、１項社会福祉費、１目

社会福祉総務費、事業名、令和５年度住民税非課税世帯等臨時特別給付金事

業です。国の、電力・ガス・食料品等価格高騰重点支援地方交付金を活用し

た事業となります。決算額は２８３０万６２７４円です。エネルギー物価高

騰の中で令和５年６月１日を基準日として、令和５年度住民税非課税世帯及

び家計急変した世帯に対し、１世帯当たり３万円の給付費を支給することに

より、生活支援を行うものです。本シートにつきましては、非課税世帯を対

象に実施した事業となります。事業実施状況に記載のとおり９０１世帯に支

給し、予算と比較しますと支給率は９８．６％となります。対象となる世帯

への周知を漏れなく行い、対象者への支給は実施できたものと評価しており

ます。なお、本事業は全額国の補助事業で賄われております。次のページを

お開き下さい。本シートはただ今説明した事業における家計急変世帯等を対

象とした事業になります。決算額は６万円で２世帯に対して支給を実施いた

しました。本事業も全額国の補助金で賄われております。次に１３８ページ

をお開き下さい。３款民生費、１項社会福祉費、１目社会福祉総務費、事業

名、令和５年度住民税非課税世帯臨時特別給付金事業の追加事業となります。

国の物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金を活用した事業となります。

決算額は５７７５万１３３３円です。エネルギー物価高騰の中で、令和５年

１２月１日を基準日として、令和５年度住民税非課税世帯に対して、１世帯

当たり７万円の給付金を支給することにより、生活支援を行うものです。本

事業期間は、令和６年１月から５月としており、実績は３月末時点によるも

のですが、８１５世帯に支給をいたしまして、予算と比較しますと支給率は

８８．５％となります。なお、本事業も全額国の補助事業となっております。



令和５年度新冠町一般会計等決算審査特別委員会会議録（R6.10 月 29 日 30日、11 月 1 日） 

57 
 

次に、１３９ページをお開き下さい。３款民生費、１項社会福祉費、１目社

会福祉総務費、事業名、住民税均等割課税世帯給付金です。これも国の、物

価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金を活用した事業となります。決算額

は１２８５万４２３０円です。エネルギー物価高騰の中で、令和５年１２月

１日を基準日として、令和５年度住民税均等割のみ課税世帯に対して、１世

帯当たり１０万円の給付金を支給することにより、生活支援を行いました。

本事業期間は、先ほどの事業と同様、今年５月末までの事業となっており、

実績は３月末時点によるものですが、１２８世帯に支給し、予算と比較しま

すと支給率は４３％となっております。本事業も全額国の補助事業で賄われ

ております。次に、１４０ページをお開き下さい。３款民生費、１項社会福

祉費、１目社会福祉総務費です。事業名、こども加算給付金です。これも国

の物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金を活用した事業となります。決

算額は３９５万４８４０円です。ただ今説明した令和５年度住民税が非課税

追加事業及び均等割のみ課税世帯に対する給付金事業において、１８歳以下

の児童がいる場合は、児童１人につき５万円を加算することにより、生活支

援を行ったものでございます。本事業の期間ついても、本年５月末となって

おり、実績は３月末時点によるものですが、児童７９人分支給し、予算と対

比しますと支給率は７９％となりました。なお、本事業も全額国の補助事業

で賄われております。次に、１４１ページをお開き下さい。４款衛生費、１

項保健衛生費、３目環境衛生費、事業名、霊園・霊葬場管理事業です。決算

額は８６３万１１６５円です。霊園に係る一般管理費の他、業務の一部を高

齢者事業団及び東洋実業株式会社に委託をしております。委託業務内容につ

きましては、草刈りなどの霊園管理業務及び霊葬場における小動物及び人体

に係る火葬業務であります。今後も適切な霊葬場の維持管理に努めてまいり

ます。決算額が前年度と比較いたしまして３５万８６７５円増額している理

由につきましては、小動物焼却炉の修繕を行ったことによる増加となってご

ざいます。次に、１４２ページをお開き下さい。４款衛生費、１項保健衛生

費、３目環境衛生費、事業名、合併処理浄化槽設置整備事業です。決算額は

７８万円です。生活環境の保全及び公衆衛生の向上を図るため新冠市街地並

びに節婦地区の公共下水道処理区域を除く、地域の合併処理浄化槽の新設に

対し、工事費の一部を定額補助している事業であります。令和５年度の設置

基数は２基となっております。今後も環境保全のため、本補助事業を継続し

てまいります。次に、１４３ページをお開き下さい。４款衛生費、１項保健

衛生費、３目環境衛生費、事業名、合葬墓整備事業で、令和５年度新規事業

となります。決算額は１３９７万２３１円です。お墓の継承に不安をかかえ

る町民が増え、新冠アイヌ協会からの新冠無納骨堂内の遺骨を土に帰したい

との要請を受けまして、これらの課題に対応するため、町内に合葬墓を整備

し納骨堂内の遺骨を埋葬するとともに、敷地整備内の整備を行ったものでご
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ざいます。具体的には、ポロシリ岳を描いた墓碑１基を設置し、その前には

献花台、その後ろには１３００体の遺骨を粉骨して埋葬する埋葬室の設置、

無縁納骨堂があった史実を記載した看板の設置と、無縁納骨堂の解体、舗装

整備など外構整備を行ったところでございます。本施設は令和５年１０月１

日から運用を開始し、無縁納骨堂内の遺骨の他、町民等からの申請により令

和５年度実施として町民等からは５件１７体の埋葬をおこなったところで

ございます。引き続き、町民への定期的な周知のほか施設の維持管理に努め

てまいります。次に、１４４ページをお開き下さい。空き家対策推進事業で

す。決算額は２１３万４２００円です。町民の安全安心な生活環境の保全と

有効利用が可能な土地の利活用を阻害する空き家等の除却を促すため、除却

費用の２分の１、限度額５０万円を補助するものであります。令和５年度は

記載のとおり４件の実績がありました。そのほか、財産放棄により所有者が

確知できない空き家について、周辺住民への生命財産を脅かす影響があった

ことから緊急的な修繕を図ったところでございます。空き家は個人の財産で

あることから所有者等に空き家の適切な維持管理や利活用、除却を含めた検

討をおこなってもらうよう周知していくととともに、本年度中に空き家対策

の計画を策定をする予定で、現在準備を進めております。纏まった段階で所

管委員会に説明したいと思いますのでよろしくお願い致します。決算額が前

年度と比較し８６万５８００円減額している主な理由につきましては、除却

件数が２件減少したことによるものです。最後に１４６ページをお開き下さ

い。４款衛生費、２項清掃費、３目清掃総務費、事業名、ごみ減量化対策事

業です。決算額は４３３５万８６６８円です。家庭ごみの減量化及び適正な

処分等を実施するため事業を実施しており、本事業経費の中には家庭ごみの

収集運搬、指定ごみ袋販売手数料等の経費が含まれております。家庭ごみに

ついては、平成１５年４月から有料化としており、ごみ袋の売払い収入を、

ごみ収集運搬手数料としているものであります。現在、ごみ処理券と指定ご

み袋の販売は、町内小売店１４店に委託し、委託料につきましては、販売金

額の６％を指定小売店に支出しております。ごみの収集運搬につきましては、

町内２業者により区域を分けて回収しております。今後も、より一層のごみ

減量化を目指してまいります。決算額が前年度と比較し５４万８５７０円減

額している主な理由につきましては、ごみ収集運搬委託業務に係る入札等の

影響によるものでございます。。 

以上で、町民生活課が所管する事業別決算説明資料の説明を終わらせて頂

きます。審査のほどよろしくお願いいたします。 

 

◇質 疑 

○武田委員長 説明が終わりました。これより質疑を行います。なお質疑答

弁は挙手の上、起立してお願いします。決算説明資料１１９ページから１２
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１ページ、２款総務費、１項総務管理費、７目交通安全対策費、ありません

か。 

（「ありません」の声あり） 

○武田委員長 ないようですので、決算説明資料１２２ページから１２６ペ

ージ、３項戸籍住民基本台帳費、１目戸籍住民基本台帳費、ありませんか。 

伹野委員。 

○伹野委員 ５番、伹野です。説明資料１２５ページ、結婚記念品贈呈事業

について質問いたします。平成２９年度から現在の新冠温泉フルコースお食

事券と温泉入浴券の贈呈となっております。利用実態を確認し、多く活用さ

れるよう、随時検証を図るとしています。多分検証してると思いますので質

問いたします。直近３年の受け取った方の利用実績は。それと、祝い品申請

者から直接利用者感想を聞いているのか。また聞きづらいのであれば、アン

ケート調査などを実施しているのかと思うんですけども、その辺の調査結果

をお願いいたします。 

○武田委員長 課長。 

○谷藤町民生活課長 委員質問にお答えいたします。まず１点目の直近３か

年の利用実績ということで、令和３年度は１０件、令和４年度は８件、令和

５年度は９件ということになっております。２点目の、祝い金申請者から直

接感想聞いているのか、アンケートを実施すべきではないのかという質問で

ございますが、これにつきましては直接感想は聞いてございませんが、申請

者に対して記念品を贈呈した際には、喜んでおられるというような部分での

回答となります。アンケート調査を実施すべきではないかということで、直

接、今現状この記念品に満足されているのかどうか分からない現状でござい

ますので、これにつきましては、早速アンケート、配付した方にアンケート

調査を実施いたしまして、変える必要があるのか、検討材料としてまいりた

いと思います。 

○武田委員長 伹野委員。 

○伹野委員 課長、最初の質問直近３年の利用実績です。配付実績ではなく

て、頂いた方が実際どのぐらい温泉を利用したかという数字が欲しかったん

ですよね。配付実績は、ここに書いてあるとおりでいいんですけども、実際

その頂いた方が、本当間違いなく利用されてるかどうか、そういった流れの

中での祝い金申請者から直接感想を聞いてるのかどうかという質問でした

んで、この部分の数字が分かればお願いいたします。 

○武田委員長 谷藤課長。 

○谷藤町民生活課長 直接の配布した申請件数に対する配布件数は、当然押

さえてるんですけども、その方が実際に利用したかどうかっていう部分につ

いては、その辺の確認はいたしておりませんので、アンケート調査を実施し

てまいりたいと考えております。考えます。 
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○武田委員長 伹野委員。 

○伹野委員 今、課長さんからアンケート調査を実施するということで、直

接利用者の声が聞けるかなと思います。そういった中でもし利用実態が少な

いのであれば、新冠の町内を知ってもらい、町内の消費喚起もつながると思

われますので、町内限定の商品券などに変更するような考えもあるのかなと

思うんですけども、その辺に関してはどうでしょうか。 

○武田委員長 谷藤課長。 

○谷藤町民生活課長 まず利用実績につきましては、対象者が町民が結婚し

て１か月以上住居住しているもの、転入して婚姻後において町内で１か月以

上居住する、その他町長が認める者ということになっております。で婚姻す

る方夫婦共々新冠町内にいることが条件になります。その部分において、婚

姻届を出されている方に申請書を申請しませんかということで案内をかけ

ております。実際の対象者、その方全員について申請をしていただいて交付

してもらっている現状であることをまず御理解頂きたいと思います。それで、

次の町内限定の商品券などということでございますけども、これ当然、先ほ

どの質問にもあったように、アンケート調査を実施をいたしまして、満足し

てないよということであれば、改めてちょっと検討してまいりたい。当然、

町内限定の商品券ということになると、商工会も絡んでくると思いますけど

も、その点も踏まえながらアンケート調査を踏まえながら、関係機関と協議

して進めていきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

○武田委員長 ほかにありませんか。 

村田委員。 

○村田委員 １２６ページ、マイナンバーカードの交付事業についてお尋ね

します。今８１．２％ということで、残りの約１８％については今後また継

続して、話をしていくんじゃないかなと思うんですが、その者に対してです

ね、国の補助とかその辺は該当するのか。それと、今この８１．２％、低く

なってる部分に関してですね、今後、交付税の影響はないのかということで

ちょっとお聞きします。 

○武田委員長 谷藤課長。 

○谷藤町民生活課長 １番目の質問はすいませんちょっと。 

○村田委員 今８１．２％ということで、実績出てると思うんですが、その

残りの１８％についてですね、今、補助で予算は付いてるんですが、その残

りの部分についてもですね、補助の対象になっていくのかっていうような内

容でございます。 

○武田委員長 谷藤課長。 

○谷藤町民生活課長 失礼いたしました。残り１８％の部分の人たちに対す

る交付の交付率向上を図るための措置ということでの補助事業というのは

継続されるのかということでございますけども、今現在において、まだ交付
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率向上に係る、このマイナンバーカードの補助事業、続くということで聞い

ておりますので、これらを活用しながら、交付率の向上を図ってまいりたい

というふうに考えております。また、交付税の影響につきましては、国のほ

うから直接通知が来ておりませんので、私のほうではちょっと把握しかねて

おります。以上でございます。 

○武田委員長 ほかにありませんか。 

（「ありません」の声あり） 

○武田委員長 ないようですので、決算説明資料１２７ページから１３０ペ

ージ、飛びまして１３６ページから１４０ページ、３款民生費、１項社会福

祉費、１目社会福祉費総務費、ありませんか。 

伹野委員。 

○伹野委員 ５番、伹野です。説明資料１２７ページ、新冠町民生委員児童

委員運営補助事業について質問いたします。その中で、児童委員について質

問いたします。全国的に不登校やいじめが問題視される中、児童委員の活動

に期待が寄せられております。そうした中で、全国社会福祉協議会と全国民

生委員児童委員連合会がまとめた、最新の児童委員向けの児童委員活動の手

引きというものを出しております。これは増え続ける不登校への対応を盛り

込んでおりますけども、当町の児童委員おりますけども、当町の児童委員に

この手引を配付しているのかどうか、お伺いいたします。 

○武田委員長 谷藤課長。 

○谷藤町民生活課長 本手引につきましては、３年に１度、民生委員児童委

員の改選期が行われるんです。それで１２月の段階で新しい委員さんになっ

た方々に、道のほうから手引きというものが送られてきて、その手引きを委

員さんに配付しております。 

○武田委員長 伹野委員。 

○伹野委員 この手引書なんですけども、毎年書換えられて毎年改訂版が出

てるように私は受け止めてるんですけども、この毎年出てくるものに関して

は更新して渡してはいないんでしょうか。 

○武田委員長 谷藤課長。 

○谷藤町民生活課長 ちょっとですね毎年更新されているのかどうかとい

う部分については、ちょっと把握しておりません。３年に１度の更新期にそ

の手引きっていうものが送られてきまして、それをもとにですね、審理員等

に対する研修が行われるんですよね。だから毎年送られてくるものではない

というふうにちょっと私のほうでは判断してたんですけども、ちょっと確認

してみます。 

○武田委員長 伹野委員。 

○伹野委員 私の調べでは、今回新たに第４８集になりまして、この全国的

な不登校・いじめ問題をテーマに沿った形で改定されてるというように認識
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しております。このへん調べていただいて、最終版が出てるんであれば、い

ち早く取り寄せて、各民生委員児童委員さんに手渡すのもいいかなと思うん

ですけども、確認をよろしくお願いいたします。 

○武田委員長 谷藤課長。 

○谷藤町民生活課長 確認し、後ほど答弁したいと思います。すいません。 

○武田委員長 ほかにありませんか。 

（「ありません」の声あり） 

○武田委員長 ないようですので、決算説明資料１３１ページ、５目老人福

祉施設費、ありませんか。 

長浜委員。 

○長浜委員 ９番、長浜謙太郎です。決算説明資料の１３１ページ、こちら

は節婦老人憩の家運営費となっておりますが、こちらの節婦老人憩の家を含

めまして、それぞれの老人憩の家の入浴業務について伺います。温泉、当町

ありますが、その温泉の利用を促すことが難しい、あるいは何らかの理由に

より温泉の利用を敬遠する方々の受皿となっていると認識しておりますが、

この入浴に関しまして利用料金、利用可能日、利用可能時間帯についてそれ

ぞれ伺います。 

○武田委員長 谷藤課長。 

○谷藤町民生活課長 お答えいたします。老人憩の家、新冠と節婦それぞれ

ちょっと体制が異なりますので、それぞれの施設ごとに回答させていただき

ます。まず、新冠老人憩の家です。料金は条例で定められているとおり１０

０円となります。利用可能日は年末年始、土日を除く月曜日から金曜日まで

の祝日も利用可能となっております。利用時間帯は、基本的に午前９時半か

ら午後４時までとなっております。次に、節婦老人憩の家です。新冠同様利

用料金は１００円でございます。利用可能日は、年末年始、日曜日を除く月

曜日から土曜日までの６日間、祝日も利用可能となっております。利用時間

帯は基本的に午前１１時から午後５時までとなっております。以上でござい

ます。 

○武田委員長 長浜委員。 

○長浜委員 ありがとうございます。この現体制においての改善を望む要望

というのもあるのでしょうか。 

○武田委員長 谷藤課長。 

○谷藤町民生活課長 施設利用者から利用時間帯等に対する要望等は聞い

ておりません。 

○武田委員長 ほかにありませんか。 

（「ありません」の声あり） 

○武田委員長 ないようですので、決算説明資料１３２ページ、７目生活館

費、ありませんか。 
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酒井委員。 

○酒井委員 ２番、酒井です。生活館運営費説明資料１３２ページについて

お尋ねします。この増額理由は先ほど説明あったとおりポロシリ生活館の維

持管理業務委託に関する増額なんですけれども、この委託料について４２万

円の、月６万円っていう金額の根拠、まず根拠をお願いします。 

○武田委員長 谷藤課長。 

○谷藤町民生活課長 すいません。ちょっと資料を持ち合わせておりません

ので、後ほど回答したいと思います。 

○武田委員長 酒井委員。 

○酒井委員 私が聞きたいのはあともう１点ですね、この金土日の１週間に

３日間開館をしておりまして１０時から１６時の管理時間ということです。

新規事業でありますので令和５年度１年間を通して、あとこれ数字控えてる

かどうかなんですけれども、見学者、アイヌ協会以外の方で見学者何名ぐら

い来られてましたでしょうか。 

○武田委員長 谷藤課長。 

○谷藤町民生活課長 この委託、金土日の見学利用者は８５０人です。 

○武田委員長 酒井委員。 

○酒井委員 思ったより多い数字だったんですけれども、このうち、もし内

訳ですね、内訳団体も含めて、例えば小学生だったりとか、そういった団体

があるのか、または団体がなくて個人だけの数字だったのか、その辺もうち

ょっと細かく教えていただきたい。 

○武田委員長 谷藤課長。 

○谷藤町民生活課長 申し訳ございません。そこまでの詳細に分けた統計は

ございませんで、何人ということで、今うちでおさえているのは、全体の利

用者８５０人ということのおさえでありますので、その辺その点については

ちょっとお答え今できません。 

○武田委員長 酒井委員。 

○酒井委員 じゃ後ほど答弁お願い、もし調べてお願いできるんであれば内

訳。 

○武田委員長 谷藤課長。 

○谷藤町民生活課長 申し訳ございません。団体等についてのその区分って

いうのはちょっと整理をしてなかったので、その点については申し訳ござい

ませんけども答弁できないということで御理解ください。 

○武田委員長 ほかにありませんか。 

武藤委員。 

○武藤委員 ７番、武藤です。１点だけ、生活館で防犯の問題なんですけど

も、今年１月、新和の生活館で灯油が盗られたっちゅう事を自治会長から聞

いたんで、何か所か、生活館持ってない自治会もありますけども、今ここに
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出てるように何ぼかありますんで、それは今、全道的にも灯油盗られるっち

ゅう事件起きてるし、そういう点での防犯対策、各生活館のそういう抜き取

られないような対策は講じていますか。 

○武田委員長 谷藤課長。 

○谷藤町民生活課長 本来そういう事件があれば、自治会に管理委託をして

おりますので、その情報については、管理を委託している自治会から情報提

供あると思うんですけども、私、今初めてその点については聞いたところで

あります。それで灯油の盗まれる被害については、過去からもございまして、

そういった生活館の灯油タンクにつきましては、蓋を閉めて施錠をしてです

ね、とられないような対策をとっているということで御理解を頂きたいと思

います。 

○武田委員長 ほかにありませんか。 

村田委員。 

○村田委員 ４番、村田です。１３２ページ、生活運営費についてお尋ねし

ます。生活館、市街地外のですね、生活館の利用人数、それと利用人数を教

えてください。お願いします。 

○武田委員長 谷藤課長。 

○谷藤町民生活課長 令和４年度の実績になるんですけども、全１１施設で

３０６６人、市街地を除きますと今ちょっと計算しますが、９８９人という

実績になっております。 

○武田委員長 村田委員。 

○村田委員 ありがとうございます。その中で、市街地外なんですが、条例

の中で、有料の部分と無料の部分ということで、自治会に関しては無料にな

ってると思うんですけど、有料の部分に関してはどのぐらいありますでしょ

うか。 

○武田委員長 吉田副主幹。 

○吉田副主幹 生活館の使用料についてなんですけれども、今、手元にある

資料がですね市街地の生活館も含めた利用料なんですけどもよろしいでし

ょうか。山間部だけのもの。市街地外の部分。お答えいたします。６万６９

０円の利用実績がありまして件数としましては１３件ございます。 

○武田委員長 よろしいですか。ほかにありませんか。 

（「ありません」の声あり） 

○武田委員長 ないようですので、決算説明資料１３３ページから１３４ペ

ージ、２項児童福祉費、１目児童措置費、ありませんか。 

（「ありません」の声あり） 

○武田委員長 ないようですので、決算説明資料１３５ページ、２目児童福

祉施設費、ありませんか。 

（「ありません」の声あり） 
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○武田委員長 ないようですので、決算説明資料１４１ページから１４４ペ

ージ、４款衛生費、１項保健衛生費、３目環境衛生費、ありませんか。  

長浜委員。 

○長浜委員 ９番、長浜です。決算説明資料１４１ページです。霊葬場へ向

かう直前、霊園前の一部が未舗装となっておりますが、その理由と令和５年

度における経過について詳細を伺います。 

○武田委員長 谷藤課長。 

○谷藤町民生活課長 本道路は町道となっております。一部未舗装の部分に

ついてですけども、その理由につきましては、舗装はコストが非常にかかる

ということで、財政面を考慮いたしまして、町道に係る舗装整備の優先順位

を決めて舗装しております。これまで砂利を補充した道路補強を行い、道路

維持管理を行っておりますが、昨年度の除雪作業での道路、それが傷みが結

構ひどいということですので、次年度に向けて、舗装整備も含めて、ちょっ

と検討してみたいというふうに思っております。 

○武田委員長 ほかにありませんか。 

酒井委員。 

○酒井委員 ２番、酒井です。同ページ１４１ページです。火葬場の霊葬場

の維持管理についてお尋ねします。維持管理経費としまして、まず、高齢者

事業団と大きく分けて東洋実業さん、これ分かれていると思うんですけれど

も、令和４年度においては東洋実業さんの委託金額を増額して、今回はそれ

ほど変わっておりません。これ令和５年度は高齢者事業団さんを上げている

と思うんですけれども、令和４年度の質疑のときに、これ人件費等は町で見

るということだったんですけれども、これ毎年今、人件費上がってるんです

けれども、その辺の積算根拠についてちょっと矛盾してると私思ったんです

けど、その点について見解はいかがでしょうか。 

○武田委員長 谷藤課長。 

○谷藤町民生活課長 高齢者事業団及び東洋実業の委託費につきましては、

それぞれ参考見積りを頂いて、それを参考に町としては予算計上を図ってお

ります。当然、業者ができないという価格設定にはなりませんので、それを

踏まえた料金ということで設定しておりますので、御理解ください。 

○武田委員長 ほかにありませんか。 

長浜委員。 

○長浜委員 ９番、長浜です。決算説明資料１４２ページです。こちら今後

の事業展開のところに単独処理浄化槽設置者に対しての合併処理浄化槽へ

の転換と併せ、水洗化実施者へも今後積極的に推奨していくとありますが、

単独処理と水洗化未実施者、それぞれの割合あるいは戸数などの把握状況に

ついて伺います。 

○武田委員長 谷藤課長。 
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○谷藤町民生活課長 この点につきましては、下水道処理人口の調査がござ

いまして、その中に浄化槽だとか、くみ取り人口、それぞれ分かれて統計が

出されておりますので、これに基づいて説明をいたします。今、下水道は町

全体、令和６年３月３１日現在で、下水道の開設は５３％、で合併処理浄化

槽は２７％ということで、単独処理浄化槽６％と汲み取り１４％ということ

で押さえております。ですので、２０％につきましては、適正な管理が必要

なのかなというふうに考えております。 

○武田委員長 ほかにありませんか。 

村田委員。 

○村田委員 ４番、村田です。１４２ページ。合併処理浄化槽についてお伺

いします。資材が高騰してですね、非常に工事も高くなってきております。

単価についての見直し、はどうなんでしょうか。 

○武田委員長 谷藤課長。 

○谷藤町民生活課長 国の補助事業を活用してその基本額に基づいて補助

を実施しております。２年前にですね、単価上昇の部分で、国のほうの補助

金につきましても金額が上がっており、それに基づいた金額設定として、例

えば単独浄化槽で言いますと、今まで２年前までは３４万１千円の補助金と

いうことだったんですけども、それが３９万円になったということで、補助

事業の金額に合わせて増額しているという状況です。 

○武田委員長 ほかにありませんか。 

（「ありません」の声あり） 

○武田委員長 ないようですので、決算説明資料１４５ページから１４６ペ

ージ、２項清掃費、１目清掃総務費、ありませんか。 

（「ありません」の声あり） 

○武田委員長 ないようですので、歳入を含む決算審査に係る町民生活課所

管事務全般でありませんか。 

（「ありません」の声あり） 

○武田委員長 ないようですので、町民生活課所管事務全般の審査を終了い

たします。職員入替えのため暫時休憩とします。 

 

※答弁保留（12：52～12：54） 

○武田委員長 始める前にですが、午前中の町民生活課の中での伹野委員と

酒井委員からの質問に対する答弁保留があったと思います。それに対する答

弁のほうを谷藤課長からお願いします。 

○谷藤町民生活課長 それでは午前中の答弁保留のありました２点につい

て御回答いたしたいと思います。まず、児童委員の手引の配付ということで、

先ほど午前中に私が説明した改選期の配付する手引とは別にですね、委員お

っしゃるとおり、児童委員の手引というものが随時発刊されておりました。
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その第４８号というものが、今年の３月に刊行されており、道通じて町に配

付されておりました。それで、委員全員分配付部数ありましたので、委員に

配付したところであります。説明誤りして申し訳ございませんでした。２点

目、酒井委員からのポロシリ生活館の管理業務の積算根拠ということでの質

問でございましたけども、生活館の管理業務の積算につきましては、１日の

業務時間、これを１０時から４時までとということで、お昼時間１時間休憩

時間として、５時間ということで設定をいたしまして、最低賃金を考慮して

１時間当たりの労務単価９３０円、それを掛けて月の管理日数平均１３日と

いうことで見込みまして、１か月の管理料６万円と積算したところでありま

す。で７か月分ということで、４２万円ということで積算しておりますので、

御理解願います。以上でございます。 

 

休憩 午前１０時５１分 

再会 午前１０時５９分 

 

○武田委員長 休憩前に引き続き会議を再開いたします。企画課所管事務の

説明と質疑に入ります。説明は着席のままでお願いします。 

佐渡企画課長。 

 

企画課所管 10：59～11：41（説明 10：59～11：12） 

 ※説明員～佐渡課長、下川総括主幹、上村副主幹、原口係長 

 

○佐渡企画課長 企画課です。どうぞよろしくお願いします。企画課所管の

決算審査説明をさせていただきます。説明に当たっては、３４事業中９事業

に絞って説明しますので、その他の事業については質疑応答の中で理解を深

めていただければと思っていますので、よろしくお願い致します。１７４ペ

ージをお開きください。続新冠町史第二巻発刊事業です。決算額は７９４万

８０６９円です。令和４年度から８年度までの５か年をかけ行う町史編纂事

業の２年目です。事業の評価・課題等の欄、令和５年度実施内容の箇所をご

覧ください。令和５年度は、第一次資料の収集、完了及び追加資料の収集と

送付、編纂委員会に提出する原稿の事前の校閲、そして、町史編纂委員会の

開催を行いました。今後は、本文の制作作業が中心となりますので、関係各

課の協力を仰ぎながら内容の精査、充実に努めて行くこととしたいと考えて

おります。次に説明資料１７６ページをお開きください。地域コミュニティ

活動支援事業補助金です。決算額は１１３万３千円です。左側内容の欄をご

覧ください。令和５年度は３自治会からの要望に基づき補助致しました。い

ずれも生活館などの地域集会施設における備品購入等の集会施設の整備に

係るものです。右下に記載の、今後の事業展開欄をご覧ください。自治会に
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とっては、唯一の補助制度でございまして、今後も自治会に活用していただ

くってことで地域コミュニティの向上につながるよう事業推進していきた

いと考えております。１７９ページをお開きください。新冠町コミュニティ

バス運営事業です。決算額は２５９４万４０８２円です。目的の欄をご覧く

ださい。道南バス泉線を廃止し、その沿線のみの補完ではなく、町内全域及

び新ひだか町静内地区の医療機関等の送迎機能を付加した町独自の乗合バ

ス事業として実施しています。右下、今後の事業展開の欄をご覧いただきた

いと思います。上から４行目の最後の一節にあります、本事業の運行形態や

路線等を含めた町内全域の地域公共交通の改革に向け、検討を取り進めると

ありますが、この改革の意味するところは、車両の小型化とバス交通体系の

デマンド化を想定したものです。令和６年度に入りまして、２台のコミュニ

ティバス中、１台が故障によって運行に耐えられない状態となり、多額の修

繕費をかけるより次年度に実施する計画であった車両の小型化を繰り上げ

て実施し、車両の軽量化と経費の圧縮可能性に着手することとしました。車

両購入費の予算化に当たっての議会説明においては、運行体系のデマンド化

についても着手する旨説明したところです。現在はデマンド交通の先進地視

察を行う等、来るべき時期に備えて準備を進めているところでございます。

次に１８１ページをお開きください。西新冠地区予約運行方式運営事業です。

決算額は５１４万１８８円です。ただ今説明しましたが、今後公共交通体系

の一翼を担うだろうデマンド方式によるバス運行を西新冠地区において道

南バス厚賀太陽線に代えて導入し、現在も運行しています。現状地域の人口

減少に伴い、利用者数は減少していますが、地域住民の足の確保として、ま

た通学通勤便を補完する役割も担っていますので、運行体系としては、今後

も必要と考え、維持継続していくことと考えております。次に１８２ページ

に移ります。新冠町テレワーク・ワーケーション実証試験事業です。当該事

業は、議会一般質問を機に当町におけるワーケーション事業の可能性、ある

いは新冠町に適したワーケーション事業とはどのようなものかを実証事業、

即ちモニター事業で確かめる、把握するために実施いたしました。その結果

については、説明資料、事業の評価課題等の欄に記載があります。（１）ワ

ーケーションについてです。下段の段落になります。周知方法の充実や工夫、

検索される環境をうまく整備すること、町として推進する方向性や熱量、来

町者へのメリット等を明確に打ち出さないとユーザーには響かないという

ことは参加者からの共通意見であった。（２）サテライトオフィスについて

では、同様の箇所を読み上げますと、地域産業や課題と関わりのある企業の

ほか、グラウンドや朝日の森等の周辺環境は、魅力的でニーズはあると想定

されるため、企業へのコンタクトと情報発信については継続的に行う必要が

ある。最後に（３）まちの魅力の発信や事業化についてでは、同様の箇所に

記載があるとおり、車中泊、ウマ娘関連等のオタク、マニアといった分野の
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コミュニティや発信力は非常に強いため、既存資源の活用について一定のル

ールを設けた上で積極的に巻き込んでいくことも、地域課題の解決や改善、

活性化にもつながるという意見が多かった。とあります。以上が参加者の声

の一部であり、集約した記載となっていますが、この実証事業を振り返った

とき実施した意味は大きかったと考えています。全国から個性豊かな人たち

が参加し、意見も多種多様でしたが、その中でも特徴的だったのは、ワーケ

ーション事業を実施している市町村を並べて考えたとき、その中から新冠町

が選択される可能性は低い。またワーケーションでもたらされる町への利益

も上げづらいという参加者意見と、そのような否定的な意見と同時に、朝日

の森の可能性、レ・コード館の多面的活用による将来性を上げる方もいまし

た。外から新冠町を見る、考えるという面で貴重な意見収集の機会の事業で

あったと考えるところです。次に１８７ページに移ります。１８７ページか

ら１８９ページまでが定住移住政策関係事業です。１８７ページの、お試し

体験住宅事業について説明いたします。決算額は３０万３７２９円です。当

該事業は、移住を検討している方に新冠での生活を実際に体験していただく、

あるいは事前に環境確認をしていただくために行っている事業です。右下、

今後の事業展開の欄をご覧ください。２行目に記載のとおり平成１９年度の

事業開始から９世帯１４人の移住実績はあるものの、利用人数に対して移住

実績が少ないことから事業の見直しについて検討・協議を行っています。本

年度は、朝日地区のお試し体験住宅を別の用途に変更し、現在は太陽地区の

お試し住宅のみをもって当該事業を実施していますが、事業はこれまでと変

わらない実績をもって円滑に進んでいるところです。次に１８９ページをお

開きください。定住・移住支援事業第４期です。決算額は５９８万７千円で

す。内容欄に記載のとおり４つの事業で成り立っています。多くのケースで

重複して支援を受けることが多く、支援策としては手厚いものとなっていま

す。これまで支援を継続し今年度が第４期の最終年度になります。当町が１

２年間にわたって行ってきた定住移住支援事業の結果が消滅可能性自治体

からの脱却につながったものと考えるところです。次年度からは新たな定

住・移住支援事業を新たな視点をもって推進し、より一層の定住人口、移住

人口の増加に貢献する施策を行っていく準備を進めているところです。次に

１９５ページをお開きください。判官館森林公園施設管理整備事業です。決

算額は１０７６万３９８８円です。右側の事業の評価・課題等の欄をご覧く

ださい。表中合計の欄をご覧頂きたいと思います。例年ですと利用者数は７

千～８千人、使用料収入で２５０万円～２８０万円の収入がある施設ですが、

令和５年度は約６割程度の利用状況と利用料収入でした。内容欄開設期間の

説明書きにあるとおり３度に及ぶクマの出没によりまして、全面閉鎖を余儀

なくされたことによるもので、閉鎖期間が９２日間にも及んだことが影響し

ました。通常の開設期間はおよそ６か月ですので、およそ２分の１の期間が
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閉鎖していたことになります。利用が制限されてしまうことは大変残念なこ

とですが、利用者の安全確保を最優先に施設管理に努めて行くことといたし

ます。次に１９６ページをお開きください。新冠町地場産業開発研修事業補

助金です。決算額は１００万円です。事業の目的は、目的の欄に記載のある

とおり、新冠町内における農林水産物等の資源を活用し、地場産業の開発、

地場資源の有効活用又は生産物の加工に関する事業を推進し、本町の産業振

興を図ることを目的としています。補助制度の概要は、事業費の３分の２の

内、１００万円を上限に補助するものですが、令和５年度は、法人１件の事

業開発に補助を行い、その概要は内容欄に記載がありますが、自家生産米を

パックご飯化し、販売するに当たり異物除去を行う選別機の導入を支援した

ものです。補助額は上限の１００万円を補助いたしました。 

以上が、令和５年度企画課が所管する主だった事業の決算説明になります。

どうぞよろしくお願いいたします。 

 

◇質 疑 

○武田委員長 説明が終わりました。これより質疑を行います。なお質疑答

弁は挙手の上、起立してお願いします。決算説明資料１７３ページから１７

４ページ、２款総務費、１項総務管理費、２目文書広報費、ありませんか。 

（「ありません」の声あり） 

○武田委員長 ないようですので、決算説明資料１７５ページから１８９ペ

ージ、５目企画費、ありませんか。 

中山委員。 

○中山委員 ３番、中山です。１７９ページの新冠町コミュニティバス運営

事業についてお尋ねしたいと思います。先ほどの説明では、運行形態や路線

等を含めた検討を進めるということでしたけれども、当市街地で利用したい

けれどもバス停が遠いという声を聞くことがあります。この中にはルートの

見直しなども含まれるのでしょうか。 

○武田委員長 佐渡企画課長。 

○佐渡企画課長 委員さんのおっしゃっている市街地のどの部分かはちょ

っと私分からないところなんですが、特に郡部からはそういった声が多く上

がるケースがあります。そういったときはその都度、見直し等々を繰り返し

た上で、最善の最適化を目指して、それぞれ検討を加えて行っている状況に

あります。 

○武田委員長 中山委員。 

○中山委員 私が聞いているのは東町の一部というか、山から来たあたりで

すかね、バス停もないですし、今２便通ってると思うんですけれども、２台

連続して同じルート、町の中通っていると思うんですけれど、その１台を別

方向というか、そういうふうにルート変更することは可能でしょうか。 
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○武田委員長 佐渡課長。 

○佐渡企画課長 今、中山委員のおっしゃってることは非常に大きな変更に

なるのかなというふうに思います。今上っていってたものを下りで乗りたい

という方の意見かなというふうには思いました。そういった場合は運行形態

が総取っ替えになるようなケースだと思います。ただ、今の時点で行ってる

ことについては、全てを含めた中で、安全確保を考えた上でのものでござい

まして、その１か所だけにとらわれて、全てを変更するということは非常に

難しいかなと思います。ただそういった部分は、声として私どもを聞き入れ

た中で、受け止めた中で今後検討を加えていきたいと思いますので、言って

いただければ、また次の検討、計画の更新の際に、運行形態あるいは時間帯

の見直しの際には、参考にさせていただきたいというふうに思っております。 

○武田委員長 ほかにありませんか。 

（「ありません」の声あり） 

○武田委員長 ないようですので、決算説明資料１９０ページから１９２ペ

ージ、８目諸費。 

酒井委員。 

○酒井員長 ２番、酒井です。説明資料１９０ページ、町政事務委託文書事

業についてお尋ねします。これは町のほうの文書を、自治会ごとでお配りす

るんですけれども、大変大事な事業です。ただ、町民としては枚数が年々多

くなってきている、負担も多くなってきているという一部の声もございます。

そこで例えば、もうちょっと具体的に質疑するならば、社会教育課の事務委

託文書の部分で考えますと、その見る事業の内容によっては、小学生を対象

としたとか、子どもたちを優先に考えた文書、そういう文書も混じって配布

されていますという考え方もできるわけなんですけれども、そういった文書

の配り負担軽減とか、効率を考えたときに、例えば学校で配られるものは学

校で配っていこうとか、児童館で配られるものを配っていこうとか、そうい

った全部を集約して、行政事務委託文書を配布するんではなくて、もう少し

具体的に町としては楽なんだろうと思うんですよ、全部一括で配ったほうが、

そういった声の中から私もそういうふうに思い、質疑させていただいてるん

ですけども、その点に関しては改善する余地はあるとは思うんですけれども、

いかがでしょうか。 

○武田委員長 佐渡課長。 

○佐渡企画課長 社会教育課の例示された件につきましては、担当所管のほ

うで答弁するべきことかなというふうに思います。ただ、町政事務文書の配

布方法の全般の部分について申し上げるとするならば、今、委員がおっしゃ

ったとおり、配布する方の負担が大きくなってきてるんだっていうことは、

町政懇談会の中でも私受け取ってございまして、それについては、行財政改

革の一つの事項として、私たち企画課の中で今検討を加えているところでご
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ざいます。それが２回、今、月２回行ってるものを１回にすべきなのか。あ

るいは、また別の省力化といったものを挑戦するべきなのかといったところ

は、今、課の中で協議してございまして、一定程度のものができたときには、

議会に諮りたいというふうには考えてございます。 

○武田委員長 酒井委員。 

○酒井委員 そこでちょっと提案なんですけれども、そういった若い世代世

帯に対しましては、デジタル活用が有効かというふうに思います。例えば、

前も質疑したかもしれないんですが、ＬＩＮＥ等を活用して負担軽減を図る

ような検討してはどうかというふうに思うんですけども、いかがでしょうか。 

○武田委員長 佐渡課長。 

○佐渡企画課長 ＳＮＳを使った発信につきましては、これはもう長く、私

がこの立場になってから検討を加えてきたところでございまして、それにつ

きましては逐次報告してるところなんですが、様々な議論、いろんな町を視

察した結果として、今の時点ではラインを使った町の情報発信つきについて

は消極的です。理由としましては、それぞれ先行して行っている町村との聞

き取りによりますと、見られなくなる。といったところがある。そういった

傾向にあることが非常に顕著だという状況を踏まえて、今のところは消極で

す。ただ現在町としても、フェイスブックを使って、今、それぞれ町政事務

文書で配布したものは、必ず翌週月曜日にはホームページ上に載るんです。

そのホームページを載りました。アップされましたということをフェイスブ

ックでも通知してるんです。ですからＳＮＳのＬＩＮＥにこだわる必要ない

んだろうなというふうに思います。今現在、ＳＮＳ上、インターネット上で、

町政事務文書を閲覧しようと思えばできますので、そういったことについて

は、決してやっていないわけではなくて、利用されているかどうかっていう

ところはあると思うんですけど、積極的に情報を取りに行く方については、

そういったところで情報は閲覧してるものだと理解します。 

○武田委員長 酒井委員。 

○酒井委員 これ最後の質問ですけども、例えば室蘭では、アプリを活用し

た、自治会向けの媒体がございます。町としても、そういうような媒体があ

るので、一応調査研究をしてコスト面であったりとか、公立であったりとか、

そういうのを一旦アプリを導入するのも一つの方法かと思うんですけれど

も、今後ですね、すぐにしてほしいとは言いませんけれども、そういった調

査研究をすべきと思いますがそういった点はいかがでしょうか。 

○武田委員長 佐渡課長。 

○佐渡企画課長 それぞれ時代に応じていろんな方法が生まれて、そして消

滅していくんだと思いますが、その都度最適化最適なものについては検討す

るのは当然やぶさかではないですしするべきことだと思っております。現状

は今のところを、こういう状況にあるということ、最善を尽くしているとい
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うことだけは御理解頂きたいと思います。 

○武田委員長 ほかにありませんか。 

（「ありません」の声あり） 

○武田委員長 ないようですので、決算説明資料１９３ページから１９４ペ

ージ、３款民生費、１項社会福祉費、１目社会福祉総務費、ありませんか。 

（「ありません」の声あり） 

○武田委員長 ないようですので、決算説明資料１９５ページ、５款農林水

産業費、２項林業費、４目森林公園費、ありませんか。 

（「ありません」の声あり） 

○武田委員長 ないようですので、決算説明資料１９６ページから１９９ペ

ージ、６款商工費、１項商工費、１目商工業振興費、ありませんか。 

（「ありません」の声あり） 

○武田委員長 ないようですので、決算説明資料２００ページから２０６ペ

ージ、２目観光費、ありませんか。 

伹野委員。 

○伹野委員 ５番、伹野です。説明資料２０１ページ、道の駅事業の中で催

事コーナーについてお伺いします。催事コーナー最近賑わいが見られて活気

がでてきているように思われます。そうした中でですね、まず１点目、令和

５年度の催事コーナーでの催事出店数と催事出店者の収入額について。２点

目、その出展者、１回幾らの料金を頂いているのか。またその料金設定の根

拠について。２点目、催事校内の出店申込みはどのようなシステムになって

いるか、どのような流れで出店できるようになっているのか。４点目、キッ

チンカーなどの保健所登録の確認はどのように行っているのか、この４点に

ついてお願いいたします。 

○武田委員長 佐渡課長。 

○佐渡企画課長 まず出店数、許可数ということですが、使用許可自体は令

和５年度５回出てございます。いずれもイベント開催のための許可でござい

まして、１回の許可について出店者数が何店舗あるかというところまでは把

握してございません。イベント１回に対して、町が許可を出しているといっ

た状況になってございます。単価、収入額の収入額自体は令和５年度９６７

０円でした。単価の積算は、根拠としてとしましては、まず新冠町道路占用

料徴収条例に基づいた積算にしまして、徴収してございます。詳細を申し上

げますと、単価８円掛ける㎡単価８円掛ける２２㎡掛ける日数掛ける消費税

になります。あと出店の申込みはどのようにということになるかと思うんで

すが、イベント開催の申し込みがありまして、それに対して許可を出してい

る。そしてイベント中の各出店につきましては主催者の事務だと思います、

判断でイベント中の出店者の構成がされるんだというふうに考えておりま

す。あと保健所の登録につきましては、主にキッチンカーの登録だと思いま
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す。こちらにつきましては、車中の見えるか所に登録表の掲示が義務づけら

れてございますので、これは私たちに限らず、利用される方も確認できるこ

とだというふうに考えております。 

○武田委員長 伹野委員。 

○伹野委員 今回の質問ですねちょっと怪しい部分があったんで、確認した

かったということなんですけども、今イベント開催に関しての出店があった

と言いますけど、イベント以外での出店者も数名、私は、近くに自分の店が

あるので、確認しております。イベント関係なく出店した業者さん、出店者

がいたという事実があります。それとですね、キッチンカーの保健所登録、

去年私目視できない状態の出店者もあったのは事実です。そういったことも

ありますから、今回このような質問したんですけども、あと使用した面積に

よって単価が変わるような格好ですけども、キッチンカー自体はキッチンカ

ーの部分と、運んでくる本体部分と、その部分ありますから、キッチンカー

の部分だけでやるのか。また本体を含めた形でやるのか、その辺も１点、質

問として加えたいと思います。どうでしょうか。 

○武田委員長 佐渡課長。 

○佐渡企画課長 現行の取扱いなんですが、今、委員に私説明したのは、令

和の随分前からこのやり方を踏襲させていただいております。ただ、コロナ

禍を経験しまして、キッチンカーという存在が顕著になりました。それが、

今、委員から質問あったことの疑義のスタートだと思います。そういった部

分で、また改めて、この催事場の積算、あるいはルールといった部分を見直

さなければならないというふうには考えてございますので、これは整理させ

ていただきたいというふうに思っております。 

○武田委員長 伹野委員。 

○伹野委員 今の課長で十分です。よろしくお願いいたします。それともう

１点、道の駅に関して質問いたします。説明書の中で、今後の事業展開につ

いてあるんですけど、そこについてお伺いします。施設改築は先送りした形

になっております。新冠インターチェンジ開通に向け関係者や関係機関と協

議を進めるとしております。もう、７年度に一応開通予定となっております

けども、現時点でのその協議状況との進行状況についてお伺いします。 

○武田委員長 佐渡課長。 

○佐渡企画課長 これまで道の駅の建て替え、リニューアル等につきまして

は、新冠のインターチェンジ開設後の人流を確認した上で、明確な方向性等

を示したいということでお答えしているところでございます。この基本的な

スタンスについては、変わるところはないんですが、それまでの間、何もし

ないということは当然考えられないことでございまして、昨年度につきまし

ては、道の駅の店舗の方を対象とした関係者会議といった会議を開催いたし

まして、今、道の駅で抱えてる問題、そして、どういった将来ビジョンを描
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かれているのかといったところを、皆さんと話し合った、機会を設けさせて

いただきました。その中でも、道の駅の建て替えに対する期待感というもの

は私たち受け止めてございまして、それに向けた検討は進めていくべきこと

だと思います。令和６年度の話になるんですが、第２駐車場裏の鉄路を撤去

したことによりまして、道の駅の周辺環境も大分変わってございます。そう

いった部分も踏まえて、今後道の駅の協議は再開されることだと思います。

ただ、新冠町は、様々なまちづくりの積算、しなければならないまちづくり

事業というのが山積してございますので、そういった中で、道の駅だけでは

なく、ほかの事業も踏まえた中で、優先度合いという部分を図りながら進め

ていくことでございますので、協議はするんですけど、その先に見えてるも

のっていうものは、まだ明確には申し上げることができないということは、

御理解頂きたいというふうに思います。 

○武田委員長 伹野委員。 

○伹野委員 今の課長の説明で優先順位があるということで、この部分は十

分理解できました。インター開通においてはやっぱり商工関係者、すごい期

待があります。そういった中でもやっぱり目玉となるのが道の駅だと思いま

すので、できれば、優先順位を上げてでも、極力道の駅がいい方向に向くよ

うに協議していただきたいと思いますので、その辺はどうでしょうか。 

○武田委員長 佐渡課長。 

○佐渡企画課長 理事者の判断だと思います。それは、様々な問題とか課題

を整理した上で、理事者が判断なさることだというふうに思ってございます

ので、それに向けた、いろいろな状況の確認といったことは担当課のほうで

は、それぞれの担当課のほうですることだと思いますので、それを待ってい

ただきたいというふうには思ってございます。 

○武田委員長 ほかにありませんか。 

酒井委員。 

○酒井委員 ２番、酒井です。先ほど同僚委員が質疑した同じ道の駅事業で

す。道の駅の今駐車場の誘導業務委託料が１０７万４０６０円となっていま

す。これは今、交通量も非常に駐車場の使う頻度も平日におきましても、増

えている状態でありますけれども、これ事故防止の観点、混雑防止の観点か

ら等々で行っていると思いますけれども、これまず平日に置くべきという声

もありますけれども、いかがでしょうか。 

○武田委員長 佐渡課長。 

○佐渡企画課長 平日と言いますと通常時ということですか。現在警備員さ

んを設けているのは、ゴールデンウイークやお盆時期、夏休みと繁忙期、混

雑する時期に設定させていただいてございまして、この１０７万４千円とい

うのも非常に上がってございます。今、労務費が高騰してございまして、警

備員の方を設置するのに非常に経費がかさんでいる状況でございます。そう
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いった中において、通常時に警備員の方を常備するっていうことは、非常に

困難、無理だというふうには思います。ただ、委員のおっしゃるとおり、安

全には重々配慮してくださいといった趣旨かと思いますので、繁忙期につい

ては、そういった危険事故防止のために、これまで同様徹底して警備員さん

は置いていきたいというふうには考えております。 

○武田委員長 酒井委員。 

○酒井委員 それで平日、土日問わず結構一停する場所が駐車場にもライン

は引いています。そこで町外の方が町内の方はよく存じ上げておりませんけ

れども、例えば樹木が置いてある横断歩道のところは、あそこは一時停止し

なければならないというふうに認識してるんですけど、あそこをつっ切って

ですね、冷っとした場面があったという現実問題そういう問題もあるんです

けれども、そこでやはり警備員さんの役割っていうのは大きいというふうに

思いますし、またあそこを例えば改良することによりまして、警備員さんの

負担とか増員を減らすこともできるでしょうし、またレ・コード館前におき

ましても、縁石がばらばらあるという状況の中で、進行方向が分かりづらい

だとか、そういった声もあるんですよね。道の駅ゾーン会議でもきっとこう

いうことっていうのは議論されているのかなあというふうには思いますけ

れども、その点次年度に向けて、私としてはすっきりした形の中で、そうい

うものを撤去した中で、台数ベースで考えますとね、５、６台、７、８台か

１０台ぐらい増えればいいのかなというふうには想定できるわけでありま

すけれども、駐車場は見直すべきと思いますが、その辺理事者と協議する考

えはあるかどうかお尋ねします。 

○武田委員長 佐渡課長。 

○佐渡企画課長 駐車場見直しの議論というのは、していないわけじゃなく

てこれまでも継続してやってございまして、その中では、先ほど伹野委員の

答弁の中で申し上げたとおり、店舗の方々との関係者会議等の中でも、同様

の意見は出てございますので、それについては町として今後検討を繰り返し

ていきたいというふうに思いますし、善処していかなければならないことだ

というふうには考えております。 

○武田委員長 ほかにありませんか。 

（「ありません」の声あり） 

○武田委員長 ないようですので、歳入を含む決算審査に関わる企画課所管

事務全般でありませんか。 

村田委員。 

○村田委員 ４番、村田です。ふるさと納税の関係についてお尋ねします。

ふるさと納税企業版というのがあると思うんですが、それに対するですね、

周知はどのように行っているのかということでお聞きしたいと思います。 

○武田委員長 佐渡課長。 
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○佐渡企画課長 周知ということですね。当然なかなか待ってても来ないわ

けですから、それはやっぱり新冠町として、企業版ふるさと納税の受入れを

始めましたといったことは、できる限りしなければならないということで、

こちらは令和４年度からスタートしてございますが、この際には、スタート

した際には、当町レコードと音楽によるまちづくりという特徴的なまちづく

りをしていることと、新冠町にはレ・コード館という特徴的な施設があるこ

とから、国内にあるレコード会社に対して、新冠町はこういうまちづくりを

しています。そして、企業版ふるさと納税の受入れが可能になりましたとい

ったお知らせを、まずはレコード会社に対していたしました。数十。その他

にも各課から、企業版ふるさと納税の対象となる企業をかき集めまして、報

告していただきまして、そういった企業に対して、同様の趣旨の通知等々を

して、ダイレクトメールをして、受入れに対する周知をしたところでござい

ます。 

○武田委員長 村田委員。 

○村田委員 ありがとうございます。何件ぐらいになりますかね、おおよそ

で構いません。何件ぐらい周知のほうをしたかということで、すいません。

おおよそでいいです。 

○武田委員長 佐渡課長。 

○佐渡企画課長 レコード会社のほうは、２０弱だったということは、はっ

きり申し上げることできるんですけど、おおよそ本当のおおよそになるんで

すけど、１００弱っていう言い方になってしまいます。 

○武田委員長 村田委員。 

○村田委員 今ので分かりました。それでですね、これからもですね、その

寄附についてはすごく、町としてもすごく助かるということになると思うん

で、もっと幅広くですね、新冠から出ていって企業をですね実施してる会社

さんも多数ありますので、そういうところも含めてですね、御協力を頂けれ

ばなというふうに思ってます。その辺の周知も前向きにお願いしたいなと思

ってます。 

○武田委員長 ほかにありませんか。 

（「ありません」の声あり） 

○武田委員長 ないようですので、企画課所管事務全般の審査を終了いたし

ます。企画課の皆さん御苦労さまでした。昼食のため暫時休憩いたします。 

 

休憩 午前１１時４１分 

再会 午後１２時５５分 

 

○武田委員長 休憩前に引き続き会議を再開いたします。 

一般会計決算状況の教育委員会、社会教育課所管事務の説明と審査に入り
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ます。説明は着席のままでお願いします。 

工藤社会教育課長。 

 

◆社会教育課所管 12：55～13：25（説明 12：55～13：12） 

 ※説明員～工藤課長、佐々木総括主幹、坂元総括主幹、新川主幹 

      三宅副主幹、斉藤副主幹、木村係長、田中係長、中村係長 

 

○工藤社会教育課長 よろしくお願いいたします。はじめに、令和５年度の

社会教育課の決算額でございますけども、２億２５１７万９７３９円でござ

いました。令和４年度の決算額が２億１０２０万４８８３円でしたので、１

４９７万４８５６円の増額となりました。増額の主な要因は、陶芸館の移転

にともなう工事１１３３万円をはじめ、レ・コード館の室内ポンプ更新工事、

町民グランドの不陸調整等と人件費の上昇に伴うものが主になります。決算

説明資料は２３７ページからとなります。主だったもの及び概要の説明をい

たしますのでよろしくお願いします。 

それでは、２３７ページをお開き願います。３款民生費、２項児童福祉費、

２目児童福祉施設費です。児童館・児童館クラブ事業、決算額は１９万７２

０８円です。児童館事業では主に児童を対象とした施設内での自由遊びを主

体とし、児童館クラブは、小学生を対象とした、いわゆる預かり保育で、放

課後から６時までの時間を実施時間としております。児童館事業では少年期

の規律や情操教育を図る目的によりまして、講師を外部にお願いする２事業

と厚生員が実施する内部事業２事業を実施しております。２３８ページに移

ります。９款教育費、５項社会教育費、１目社会教育総務費でございます。

プラスワンセミナー決算額６８万４千円です。時事問題をテーマにしながら、

生涯学習の観点に立ち、著名な講師を招聘する講演事業です。令和５年度は

防災をテーマに世代や内容を分けながら３回のサブセミナーとメインセミ

ナーとしてテレビでも活躍する天達さんを講師に招き実施をいたしまして、

１０１名の参加者がございました。２４０ページをお開きください。新冠町

いきいき大学です。決算額は１０万１１３９円です。６０歳以上の町民を対

象とし、様々な学習会の開催を通じて、生きがいのある充実した生活を送っ

ていただくことを目的としてございます。資料右側の事業・課題等の表をご

覧ください。開校式から７回の事業を開催し、また、保健福祉課の介護予防

事業と連携した合同事業も引き続き実施しているところでございます。次の

ページをお開きください。社会教育関係団体補助金、決算額３１０万円です。

社会教育関係団体が主体となって行う事業について３団体に補助をしてい

るものでございます。女性コミュニティ会議は町内の一般女性を対象とした

組織でありまして、女性の視点から各種事業を実施しております。新冠町Ｐ

ＴＡ連合会につきましては、各小中学校のＰＴＡ組織の連絡調整を図る目的
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により組織しております。補助金額は１０万円となってございます。新冠町

文化協会につきましては、文化振興の向上を目指した組織で、文化祭、各種

事業の実施に伴い２８５万５千円の補助金を支出してございます。次のペー

ジをお開きください。生涯学習講座でございます。決算額８万８７０２円で

す。趣味と教養を身につけることができるよう各種講座を開催しているもの

でございます。令和５年度の開催実績につきましては、親子の楽器体験講座

をはじめ５本の内容で実施してございます。今回新たに１８歳以上を対象と

した楽器体験を行い、町に出来ましたピーマン楽団に講師をお願いし３回日

程で行い、好評に終了しているとこでございます。２４４ページをお開きく

ださい。音楽体験・交流事業でございます。決算額は２５２万３９４０円と

なってございます。昭和音楽大学との提携による、音楽を通じた体験や視聴

により、町民各層が高いレベルの音楽文化に触れる機会を提供することを目

的にしているもので、３つの事業を実施しているところです。１つ目が、ク

リニック事業でございます。新冠中学校吹奏楽部を対象に、音大から講師を

迎え演奏指導を行うものです。クリニックを受けた新冠中学校吹奏楽部は目

標であります日胆地区吹奏楽コンクールで９年連続の金賞を受賞し、９月１

日に札幌市キタラで行われた全道吹奏楽コンクールへ出場しております。２

番目の小中学校等へのアウトリーチコンサートにつきましては、令和５年度

は声楽と木管５重奏の内容で各小中学校、ドレミ園で実施をしているところ

でございます。３つ目の、新冠町昭和音楽大学パートナーシップコンサート

は、昭和音大のＯＢで構成されたユニットと合唱団ＶＯＬ、シングシング等

の町内音楽団体と新冠中学校吹奏楽部に加え、静内高校吹奏学部、町にでき

ましたピーマン楽団も参加をいたしまして、会場はほぼ満席になる状況で盛

況に終了してございます。次のページをお開きください。レ・コード館ジュ

ニアジャズバンド活動事業でございます。決算額が５６万２千円です。対象

年齢を下げた取組、生涯学習講座の成果もあり、会員数も伸びている状況に

あります。町のブルーホース楽団が講師を務めておりますが、本年は子ども

に対する指導も含め、昭和音楽大学の講師にお願いしたところ、技術の向上

はもとより、指導の仕方にも工夫がみられるようになり、充実した活動をし

てございます。２５０ページをお開きください。町民ホール運営事業、自主

企画委員会補助金です。決算額４１３万９３６２円でございます。レ・コー

ド館におけるコンサート事業の担い手であります、ＮＰＯ法人レ・コード館

自主企画委員会の活動を支援しているものですが、令和４年度から町民ホー

ルの入場規制を解除し、記載の主催事業１０公演、共催事業１公演、合わせ

て１１公演を実施してございます。２５１ページをお開きください。レコー

ドコンサート開催事業でございます。決算額１０万５７８円です。レコード

文化の普及促進とレ・コード館のＰＲを目的といたしまして、札幌市の公共

施設や観光施設等での出張レコードコンサートと毎月定例のレコードコン
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サートを実施しているものです。例月のレコードコンサートにつきましては、

１２回開催し年間１４７名の鑑賞者がありました。また、寄贈されたレコー

ドの有効活用を図るため、令和２年度から取組みしておりますレコードジャ

ケット展を３つのテーマで開催しているところでございます。２５５ページ

をお開きください。図書費へ移ります。図書購入事業、決算額は３６９万９

１０９円でございます。昨年度は、図書購入１８７２冊、月平均にいたしま

すと約１５６冊、視聴覚資料は全２４点を購入し、除籍を差し引いた年度末

の蔵書資料総数は９万３０１７点となってございます。令和５年度の貸出冊

数は昨年度より２２５４冊少ない、３万７１７６冊となりました。この要因

を分析しますと人口減と特に成人層の貸出数が減っていることがわかりま

した。現在、スマホの普及により紙媒体でなく、気軽にスマホで見たり、聞

いたりできるようになったことも要因とも考えております。今後もそういっ

た年齢層にも足を向けてもらう取り組みが必要であると感じまして、次年度

の事業内容について検討しているところでございます。次ページをお開きく

ださい。４目青少年育成費へ移ります。二十歳を祝う式典・成人の集いでご

ざいます。決算額は１８万１７８３円でございます。令和４年度からは、成

人年齢が１８歳に引き下がりましたが、これまでどおり２０歳を対象に、式

典名を「二十歳を祝う式典」に改め、実施しております。式典終了後には青

年団体との実行委員会により成人の集いを実施してございます。２５８ペー

ジをお開きください。青少年関係団体事業費補助事業、決算額は９１万円で

す。新冠町青年団体協議会と新冠町青年団体連絡会議の２団体への補助を行

っているものでございます。青年団体協議会は地域づくり、仲間づくりを目

的とした全道、全国組織でありますが、新冠町青年団体連絡会議は当町独自

の組織で、町内の農協、商工青年部等の各青年部から組織する団体でござい

ます。町づくりに寄与した活動として、ふるさと盆踊り、ろうそくを出せ等

の事業を継続して実施しているところでございます。２６０ページをお開き

ください。青少年健全育成推進事業、決算額は２２万６６５０円です。つう

がく合宿事業については、令和４年度、コロナ対策として２泊３日で実施し

ておりましたが、令和５年度については例年実施していた４泊５日の日程で

青年の家で実施しております。参加人数は９名と少ない状況ではありました

が、予定どおり事業を実施し当初の目的を達成しております。なお、令和６

年度の実施については、本事業を休止し、防災キャンプとして朝日小学校を

活用して実施してございます。また、町内の農業、漁業を営む人を講師とし

て実施している自然体験事業では、計画の１事業については天候の関係で実

施できなかったものの、３事業について計画どおりに実施しているところで

ございます。２６２ページをお開きください。新冠町少年国内研修交流事業、

決算額は３３６万３６９１円でございます。令和５年度は、前年度同様に、

中止となった年の児童・生徒の参加機会を確保するために、対象学年を小学
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６年から中学２年生までとして定員を１０名増やした３０名として参加者

を集っております。参加者は選考の結果１９名となりましたが、事前研修か

ら報告会まで無事に終えて当初の目的を達成してございます。２６３ページ

をお開き下さい。新冠町放課後子どもプラン事業、決算額は７８３万９５８

５円です。放課後子ども教室は小学生を対象とし、コーディネーターを中心

とした体験活動が主体となり、放課後から４時３０分を基本として行う事業

であります。また木曜日には、子ども未来塾として学習支援員を配置し開催

してございます。この事業と先ほどの児童館事業については、開催場所を町

民センターで行っており、小学生低中学年の利用率は約８割～９割程度でほ

とんどの小学生が利用している状況でございます。これらの事業を通しなが

ら、安全、安心な居場所づくりの提供をするとともに、きまりや規律を守る

生活指導と合わせて事業を実施しございます。また、この少年期の教育の充

実を図っているところでもございます。２６４ページをお開きください。５

目郷土資料館費へ移ります。郷土資料館教育普及活動事業、決算額は１０万

２４０７円です。ふるさと新冠の歴史、自然科学、民俗に関する見学や観察、

講話等の学習会を行う、ふるさと・再発見講座や歴史や文化のテーマを設け

た特別展示とレ・コード館での移動展等の事業を行っております。また、ポ

ロシリ生活館を活用し、学校と連携したふるさとの歴史やアイヌ学習を行っ

ているところでございます。２６９ページをお開きください。保健体育費の

ほうに移ります。新冠町民スポーツ教室、決算額が３７万３８２０円です。

スポーツ団体と健康に関わる町保健福祉課との連携や、スポーツ推進委員の

機能を活かしながら、町民のライフステージに応じたスポーツの普及活動を

推進しているものです。昨年度につきましては、就学前の児童を対象とした

事業を２教室、小学生対象とした事業を６教室、成人を対象とした事業を５

教室実施してございます。次ページをお開きください。社会体育団体助成費、

決算額は１２６８万１７４０円です。新冠町スポーツ協会、Ｂ＆Ｇ新冠町海

洋クラブ、新冠町乗馬連盟の３団体への補助金でございます。スポーツ協会

の補助金は２１８万９７４０円で、加盟団体は１３団体、会員数は２０１名

で構成されております。スポーツ協会ではジュニアバレー、少年野球を始め

とした全道大会等に出場した４団体２個人に対し派遣費を交付していると

ころでございます。Ｂ＆Ｇ新冠町海洋クラブ２１万円、新冠町乗馬連盟１０

２８万２千円の補助金を交付してございます。なお、乗馬連盟の補助金につ

いては、本年度より企画課よりホロシリ乗馬クラブに係わる指定管理料とと

もに支出しているところでございます。 

各事業の説明につきましては、以上のとおりでございます。 よ ろ し く お

願いいたします。 

 

◇質 疑 
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○武田委員長 説明が終わりました。これより質疑を行います。なお質疑答

弁は挙手の上、起立してお願いします。決算説明資料２３７ページをお開き

ください。３款民生費、２項児童福祉費、２目児童福祉施設費、ありません

か。 

（「ありません」の声あり） 

○武田委員長 ないようですので、決算説明資料２３８ページから２４６ペ

ージ、９款教育費、５項社会教育費、１目社会教育総務費、ありませんか。 

（「ありません」の声あり） 

○武田委員長 ないようですので、決算説明資料２４７ページから２５１ペ

ージ、２目レ・コード館事業推進費。ありませんか。 

（「ありません」の声あり） 

○武田委員長 ないようですので決算説明資料２５２ページから２５５ペ

ージ、３目図書費。ありませんか。 

伹野委員。 

○伹野委員 ５番、伹野です。説明資料２５３ページ、図書プラザ事業の部

分で質問します。まずアニマル号について伺います。４点ございます。まず

１点目、新冠町子どもの読書活動推進計画におけるアニマル号の位置づけは。

２点目、アニマル号の運行業務状況。３点目、アニマル号の走行距離。４点

目、アニマル号の更新時期はいつ頃と考えているのか。また、その時期が来

たら更新を考えるのかどうか、この４点お願いいたします。 

○武田委員長 三宅副主幹。 

○三宅副主幹 ４点、私のほうからお答えさせていただきます。まず１点目、

新冠町子どもの読書活動推進計画におけるアニマル号の位置づけはという

ことでございますけれども、うちのほうで計画しております、計画の中で図

書プラザにおける子どもの読書活動の推進という項目がございまして、その

中で具体的な施策としまして、移動図書館車の運行や団体向け貸出しによる

読書機会の推進という形で位置づけられてございます。それから２点目の質

問に参ります。アニマル号の運行業務状況はということでございます。現在、

アニマル号は月平均で１５か所、１５回運行してございまして、その詳細に

つきましては、ド・レ・ミが月２回、それから小学校、これは令和５年度に

つきまして朝日もありましたので、朝日と新冠２回ずつ、現在は１校減って

おりますので、新冠小学校のみ３回の運行でございます。それから新冠中学

校２回、児童館、こちらは町民センターにありますけれども、こちらが２回、

後はおうるの里、節婦のあおぞら、太陽郵便局、その他ちょっと大きな牧場

も伺っておりまして、こちらは全て１回ずつということで、月１５回、年間

に換算しますと１７０回、１７０か所ということで運行しております。続き

まして３つ目の質問ですけれども、走行距離でございます。現在７万９千キ

ロほどになってございます。年間の走行距離としましては大体８００キロほ
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ど走ってございます。最後４つ目、アニマル号の更新時期はいつ頃と考えて

いるのか。その時期が来たら更新を図るのかという質問でございます。今の

３つ目の質問にもありましたけれども、今７万９千キロということで、私ど

もとしましては今１０万キロを想定して、更新時期を計画をしております。

ですので先ほど、年間８００キロという形でございましたので、大体１０年

ぐらい後という形になると思います。ただし、所々腐食等も目立ってきてい

る部分もありますし、今はちょっと調子がいいんですけれども、調子が悪く

なる部分もこれから見受けられてくると思いますので、その辺は整備をしな

がら、適正更新時期についても検討していきたいと考えてございます。その

時期が来ましたら、まだちょっと更新については、どういう車を入れたらい

いのかというのもありますので、その辺も含めて検討を重ねていきたいと考

えております。以上でございます。 

○武田委員長 ほかに発言ありませんか。 

（「ありません」の声あり） 

○武田委員長 ないようですので、決算説明資料２５６ページから２６３ペ

ージ、４目青少年育成費、ありませんか。 

長浜委員。 

○長浜委員 ９番、長浜です。説明資料２６０ページです。平成１７年度か

ら続いております通学合宿事業についてです。私はこの事業は大変有意義な

ものと認識しております。職員の負担を軽減することも考慮し、地域を含め、

外部との連携を強めながら続いていくことが望ましいと思っており、今後の

事業展開にも、生活習慣の改善を目的とした新たな事業を検討していくとの

記載があります。令和５年度は例年どおりの開催となりましたが、定員には

至りませんでした。開設日の設定なのか。参加児童の意欲によるものなのか、

あるいは保護者の理解といったものなのか、その要因についてはどのように

捉えているのでしょうか。 

○武田委員長 工藤課長。 

○工藤社会教育課長 お答えいたします。ツアー合宿事業につきましては、

平成１７年度から行っている事業でございまして、約２０年が経過してます。

その間、コロナによる影響で２年間実施できなかったということもございま

す。コロナ明けからですね、昨年度の参加人数が９名ということで、大変少

なかったんですけれども、コロナ明けから感染対策もあわせて、また冬場、

感染症の多い時期ということもありまして、大変職員にも負担がかかるし、

児童も疲れやすいということもありまして、一旦見直しをしましょうという

ことで、今回防災キャンプという視点で行ってございます。いずれにしても

この生活習慣を図る目的での事業実施っていうのは大変重要だというふう

に考えておりますので、形を変えながら、また地域の方でそういったことを

やってみたいという声があればですね、またその辺を協働しながら実施する
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という運びにもできるかなというふうに考えております。いずれにいたしま

しても、今回は、ある程度年数がたったということと見直しをして、それか

らまたそういった期間ができたり、そういう動きができたときには、協力し

合いながら実施を検討してみたいというふうに考えてるところです。 

○武田委員長 長浜委員。 

○長浜委員 ありがとうございます。今年度においては新たな取り組みとし

て防災キャンプという形で実施したということでした。施設の老朽化、青年

の家が原因ではないということでございますが、朝日小を活用した防災キャ

ンプという形でしたが、今後、通学合宿を朝日小をベースにというか、同様

な形でやっていくことも可能かどうか、見解をお伺いします。 

○武田委員長 工藤課長。 

○工藤社会教育課長 もちろん可能だと思います。先ほど言いましたけれど

も、職員体制だとか、そういった感染症予防のそういったあと事業の中身だ

とかっていうことで、どうしても負担がかかる部分がありますので、もう少

し時期を見ながらですね、検討していきたいと思います。 

○武田委員長 ほかにありませんか。 

（「ありません」の声あり） 

○武田委員長 ないようですので、決算説明資料２６４ページから２６７ペ

ージ、５目郷土資料館費、ありませんか。 

（「ありません」の声あり） 

○武田委員長 ないようですので、決算説明資料２６８ページ、７目町民セ

ンター費、ありませんか。 

（「ありません」の声あり） 

○武田委員長 ないようですので、決算説明資料２６９ページから２７０ペ

ージ、６項保健体育費、１目保健体育総務費、ありませんか。 

（「ありません」の声あり） 

○武田委員長 ないようですので、決算説明資料２７１ページから２７４ペ

ージ、２目体育施設費、ありませんか。 

村田委員。 

○村田委員 ４番、村田です。２７３ページ、町民グラウンド運営費につい

てお尋ねします。バックネット、スコアボードの電球が切れて、それを取り

替えたということだと思うんですが、これは利用するのは、子ども大人も含

めてということでよろしかったでしょうか。 

○武田委員長 坂元総括主幹。 

〇坂元総括主幹 町民グランドにつきましては、特にバックネットまたはエ

ーストラックボールのその板でございますけれども、少年野球の大会等が主

になりますけれども、そこで使われるというような形になります。大人の大

会のちょっとお話もあったところでございますけれども、昨年度、町民グラ
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ウンドにおきまして、軟式野球の大会において、かなり今バットなんかもで

すね、飛ぶような形になってて、フェンスオーバーをしていくというような

実は状況になってございまして、ホームランが出て、近隣のですね住宅にボ

ールが当たってしまうというようなこともございまして、大人の大会につい

ては一旦、野球大会でございますけれども、町民グラウンドでは実施しない

で、少年野球の大会を実施できるような形にしているというような状況にな

ってます。 

○武田委員長 よろしいですか。 

村田委員。 

○村田委員 そういう大会等が来ればですね、各商店とかいろんな部分でで

すね、活性化につながるんじゃないかなと私は思ってるんですが、例えばな

んですが、そのフェンスをですね、上げて整備するということは考えてます

でしょうか。 

○武田委員長 工藤課長。 

○工藤社会教育課長 来年度の予算の関係になりますけれども、それについ

ては今後、総務課財政部局ともお話をしながら、つめていきたいなと思いま

すし、また大会等も予定されてますので、それにその大会の運営に支障をき

たさないような、支障がないように、いろんな部品についてもですね、予算

要求していきたいなというふうに考えているところです。 

○武田委員長 ほかに発言ありませんか。 

（「ありません」の声あり） 

○武田委員長 ないようですので、歳入を含む決算審査に係る社会教育課所

管事務全般で、ありませんか。 

（「ありません」の声あり） 

○武田委員長 ないようですので、教育委員会社会教育課所管事務全般の審

査をこれで終了いたします。説明員の入替えのため暫時休憩します。 

 

休憩 午後 １時２５分 

再会 午後 １時３０分 

 

○武田委員長 休憩前に引き続き会議を再開いたします。 

次に、教育委員会管理課所管事務の説明と審査に入ります。説明は着席の

ままでお願いします。 

新宮管理課長。 

 

◆管理課所管 13：30～14：07（説明 13：30～13：50） 

※説明員～新宮管理課長、伊藤総括主幹、楫川総括主幹、土井園長 

青木係長、佐藤係長、西條係長 
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○新宮管理課長 管理課です。よろしくお願いいたします。管理課所管の事

務事業は、決算説明資料の１４７ページから１７２ページまで、２グループ

２６事業を掲載しておりまして、このうち新型コロナウイルス感染症対応地

方創生臨時交付金事業が２事業、電力・ガス・食料品等価格高騰重点支援交

付金事業が１事業となっております。事業を抜粋のうえご説明いたしますの

で、よろしくお願いいたします。それでは１４７ページをお開きください。

３款民生費、２項児童福祉費、２目児童福祉施設費、子育て支援センター事

業、決算額は１３３３万１７０円です。子育て支援センターは、育児相談や

母親同士のコミュニケーションを図る場として、また、事業をとおしながら

子育ての知恵や知識を得る場として開設しております。令和５年度の利用者

は一時保育事業の利用者を除きまして２３４０名で、前年と比較し５４１名

減少しております。新型コロナの影響が少なかった令和元年度の利用者は４

７８２名でありますので、半分程度まで利用者が減少している状況であり、

主な要因は、出生数の減少であると考えております。１日あたりの一般利用

者は減少しているところですが、保護者の勤務形態や通院等の緊急時、また

育児のリフレッシュのため、子育て支援センターで実施しております一時保

育事業につきましては、令和５年度は年間を通じて多くの利用があり、令和

５年度は１８９件受入れし、前年度の１１５件より大幅に増加したところで

ございます。今後も、母親や子どもが孤立しないよう、いつでも気軽に利用

や相談ができる施設として、保健福祉課等の関係部局と連携しながら施設運

営を継続して参ります。次に１４９ページをお開きください。９款教育費、

１項教育総務費、２目事務局費、学力・体力向上支援事業６８万６９１０円

です。当事業につきましては、令和４年度はコロナ交付金の対象事業とし、

教育情報環境整備事業として実施いたしましたが、令和５年度は従来の学校

教育における重点項目である学力・体力向上支援事業として実施しておりま

す。大きくは２事業を実施いたしまして、１点目の、プログラミング教育推

進及びＩＣＴ機器活用推進事業では、令和２年度に各小中学校に導入したタ

ブレットやＩＣＴ機器を教員が授業の中で有効活用できるよう、外部講師が

小中学校を訪問し、実際に授業を見学した上で教員へ指導助言や意見交換を

行ったほか、操作支援や不具合が発生した際の迅速な対処を図るため機器管

理業務を委託した経費等となっております。１点目の決算額は５８万６９１

０円です。２点目の新冠町研究指定校補助金については、新冠中学校を指定

し、研究テーマについて道外の大学から講師を招聘し、研修会を開催し調査

研究を行っております。次ページをお開きください。教育振興補助金、決算

額は２１７万４７４９円です。中学校部活動の全道大会等への出場に対する

補助や教育の振興を目的とする補助金です。補助の大半を占めております中

学校の部活動に対する補助は、令和５年度は、資料の右欄の事業の評価・課

題等に記載しておりますとおり、中体連の他、全道各地で開催されました１



令和５年度新冠町一般会計等決算審査特別委員会会議録（R6.10 月 29 日 30日、11 月 1 日） 

87 
 

４件の大会出場に対し補助しておりまして、大会参加費や食事代、また遠方

で開催され、宿泊が必要な場合は宿泊費に対し補助しております。また、検

定料補助として、英語検定２１名、漢字検定５２名の計７３名に対し、検定

料の半額を助成しております。１５２ページをお開きください。学校統合推

進事業、決算額は８１万３４円です。今年度統合いたしました新冠小学校と

朝日小学校を統合するにあたり、課題や準備計画等について協議する統合準

備委員会の設置に係る費用のほか、閉校記念事業実行委員会への補助金と備

品や文書等を朝日小学校から新冠小学校へ移送するための委託料及びトラ

ックの借上料等となっております。なお、小学校統合後の状況でありますが、

課題の一つでありましたスクールバスの運行や乗り入れ台数が増加した新

冠小学校の駐車場に関して、大きな問題は発生しておりません。次のページ

をお開きください。奨学金貸付金、決算額１０６２万円です。当事業は、高

等学校、高等専門学校、大学等に進学または在学している経済的理由による

就学困難となっている生徒に対し就学資金を貸付し、人材を育成することを

目的としております。月額の貸付限度額は、高校５万円、大学等は６万円で、

１年毎に希望者から申請を受付け、令和５年度は継続者９名、新規の方６名

の計１５名に貸付いたしました。なお、卒業後、町内に居住・就職し、返還

額の一部を免除した者は１０名でありますが、うち令和５年度に減免を決定

した者は１名です。また、返還金について、現在滞納されている方はおりま

せん。次のページをお開きください。外国語指導助手招致事業、決算額は５

５２万３５０１円です。中学校における英語学習の補助の業務を中心に、小

学校、認定こども園などにおける英語交流など幅広い活動を行うことを目的

に配置しております外国語指導助手１名に係る報酬等の経費です。令和２年

度からは、学習指導要領により小学校５・６年生では英語は教科として全面

実施され、小学校３・４年生の英語活動も必修化され、今後は更なる低学年

化も予想されるところです。なお、資料に記載しております昨年８月に任用

した方は、任期満了で７月に帰国されたことから、８月から新たな方を任用

しております。また、小学校においては、コロナ禍により後任者の入国が困

難となった時期に、外国語指導技能を有する日本国籍の学習指導員を配置し、

英語学習の指導のほか、外国から転入された児童の対応にもあたっていると

ころです。次に１５６ページをお開きください。静内農業高校生通学支援事

業、決算額は１０６万８８３３円です。通学支援を目的に、町内の静内農業

高校の生徒を対象に、平成３０年度から新ひだか町と利用者数に応じて経費

を負担し、静内駅から農業高校の区間について運賃無料の通学バスを運行し

ているものでございます。令和５年度の当町の利用者は１１名で運行経費に

係る負担割合は８．９％でした。また令和４年度は１３名で１１．９％でし

た。次のページをお開きください。高校生通学支援事業、決算額は１１０万

９２４です。前ページと同様に高校生の通学支援を目的とした事業となりま
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す。新ひだか町の高校に定期券を利用し通学する生徒を対象に補助している

もので、事業を開始した令和２年度は、節婦・大狩部地区から新冠間の補助

でありましたが、令和３年度からは、ＪＲ日高線一部廃止に伴い負担増とな

る静内・新冠間の通学費についても補助する制度へ見直しを行っております。

なお、令和５年度においては、静内・新冠間で３８名、節婦・大狩部地区か

ら新冠間について７名の方に補助をしております。次のページをお開きくだ

さい。教職員働き方改革推進事業（校務支援システム導入事業）、決算額は

１００万５６０円です。学校職員における働き方改革を推進するため、児童

生徒の学籍や成績管理等の校務情報の一元的な管理・運用による効率化を図

り、業務負担の軽減と教育の質の向上を図ることを目的として、校務支援シ

ステムを導入しているものでございます。令和４年度は準備期間としてシス

テムの構築や帳票等の調整、操作説明会等を行い、令和５年度から本格稼働

を行っており、教員の業務負担の軽減に繋がっております。次のページをお

開きください。電力・ガス・食料品等価格高騰重点支援交付金の対象事業で

あります。学生等応援給付金事業、決算額は４９４万円です。令和２年度か

ら令和４年度までは、新型コロナウイルス感染症の感染拡大に伴い、仕送り

やアルバイト等の収入に影響を受けている町外の居住している学生に対す

る応援及び経済的負担の軽減を図ることを目的に、コロナの臨時交付金を活

用した給付金事業を実施して参りました。令和５年度につきましては、コロ

ナ禍後の電気、灯油、ガス等の燃料費及び食料品等の物価高騰対策に係る交

付金事業が創設されましたことから、当該交付金を活用しまして、これまで

補助対象としていた町外に居住する学生に限らず、物価等の高騰に影響を受

けている町内の高校生以上の学生等まで対象を拡大し、１人につき２万円を

給付する事業を実施したものでございます。このことから、これまでは１５

０名程度の対象者となっておりましたが、令和５年度の補助実績は、２４７

名となっております。次に１６１ページをお開きください。２項小学校費、

１目学校管理費、小学校管理運営費、決算額は１１４４万２５３０円です。

支出内容につきましては、資料左側の内容欄に記載しておりますが、令和５

年度は、小学校の統合に伴う施設整備に係る工事費が主な内容となっており

ます。工事金額につきましては、１０７３万円で、新冠小学校の駐車場の整

備工事と駐車場に隣接するウサギ小屋の解体工事となっております。駐車場

整備工事の内容につきましては、資料の右欄に記載しておりますとおり、乗

り入れするスクールバスが３台から７台へ増加し、保護者による送迎車両も

増加することが見込まれることから、安全対策として、駐車場の拡張のほか、

車両の出入口の増設やスクールバスと保護者等の一般車両の駐車スペース

の分離、また児童が安全に通行できるスペースを確保する工事を行っており

ます。統合後の駐車場の使用状況でありますが、整備後も限られたスペース

でありますので、特に保護者等の一般車両のスペースにつきましては、悪天
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候の際には送迎する車両が増えることから混雑している状況です。対策とし

て、保護者への送迎する際のルールの周知徹底や学校職員が交通整理にあた

ることで、対応されているということで、現在のところはトラブルや改修の

要望等はありません。次のページをお開きください。新型コロナウイルス感

染症対応地方創生臨時交付金事業となります。小学校に係る学習環境整備事

業で、決算額は１４１万７５０円です。当事業につきましては、感染症対策

の徹底のため、交付金を活用しまして、校内の換気対策に係る備品を整備し

たものです。整備した物品につきましては、換気の際に使用するパーテーシ

ョンが１２台、大型の送風機８台、適切な温度及び湿度を管理するための温

度湿度計５台となります。なお、財源につきましては、新型コロナ対策に係

る交付金と学校保健対策に係る補助金が各々２分の１充当されております。

次に１６３ページをお開きください。２項小学校費、２目教育振興費、小学

校教育振興事業、決算額は１２９万５千円です。学習指導要領により、情報

手段の基本的な操作の習得やプログラミング教育が位置付けられたことか

ら、ＩＣＴ教育への対応及び校務での活用のため、ＩＣＴ機器等の整備を図

っているものです。内容欄は、児童用タブレットの故障に係る修繕料と全児

童を対象としたオンライン学習ソフトの使用料及び令和２年度に整備した

教員用パソコンの償還金です。なお、平成３０年度に整備した教室用ノート

パソコンの償還が昨年度で終了したことから、事業費が減額となっておりま

す。次に１６７ページをお開きください。３項中学校費、１目学校管理費、

新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金事業となります。中学校

に係る学習環境整備事業で、決算額は７２万１８２０円です。当事業につき

ましては、感染症対策の徹底のため、小学校と同様に新型コロナ対策に係る

交付金と学校保健対策に係る補助金を活用しまして、校内の換気対策に係る

備品を整備したものでございます。整備した物品につきましては、換気の際

に使用するパーテーションが９台、大型の送風機２台、適切な温度及び湿度

を管理するための温度湿度計４台を購入しております。次に１７１ページを

お開きください。４項認定こども園費、１目認定こども園費、認定こども園

運営事業、決算額は２億１６６０万９１４７円です。認定こども園は、小学

校就学前の子どもに対する教育及び保育並びに保護者に対する子育て支援

の総合的な提供を推進することを目的に開設しております。令和５年度の３

月末日時点での園児数は１３４名で令和４年度と比較して２０名減少して

おり、前年度も１６名減少しておりますので、入園児数は減少傾向が続いて

おります。令和３年度以降、町内の出生数が２０名に満たない状況が続いて

おりますことから、今後も一定程度減少することが予想されます。全体の入

園児数は減少しておりますが、個別対応が必要な児童の増加により、保育士

の配置については余裕がない状況です。引き続き、保育士の必要数の確保と

安心・安全な施設運営及び適切な教育及び保育の提供に努めてまいります。
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次のページをお開きください。７項学校給食費、１目学校給食費、学校給食

事業、ふるさと給食事業を含みまして、決算額は６６３７万３４０円です。

学校給食は、栄養のバランスの取れた豊かな食事を提供することにより、健

康の増進、体位の向上はもとより、食の大切さなどを学ぶ食育の場として実

施しており、平成３０年度からは学校給食費の無償化と公会計化を実施して

おります。コロナ禍以降、令和４年度までは、感染対策や黙食の指導が主と

なりましたが、令和５年度からは通常の対応に徐々に戻しております。地場

産品の食材を活用し、町の１次産業への魅力と理解を深めるため実施してお

ります、ふるさと給食事業につきましては、計画どおり各校２回実施し、閉

校を迎える朝日小学校においては、コロナ禍により中止しておりました、ふ

るさと給食の際の教育委員や町理事者等との交流も行ったところです。 

以上で、管理課所管の事務事業の説明を終わります。 

 

◇質 疑 

○武田委員長 説明が終わりました。これより質疑を行います。なお質疑、

答弁は挙手の上、起立してお願いいたします。決算説明資料１４７ページを

お開きください。３款民生費、２項児童福祉費、２目児童福祉施設費、あり

ませんか。 

長浜委員。 

○長浜委員 ９番、長浜です。子育て支援センターの利用についてです。曜

日や時間帯によっては、町外からの受入れも可能としているのでしょうか。

また、町内在住者が町外の施設を利用している実態はあるのでしょうか。近

隣自治体との情報共有と連携について伺います。 

○武田委員長 新宮課長。 

○新宮管理課長 まず子育て支援センターにおける町外者の受入れの状況

でありますが、毎週火曜日の午前中に限定して町外者を受入れしてございま

す。町立施設でございますので、町民を優先、町民が利用することを前提で

運営をしておりますが、利用者からの要望もありまして、町内と町外の親子

の交流の場として、そのように曜日と時間を設定して町外者のほうも受入れ

しているところでございます。次に、町民の町外施設の利用状況でございま

すが、それにつきましては、町民がどのぐらい町外の利用してるかというこ

とは把握しておりません。ただ新ひだか町につきましても、子育て支援セン

ターについては、町民に限定し町外者は受入れしてないという状況でござい

ました。そのほか近隣自治体との連携等でございますが、子育て支援センタ

ーで様々な親子の体験事業等を行っておりまして、その内容について、他町

の状況を聞いてですね参考にすることありますが、そのぐらいの連携となっ

ております。 

○武田委員長 ほかにありませんか。 
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（「ありません」の声あり） 

○武田委員長 ないようですので、決算説明資料１４８ページから１５９ペ

ージ、９款教育費、１項教育総務費、２目事務局費、ありませんか。 

酒井委員。 

○酒井委員 ２番、酒井です。説明資料の１５７ページです。高校生通学支

援事業について伺います。課長説明ありましたとおり、内容については理解

しています。この内容欄のところに、静内新冠間の道南バス１か月分の定期

代ＪＲ１か月定期代の差額を支出しているわけなんですけれども、最近のニ

ュースでＪＲ北海道が定期代運賃を値上げするというニュースがありまし

た。一体幾らになるのかは今のところまだ定かではないとは思うんですけれ

ども、今後の見通しとして今後の展開として、この金額上げられた場合、１

千以上上がるんだとは思うんですよ、月。そういった場合その差額を町で、

どのように考え捉えて今後協議していくのかについて伺いたいと思います。 

○武田委員長 新宮管理課長。 

○新宮管理課長 現在のところ、ＪＲの運賃の値上げのほう把握しておりま

せんでしたので、そのような検討はしておりませんでした。ただこの月額３

千円の金額につきましては、ＪＲの定期代と当時のバスの定期代の差額とい

うことで３千円ということで、こちらのほうで設定した金額となっておりま

すので、今のところは３千円と、値上げした場合は、今後どのような制度に

していくかということについては、今後検討していくことになります。 

○武田委員長 ほかにありませんか。 

武藤委員。 

○武藤委員 ７番、武藤です。１５７ページ、１５８ページですね、働き方

改革、これについて２点伺います。１点目は、昨年８月に中央教育審議会で

緊急提言っちゅうの出してて、この中で、標準授業時数を大きく上回って教

育課程を編成実施している学校が一定数存在数と、全国でね。そういう状況

を踏まえて、これはやっぱり教員の労働強化になるんで、なるべくとにかく

適正な授業時数で、教育課程を編成せよっちゅうことなんですけども、新冠

ではこういう点、こういう提言されてるようなことはあるのかどうか。２校

しかないんですけどその点についてが１点。それからその教員の働き方軽減

っちゅうことで、２、３年前からの提言されてる部活動の民間移行、これに

ついての現在の進捗状況を伺います。 

○武田委員長 新宮課長。 

○新宮管理課長 はじめに、授業時数でございますが、教育委員会のほうも

授業時数のほうは確認しておりまして、適正な時数であることをまず確認し

ております。２点目の中学校の部活動の地域移行の状況でございますが、令

和５年度から３年間を推進期間として、まずは土日の部活動を地域に移行す

るよう、地域で方法を検討していくといったことでございます。当町におき
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ましては、まず部活動移行する際には、受入れ、どなたが指導を担ってくれ

るのか、学校の先生の代わりになってくれるのかということで、やはり受入

れ先は、まずは地域のスポーツ等のサークル団体ということになりますので、

現在今年度は、各団体のほうにですね意向を聞いている状況でございます。

ただし、各団体とも中学校のように、先生のように、子どもたちの部活動を

継続的に将来にわたって担っていくことは難しいのではないか。また、児童

数、生徒数自体が減っており、現在も他校と他町の学校と連携して大会等出

場している状況では、やはり単独の町では継続は難しいんではないのかとい

うお話も頂いておりますので、新ひだか町が近くにございますので、また部

活動においては、新ひだか町の高校と合同で行っている部活動もありますの

で、先日も新ひだか町の担当者とですね、意見交換をいたしまして、まだ新

ひだか町もはっきりとしたものが、出来上がっていないということですが、

今後もですね連携について、お互い検討していこうというお話になっている

段階でございます。 

○武田委員長 ほかにありませんか。 

（「ありません」の声あり） 

○武田委員長 ないようですので、決算説明資料１６０ページ、３目住宅費、

ありませんか。 

（「ありません」の声あり） 

○武田委員長 ないようですので決算説明資料１６１ページから１６２ペ

ージ、２項小学校費、１目学校管理費、ありませんか。 

（「ありません」の声あり） 

○武田委員長 ないようですので、決算説明資料１６３ページから１６５ペ

ージ、２目教育振興費、ありませんか。 

酒井委員。 

○酒井委員 ２番、酒井です。項目違ったら違うところで質問したいんです

けど、ポケットＷｉ－Ｆｉについてはこちらで大丈夫でしたでしょうか。小

学校中学校でＩＴＣ教育の推進ということで、コロナ禍でタブレット端末で

あったり、そういったものを購入した経緯があります。そこで質問なんです

けれども、現在コロナ禍も明けまして、令和５年度、これ令和５年度の決算

ですから、令和５年度には、オンライン事業っていうのは実施した経過が、

家庭と学校を結んでやったオンライン事業っちゅうのはやったことはある

んでしょうか。 

○武田委員長 新宮課長。 

○新宮管理課長 オンライン学習の令和５年度の状況でございますが、令和

４年度以前はコロナで学校が休校になることございましたので、そのために、

先ほどお話ありましたポケットＷｉ－Ｆｉ、家庭にインターネット環境がな

い家庭には貸出したということございましたが、令和５年度につきましては、



令和５年度新冠町一般会計等決算審査特別委員会会議録（R6.10 月 29 日 30日、11 月 1 日） 

93 
 

長期間でそのように休校したケースございませんでしたので、ポケットＷｉ

－Ｆｉ等を貸出してですね、遠隔授業を行ったということはございません。 

○武田委員長 酒井委員。 

○酒井委員 ではそのポケットＷｉ－Ｆｉの今、契約たしか当時４０台ぐら

いあったように思うんですけど、台数ちょっとごめんなさい、そのときのだ

ったので、記憶が違ったら訂正してほしいんです。４０台ぐらい契約してる

かと思うんですけど、その今４０台についてはまだ、管理課のほうでまだ持

続して持ってるのか、小学校のほうで管理しているのかについてと、現在も

使われているのか。 

○武田委員長 新宮課長。 

○新宮管理課長 現在はＷｉ－Ｆｉの機器の契約を行っておりませんので、

継続的にお金を支払っているものはありません。ポケットＷｉ－Ｆｉの端末

については、当時のものが２台ございまして、役場庁舎内のインターネット

の回線が不安定な場合に使用する場合がございますが、基本的には使用して

いないという状況ですので、現在は使っておりません。 

○武田委員長 酒井委員。 

○酒井委員 そこで家庭のほうからオンライン事業がないんであれば、今契

約自体でインターネット契約というのはいろんな形で家庭が契約する状況

であります。コロナ禍で、結局はＷｉ－Ｆｉを使える環境にしましたと。そ

の学校の授業があったので契約しましたと。ただもう行われていないんであ

れば、今後どうしたらいいんだろうかっていうことが保護者の間から私のほ

うにちょっと聞こえた部分がありましたので、それ学校のほうの教育環境も

ありますので、一概に管理課がこうしたらいいということは、今、言え答弁

できないのかなあとは思うんですが、そこを含めてやはり家庭と学校との授

業の在り方について、もし使わないんであれば、いやもう今後Ｗｉ－Ｆｉは

要らないですと、携帯でそういう料金が定額プランがあるんだから、それで

やってもらって結構ですとかっていうことを、家庭と学校の中でやりとりっ

ていうの管理課のほうで、そういう取りまとめみたいな協議みたいのは、間

に入ることは可能なんでしょうか。 

○武田委員長 新宮課長。 

○新宮管理課長 はいそのような協議というかですね、学校と相談した上で、

家庭のほうにお話するということは可能であると思います。またコロナ禍で

ですね家庭で学習しなければならないときにですね、先ほどのポケットＷｉ

－Ｆｉを貸出しして、対処したということございまして、ただ家庭によって

はポケットＷｉ－Ｆｉではなくて、自宅にインターネット回線引こうと思っ

て使っている方もいるかと思いますので、その辺りの状況をちょっと学校と

も相談しまして、何かアドバイスありましたら、お伝えしたいと思っており

ます。 



令和５年度新冠町一般会計等決算審査特別委員会会議録（R6.10 月 29 日 30日、11 月 1 日） 

94 
 

○武田委員長 ほかにありませんか。 

（「ありません」の声あり） 

○武田委員長 ないようですので、決算説明資料１６６ページから１６７ペ

ージ、３項中学校費、１目学校管理費、ありませんか。 

（「ありません」の声あり） 

○武田委員長 ないようですので、決算説明資料１６８ページから１７０ペ

ージ、２目教育振興費、ありませんか。 

（「ありません」の声あり） 

○武田委員長 ないようですので、決算説明資料１７１ページ、４項認定こ

ども園費、１目認定こども園費、ありませんか。 

中山委員。 

○中山委員 ３番、中山です。子どもの数が年々減っているということなん

ですけれども、現在、町外からのお子さんの受入れっていうのはあるのでし

ょうか。もしあるのであれば、何人ぐらいいらっしゃるんでしょうか。 

○武田委員長 楫川総括主幹。 

○楫川総括主幹 ５年度に関しましては、途中で新冠町から新ひだか町に転

出した方を、８月から３月まで１名受入れをしておりました。 

○武田委員長 中山委員。 

○中山委員 ということは基本的には町外からの受入れはないということ

でしょうか。 

○武田委員長 楫川総括主幹。 

○楫川総括主幹 基本的にですね１号認定ということで、幼稚園組のお子様

に関しましては、今年度も８月まで２名の受入れはしておりました。１号認

定、幼稚園組の方に関しましては、新冠町民も、新ひだか町のマーガレット

幼稚園や、静内幼稚園に通っているのと同じようにですね、当園でも受入れ

をしております。 

○武田委員長 ほかにありませんか。 

（「ありません」の声あり） 

○武田委員長 ないようですので、決算説明資料１７２ページ、７項学校給

食費、１目学校給食費、ありませんか。 

（「ありません」の声あり） 

○武田委員長 ないようですので、歳入を含む決算審査に関わる管理課所管

事務全般でありませんか。 

（「ありません」の声あり） 

○武田委員長 ないようですので、教育委員会管理課所管事務全般の審査を

終了いたします。説明の皆さん御苦労さまでした。暫時休憩いたします。 
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休憩 午後 ２時０７分 

再会 午後 ２時１８分 

 

○武田委員長 休憩前に引き続き会議を再開いたします。 

保健福祉課所管事務の一般会計分についての審査に入ります。説明は着席

のままでお願いします。 

島田保健福祉課長。 

 

◆保健福祉課所管 14：18～15：09（説明 14：18～14：35） 

 ※説明員～島田課長、二本柳総括主幹、浜口副主幹、白浜副主幹、 

高橋副主幹、柳沢係長、榊係長、村上主任保健師 

 

○島田保健福祉課長 保健福祉課です。どうぞよろしくお願い致します。説

明は新規事業のほか、前年度決算額に対し、本年度決算額が大きく増減した

事業及び前年度から事業内容を変更した事業から抜粋して説明させていた

だきます。 

はじめに、５８ページをお開き下さい。その他の福祉施策、軽度・中等度

難聴児補聴器購入費助成事業でございます。本事業は、令和５年４月１日か

ら適用の新規事業でございまして、１８歳以下で身体障害者手帳の交付要件

に該当しない軽度・中等度難聴児を対象に、補聴器購入等の費用を助成する

ものでございます。対象者の要件は、資料に記載をした①～④のいずれにも

該当する方で、補聴器の新規及び更新時の購入費用並びに修理代金を助成対

象とし、町基準額の９割、生活保護世帯及び町民税非課税世帯は全額を助成

します。難聴児の言語発達の遅れは、学童期以降になりますと語い力や読解

力といった国語力の低下が顕著となり、児の発達に係る広い領域において、

マイナスの影響を及ぼすことが懸念されますことから、本制度の運用により、

補聴器の装用を促そうとするものです。令和５年度の事業実績でございます

が、補助申請のありました２名に係る補助対象経費は２１万１６００円。い

ずれも課税世帯でありましたので、１割を自己負担とし、残る９割分の１９

万４４０円を補助しておりますが、北海道地域づくり総合交付金として６万

２千円の交付をいただきましたので、一般財源は１２万８４４０円でござい

ました。本制度につきましては、町政事務文書や町広報紙、ホームページ等

により周知を図るとともに、新生児聴覚検査や乳幼児健診、就学時健診等に

より対象児童の把握に努めてまいります。次に６１ページをお開き下さい。

障害者自立支援事業更生医療給付費でございます。更生医療は、身体障害者

福祉法に規定される上肢・下肢等の不自由、心臓・腎臓等の機能障害などに

より、身体障害者手帳が交付された１８歳以上の方で、その障害を除去・軽

減する手術等の治療によって確実に効果が期待できるものに対して提供さ
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れる、自立支援医療費の支給を行う制度でございます。５年度の事業実績で

ございますが、支給決定者は２８名で、給付件数の累計は５４１件。決算額

は３５５４万７３０８円となりました。前年度から約８６０万円の減額とな

りましたが、その主な要因は支給対象者となっていた生活保護受給者のうち、

１名が後期高齢者医療保険へ移行したことが理由でございます。次に、７０

ページをお開き下さい。地域生活支援事業相談支援充実強化事業委託料でご

ざいます。本事業は、障がいのある人が安心して暮らすことができるよう、

障がいのある人及びその家族からの相談に応じ、必要な情報の提供及び助言、

その他の障害福祉サービスの利用支援等を行うことを目的としております。

令和５年度の事業実績でございますが、相談利用をされた実人数は１６７名

で、件数では６３４６件の実績でございました。前年から１１０４件の増と

なりましたが、これはコロナ感染症の規制が緩和され、特に来所による知的

障がい者からの相談件数が増加したものです。また、決算額４４０万円は、

前年度から２６０万円の増額となりましたが、これは機能強化事業に係る人

件費が国・道補助金の補助対象経費となることから、類似の事業内容となり

ます７１ページの地域活動支援センター事業を含め、委託料積算の考え方を

見直したことによるものでございます。本事業では、業務を委託している「相

談室かける」の有資格者１名に係る人件費相当分として４４０万円を委託料

と定めました。この費用に対し、国・道補助金として１７４万６千円が交付

されましたので、一般財源は２６５万４千円でございます。また、７１ペー

ジを開いて頂きたいのですが、地域活動支援センター事業委託料は、障害者

及び障害児の日中の活動場所として、サポートセンター「えましあ」内に開

設をしている地域活動支援センターの運営経費でございまして、こちらも

「相談室かける」に業務を委託しておりますが、こちらの事業費は全額が一

般財源となり、これまでは人件費相当分として１６８万円を委託料として積

算しておりましたが、人件費は先程ご説明しました、相談支援充実強化事業

で一括して負担する考えに変更し、本事業では施設運営に係る事務経費とし

て６０万円を委託料として定めました。これにより一般財源で１０８万円の

減額となります。この２つの事業に係る一般財源を比較いたしますと、令和

５年度決算額の一般財源は３２５万４千円で、前年度から約２０万円ほどの

経費を圧縮した中で、相談体制の充実が図られました。このほか、事業シー

トへの記載はありませんが、基幹相談支援センターに係る職員人件費として、

新たに３００万円ほどの補助金交付を受けております。次に、７３ページを

お開き下さい。新冠町子ども発達支援センター事業でございます。本事業は、

心身に障害のある又は障害の疑いのある児童の健全な育成を助長すること

を設置目的とする、新冠町子ども発達支援センターに係る運営費でございま

す。５年度の事業実績でございますが、延べ利用人数１１８３人は前年度と

同数でございましたが、決算額は２３１３万７４９３円で、前年度から約５
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４０万円の減額となりました。減額となった主な要因は、新冠ほくと園への

業務委託料の減額でございまして、これは、法人側の人事配置に伴う事情か

ら、専任で配置をしていたセンター長を法人業務との兼務配置となったため

経費按分により削減になったこと。加えて、前年度末で退職した保育士１名

の補充が出来なかったことにより人件費が減額したものでございます。次に、

７５ページをお開き下さい。重度心身障害者医療費助成事業でございます。

本事業は、身体障害者手帳１級・２級や重度知的障害者など重度心身障害者

を対象とし、医療機関を受診されたときの保険適用分の総医療費から、各保

険者の医療保険及び対象者の自己負担額を差し引いた残額を町が助成をす

る制度でございます。５年度の事業実績でございますが、医療機関を受診さ

れた件数は３１９１件で、前年度から１２２件の増。一方、決算額は１１７

７万８８４７円で、前年度から約４８０万円の減額となりました。この理由

でございますが、減額の内訳として医療費分で約８０万円の減、医療費以外

の分で約４００万円の減額となったものでございまして、医療費分につきま

しては、前年度実績額に、過年度の過払い還付金が含まれていることによる

もの。また、医療費以外の部分では前年度実績額に、福祉医療システムのサ

ーバー機更新費用等が含まれているためであります。次に、７７ページをご

覧下さい。子ども医療費助成事業でございます。本事業は、子どもの医療費

自己負担額を助成することにより、疾病の早期診断と早期治療を促進し、子

どもの保健向上と福祉の増進を図ること。加えて、子育て世代の医療費負担

を軽減することにより、子育てのしやすい環境整備に資することが目的でご

ざいます。５年度の事業実績でございますが、医療機関を受診された件数は

７０８９件で、前年度から１４２４件の増で、外来・入院・調剤とも増加し

ており、決算額は１４７７万４３６５円。前年度から約３１０万円の増額で

ございます。この要因でございますが、コロナ禍以降、子どもを含め社会全

体が医療機関への受診を控えていた傾向にありましたが、少しずつコロナ禍

前の状況に近づいていることが件数、医療費とも増額となった要因と捉えて

ございます。次に、７９ページをお開き下さい。新型コロナウイルス感染症

対策事業医療・介護・障がい施設等物価高騰対策支援金支給事業でございま

す。本事業は、物価高騰の影響により電気・ガス・灯油代等の負担が増加し

ている中、医療・社会福祉施設等の事業者を対象に、光熱水費の負担軽減を

目的とした事業でございます。５年度の事業実績でございますが、医療関係

の４事業所に２０万円、介護関係の４事業所に４７万円、障がい関係の６事

業所に６９万５千円。合計１４事業所に対して１３６万５千円を支給いたし

ました。次に、８０ページをご覧下さい。新型コロナウイルス感染症対策事

業福祉暖房費給付金でございます。本事業は、灯油価格等の高騰に対する特

別な対策として、生活に大きな影響を受ける高齢者、障害者及びひとり親世

帯等に対し、採暖に必要な灯油等の購入経費の一部を支給することにより、
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生活の安定と向上を図ることを目的とした事業でございます。これまでは対

象と成り得る多くの方が、灯油暖房を利用しているものと見込み、灯油券を

配付しておりましたが、電気や薪など他の暖房設備にも対応を可能とし、こ

のほか冬用の衣類購入など幅広い採暖に利用していただけるよう助成は１

万円の現金給付といたしました。５年度の事業実績でございますが、３５４

世帯に対し、それぞれ１万円を交付し、事務費を含めた決算額は３５７万５

７８６円。前年度より５件の増、決算額で５万３２７８円の増額となりまし

た。次に、９２ページをお開き下さい。ふれあい夕食事業でございます。本

事業は、加齢や身体的な衰えなどから調理をすることが困難な高齢者等に対

し、宅配による夕食の提供を行い、利用者の栄養状態の維持と安否確認を目

的としております。令和５年度の実施にあたり一般食を委託している事業者

より単価改定の申し出があり、１食当たり単価が７１５円から８２３円に増

額となりましたことから、利用者負担額につきましても３５０円から４１０

円へと変更しております。５年度の事業実績でございますが、利用者へ配食

した食数は１万２８７８食で、前年度から３６４食の減少となりましたが、

これは利用者の死亡や入院、施設への入所等により１１名減少したことが要

因でございます。一方、決算額は１３０１万１０８２円で、前年度から約１

００万円の増額となりましたが、これは先ほどご説明しました一般食の単価

改定が要因となっております。次に、１０５ページをお開き下さい。新冠町

不妊・不育症治療費助成事業マザーリーフ事業でございます。本事業は、不

妊や不育にお悩みのご夫婦に対し、治療に要する費用の一部を助成すること

で、不妊・不育症治療に係る経済的負担の軽減を図るとともに、治療を受け

やすい環境を整備し、母子保健の増進に資することを目的としております。

５年度の事業実績でございますが、一般不妊治療を受けられた方は３人で、

延べ治療回数は１０回、特定不妊治療を受けられた方は４人で、延べ治療回

数は７回でございました。また、決算額は７８万１千円で、前年度から皆増

となりましたが、これは前年度には年度内に治療を完了された方がいなかっ

たため、助成実績がなかったことによるものでございます。最後に、１１８

ページをお開き下さい。新型コロナウイルス感染症予防接種事業でございま

す。本事業は、新型コロナウイルス感染症による重篤患者の発生を予防する

ため、国が計画した予防接種プログラムを適切に実施し、新型コロナウイル

ス感染症の重症化、まん延防止を図ることが目的でございます。５年度の事

業実績でございますが、年間の接種総数は２６４７人で、決算額につきまし

ては１５７３万９９１４円。前年度から約８００万円の減額でございます。

これはワクチン接種人数の減少に伴う接種委託料の減額が理由でございま

して、５年度は前年度よりも接種機会が少なかったことに加え、新型コロナ

ウイルスの弱毒化による接種意識の低下が要因と思われます。  

以上で、保健福祉課所管の令和５年度一般会計決算額に係る説明を終わり
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ます。どうぞよろしくお願いいたします。 

 

◇質 疑 

○武田委員長 説明が終わりました。それではこれより、一般会計分の保健

福祉課所管事務の質疑を行います。なお、質疑答弁は挙手の上、起立してお

願いします。決算説明資料５３ページをお開きください。５３ページから８

０ページ、３款民生費、１項社会福祉費、１目社会福祉総務費、ありません

か。 

○武田委員長 伹野委員。 

○伹野委員 ５番、伹野です。説明資料７３ページ。新冠町子ども発達支援

センター事業でお伺いします。今後の事業展開の中で道が各市町村、また、

各圏域に設置を求める市町村中核子ども発達支援センターを「あおぞら」に

おいてその機能を有し、指定基準を満たせるように、指定に向けて取り組み

を進めていくとしております。この文言は令和６年度の予算説明書にも同様

に明記されております。そこで４点質問いたします。まず１点目、この市町

村中核子ども発達機能センターの設置期限はあるのか。２点目、令和５年度

内に指定に至らなかった要因は何なのか。３点目、指定基準を満たすのに金

銭的負担が発生するのか。４点目、この指定がなければ、「あおぞら」を運

営することができないのか、この４点についてお伺いします。 

○武田委員長 島田課長。 

○島田保健福祉課長 まず１点目でございます。この市町村中核子ども発達

支援センターと申しますのは、市町村が指定をする子ども発達支援センター

のうち、保育所等訪問支援、または障害児相談支援の指定を受け、地域支援

を行う子ども発達支援センターとして北海道知事の認定を受けたものを言

いますが、現状では努力義務にもなっていない状況でございますので、特段

の設置期限というものはございません。２点目、令和５年度内に指定に至ら

なかった要因でございますけれども、当町の子ども発達支援センターは、先

ほども申し上げましたが、保育所訪問等の指定など、認定のための要件的に

は、ほぼ満たしている状況にはあるんですが、現在、職員体制等の課題から、

訪問活動ができていない状況でございますので、現時点での認定申請には至

っておりません。それから、指定基準を満たすために、金銭的な負担がある

のかということでございますが、中核施設として、何かしらの事業を行うた

めの経費というものはかかりますけれども、この認定を受けるための直接的

な経費というものは、ありません。それから、この指定がなければ「あおぞ

ら」を運営できないかということですが、この認定がなくても、運営は十分

にできますし、また認定を受けたからといって、運営費等に特段の支援があ

るかと言われると、そういったものは現在のところはないという状況でござ

います。 
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○武田委員長 伹野委員。 

○伹野委員 今の説明では設置義務は努力義務としてあるまでもないとい

うような言い方されましたけども、一応ここに明記したということは、それ

を目指す形でいると思うんですよ。そのためには体制として職員の体制を整

えなければならないということですから、一応その職員体制を目指しては、

進めていくということでよろしいでしょうか。 

○武田委員長 島田課長。 

○島田保健福祉課長 地域障害計画を策定する中でですね、令和８年度まで

の一応設置を目指すということで計画の中で明記をしてございます。そのた

めにもですね、現在も臨時職員の募集を委託業者のほうでやっておりますけ

れども、引き続き、そういった努力は続けていきたいと思っております。 

○武田委員長 ほかにありませんか。 

中山委員。 

○中山委員 ３番、中山です。６８ページの地域生活支援事業、移動支援事

業についてお尋ねしたいと思います。この中、左の表を見ますと、令和２年

までは３名、４００件ほどの利用でしたけども、令和３年度から２名に減っ

ているにもかかわらず、１０００件以上の利用になっている、この大幅に増

加した理由がもし分かればお伺いしたいと思います。 

○武田委員長 二本柳総括主幹。 

○二本柳総括主幹 移動支援事業でございますけれども、令和３年度から大

幅にちょっと件数が増加した要因としましては、それまで静内のペテカリの

施設のほうに入居されていたお子さんが、そちらのほうを退去されて、別な

施設のほうに移ったんですけれども、そちらのほうで、こちらの移動支援事

業を毎日利用することになりまして、そこから大幅に件数が増加している状

況でございます。 

○武田委員長 ほかにありませんか。 

酒井委員。 

○酒井委員 ２番、酒井です。説明資料５６ページです。前回もちょっと質

疑したんですけれども、介護職員初任者研修費助成事業でございます。この

事業は、介護職員の不足であったり人材不足によって支障を来さないように、

資格を受けていただいている、助成する事業でございますけれども、令和５

年度事業の評価課題のとこにも記載がありますけれども、令和５年度、ホー

ムページや調整事務委託文書で周知を行ったが、町内での研修開催がなかっ

たことや、他町で開催された研修への受講者もおらず、補助の実績に至らな

かったというふうに記載がございます。そこで質問なんですけれども、事業

所に対して、まず、こういう方がいないんですかって、対象になる方はいな

いんですかということの周知を行ったのかどうかということが１点目。それ

から、ちょっとここで聞きたいと思いますお願いします。 
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○武田委員長 島田課長。 

○島田保健福祉課長 本年度ですけれども、町内の介護事業所２か所、特老

は除きますけれども、確認をいたしました。初任者研修を受けたいと言われ

ている従業員の方はいらっしゃらないというふうに聞いております。 

○武田委員長 酒井委員。 

○酒井委員 私が聞いてるところでは、なかなかその周知が行き届いていな

いという、事業者さんも含めてという話も過去にありました。ただそこは今

改善されているんだろうなという課長の答弁ありましたので、やはりこれ職

員さん不足というのはどこの施設でも慢性化しておりまして、なかなか新し

い方が務めるということは少ないんですけれども、ただ新ひだか、私調べた

んです、新ひだかはどのようになっているのかということを調べたら、毎年

やっていますというふうな、初任者研修やってますっていう回答があったん

ですね。この差というのは介護施設の数も違いますから、当然ちょっと考え

方が少し違うのかなあというふうには思うんですけれども、そこで例えば、

これやる想定で行ったときに、新ひだか町は６名以上いたらやりますという

見解なんですよね。新冠町は何名以上いたらやるんですか。 

○武田委員長 島田課長。 

○島田保健福祉課長 こういった初任者研修を行う場合にもですね、専門的

な研修になりますので、当然、事業所に委託をして行うということになりま

すけれども、事業所からは、０名から１２名、その人数がなければ難しいと

いうようなお話が来てます。その中で、町内でそれぐらいいるのかっていう

と、町民に対してこういったニーズ調査ということもやったこともございま

せんので、どのぐらいの希望される方というのは、十分に見通しを見極めな

がら検討していかなければならないなというふうに思っております。 

○武田委員長 酒井委員。 

○酒井委員 そこで提案というか今後の展開なんですが、これやはり、町内

でなかなか事業所さんも見つからないという声もあるんで、新規の方で就職

していただくっていうことをやはり促進するためには、やはりこの初任者研

修というのは大事な私研修だと思うんです。これがなかったら、なかなか介

護の務めても、なかなか介護の基本というのが、教わる場がなかなかないと

いうことがあるので、ここを大事にしながら考えた場合に、もし今後の展開

としてそういう方が出てきた場合には、１０名から１２名以上でないと町は

できないよっていう今答弁頂きましたが、例えば隣町新ひだか町と一緒に、

行政区分が違う区分けが違うわけなんですけれども、新ひだかは今のところ

６名から、最低６名最高１５名の間でそれをやっていますということなんで

すよね。今後、来年はどうなんでしょうかという私の調査というか話をして

みましたら、人数がいなかったら、当然新冠と同じようにやらないんだけれ

ども、空きが出た場合には、そこに加わることっていうのは、可能かどうか
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という可能性もあるように感じたんですよね電話の中では、町と隣町で介護

事業も同じ形でね、行政事務もやっている観点から、そういったことが出て

きた場合には一緒にやるっていうのは可能なのかどうなのか、ちょっと見解

を伺いたいと思います。 

○武田委員長 島田課長。 

○島田保健福祉課長 委員おっしゃるとおりですね、これは町だけで、新冠

町だけでこの人数を集めるということは不可能だなというふうに捉えてお

ります。そういった意味では、当然隣町と連携をしながら、まずは開催に向

けての検討を、お話を協議をしていかなければいけないなというふうには考

えておりますし、まずもって介護の職を目指すというお子さんが減ってるん

だろうと思います。こういった専門の学校にも入学する子ども自体が減って

いるという状況でございますので、小学生、中学生を通じてですね、そうい

った職場体験ですとか、今コロナ禍も落ちつきましたので、そういったこと

が、各事業所でできないかどうか、そういったことも協議をしてみたいなと

いうふうには思っております。 

○武田委員長 ほかに発言ありませんか。 

（「ありません」の声あり） 

○武田委員長 ないようですので、決算説明資料８１ページから９３ページ、

２目老人福祉費、質疑ありませんか。 

酒井委員。 

○酒井委員 ２番、酒井です。説明資料の８３ページです。その他老人福祉

事業ということで長寿祝い金についてでございます。これ２手に分かれてま

して、長寿の祝い金として１００歳を迎える誕生日を迎える方に対して、行

っているわけなんですけれども、現金５万円と消耗品費ということで、長寿

祝い金用の水引きと額縁、賞状代みたいのは入ってないんですけれども、こ

の額縁の中に入ってるんだろうと推察されるわけなんですけれども、これ令

和４年度の決算資料見ましたら、水引き額縁が半額ぐらいだったんですよね、

これ金額上がった理由についてお分かりでしょうか。 

○武田委員長 二本柳総括主幹。 

○二本柳総括主幹 令和４年度から令和５年度にかけて水引きのほうが単

価が１００円増額、額縁が２４０円、若干の値上がりがございましたけれど

も、増額となりました大きな要因としましては、令和５年度に、それ以外ち

ょっとファイルを購入しまして、それでそちらのほうの記載がですね資料の

ほうになかったものですから、ちょっと分かりづらいちょっと資料になって

おりまして、ちょっと申し訳ございませんでした。 

○武田委員長 酒井委員。 

○酒井委員 なるほど分かりました。それが足ささってるということなんで

すね。これ長寿ですから、記念すべき一生の間に１回あるかないかって大変
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大切な行事だと思います。これ例えばですね家族の方はすごく喜ばれている

という話です。ただ、介護施設のほうにおきましては、５万円は大変助かる

と、ただこの額分とこの部分に関して、今の住宅構造が、かもに引っかけて

賞状を飾るっていうような住宅の構造になっていないもんですから、これ受

け取る側、介護施設側にとっては壁を加工したり穴あけたりとかっていうこ

とで、そういうことが生じますと。住宅におきましては、家族の方が持ち帰

って住宅に飾る分には全然私もそれは構わないと思うんですけども、これ意

向を聞いてどのように、例えば額縁も僅かなんで、これをあれしてるとは言

えないですけど、意向を聞いてですね、賞状だけっていうパターンもあるか

とは思うんですけれども、その辺聞き取りしながらですね、今後、施設側で

飾るのか、家族が持ち帰るのかということも、聞けるかどうかはちょっとな

かなか難しいプライバシーのこともあるから、難しいと思うんですけどその

辺どうでしょうかね。 

○武田委員長 島田課長。 

○島田保健福祉課長 今、委員に言われたことについては、ちょっと検討し

てみたいと思います。確かに額縁は要らないというところもあるかと思いま

すので、そこについては意見を聞きながら、希望される方には配付をします

し、必要でなければ配付はしないということについて、この長寿祝い金につ

きましては１件当たり５万円についても、この金額でいいのかということで

行革の項目に上がっておりますので、それを含めて検討いたしたいと思いま

す。 

○武田委員長 ほかに発言ありませんか。 

（「ありません」の声あり） 

○武田委員長 ないようですので、決算説明資料９４ページから１０３ペー

ジ、４目地域包括支援センター費、質疑ございませんか。 

武藤委員。 

○武藤委員 ７番、武藤です。１００ページの認知症総合支援事業について

伺います。１点は、この何っちゅうんだ、オレンジカフェ、それぞれの実施

団体で名前違いますので、「えましあサロン」っていうんですか、オレンジ

カフェ。ケアラボカフェ。それぞれの実施した自治体で自主的にやってるわ

けですから、多分、町からの要請があると思うんですけども、中身、その内

容をね、何ていうのかな、誰でも出やすいような形にしてほしいっちゅうこ

となんです。私１回「ゆるり」でやったオレンジカフェに出たんですけれど

も、そのとき音楽、何て言うんだ、町内の民謡を歌う団体だとか、そういう

２団体ぐらいがやって、その後あのときは男性は私１人なんです、あと女性

で、７、８人かな。で一般的なそれぞれの初めての初対面の人もいれば、自

己紹介だとかそういうことで、話し合ってやったんです。それはそれでいい

んです。ただね、あと毎月行政配付文書できますよね。それぞれの団体の。
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ただ中身見ますとね、例えば何ていうんだ、時期になったらクリスマスだと

かケーキ作りだとか、たまにそばだとかね、で中身と男性がね出づらいよう

なね、中身が多いと思うんで、だからそれぞれの団体が自主的にあるわけで

すから、一概にあるんだと思うんです、やっぱり男性でも出るような中身で

やってほしいっちゅう私の要望なんです。ですから多分町からそれぞれの団

体に、要請なると思うんですけども、その点ひとつよろしくお願いしたいと

思います。 

○武田委員長 高橋副主幹。 

○高橋副主幹 認知症カフェにつきましては、地域包括支援センター職員が

兼務で認知症地域支援推進員というものを担っているんですが、我々も内容

について確認しながら、提案頂いたそれぞれの各団体から提案頂いた内容を

もとに、一緒に考えさせていただいております。委員御指摘のとおり、内容

につきましてはそれぞれの各種団体のほうで考えていただくんですが、それ

ぞれ確かに特色はありまして、まず「えましあサロン」につきましては、地

域の高齢者の方ですとか、障害をお持ちの利用者の方々が参加しておりまし

て、物づくりを通して互いに声をかけ合いながら運営実施をしております。

オレンジカフェ、こちらのほうは、朝日の「カフェゆるり」さんのほうで実

施しておりますが、主に口コミで、参加者同士声をかけ合いながら、参加者

が増えていったという傾向がありまして、町内サークルですとか各種団体に

積極的に声かけを行い、他団体との関わりを意識しているような団体で、内

容になってございます。最後にケアラボカフェですが、こちらは雑巾づくり

ですとか、あと認定こども園の園生の卒園のときに贈るブローチをつくり、

それらを寄附するなど社会貢献をすることで、地域のつながりを大切にして

いる団体、内容でございます。それぞれの内容を全て参加者同士声をかけ合

いながら参加しやすいものになってございますので、来年２月、毎年２月に

各種団体と意見交換を行っておりますので、委員御指摘頂きました、より参

加しやすいものにということで、町のほうからも提案をさせていただきたい

と考えております。 

○武田委員長 ほかに発言ありますか。 

酒井委員。 

○酒井委員 ２番、酒井です。説明資料の９３ページです。老人等緊急通報

システム導入事業です。この事業は、平成５年度からの事業でございますけ

れども、時代というか昨今では、自宅に有線の電話回線が無い御家庭が増え

てきております。他の自治体では、携帯電話を利用した緊急通報ができるよ

うな自治体もあるんですけれども、そこで質問なんですけれども、これコス

ト面で１台当たりの端末っていうのは幾らぐらいになるんでしょうかね。 

○武田委員長 高橋副主幹。 

○高橋副主幹 端末自体は、本体端末機とあと無線ペンダント、あと熱セン
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サー合わせまして、大体９万５千円ぐらいになっております。 

○武田委員長 酒井委員。 

○酒井委員 ありがとうございます。結構な金額だと思うんですよ１台、そ

れで、これも２０年以上やってる制度なんですけれども、ちょっと自治体名

記入してくるの忘れたんですが、携帯電話等でも１１０番通報して、それが

消防本部で受け取ることができて、通知システムを通して、どこの家かって

いうのを瞬時に分かるシステムがあるそうなんですよね。今後このような、

時代とともに変えていくべきというふうには思うんですけれども、保健福祉

課のほうで調査研究していくべきと思うんですけどその辺いかがでしょう

か。 

○武田委員長 島田課長。 

○島田保健福祉課長 現行のシステムでございますけれども、現行のシステ

ムにつきましては、平成３０年度に導入いたしまして、制度はずっと続いて

るんです。今のシステムは平成３０年度に導入いたしまして、今年で７年で

すね。大体こういったシステムは耐用年数が７年程度と言われておりますの

で、来年すぐできるか再来年すぐできるかというのはお約束はできないんで

すが、そろそろ耐用年数を迎えるという年になってますので、来年度ぐらい

からですね、こういったいろんなシステムの業者がございますので、プロポ

ーザルがいいのか、そういった研究については進めていきたいというふうに

思っております。 

○武田委員長 ほかにありませんか。 

（「ありません」の声あり） 

○武田委員長 ないようですので、決算説明資料１０４ページ、２項児童福

祉費、１項児童措置費、ありませんか。 

（「ありません」の声あり） 

○武田委員長 ないようですので、決算説明資料１０５ページ、４款衛生費、

１項保健衛生費、１目保健衛生総務費、ありませんか。 

（「ありません」の声あり） 

○武田委員長 ないようですので、決算説明資料１０６ページから１１８ペ

ージ、２目予防費、ありませんか。 

酒井委員。 

○酒井委員 ２番、酒井です。１１３ページですね説明資料。健康診査事業

でございます。この事業は、町が行っている事業で、がん検診と特定健康診

断ということで、２手に分かれていると思います。そこで質問なんですけれ

ども、この健康診査につきましては、保健指導を受けた人数を令和５年度、

もし分かれば令和６年度もお願いしたいのと、このがん検診につきましては

精密検査となった方々の令和５年と令和６年の分かればお願いします。 

○武田委員長 村上主任保健師。 
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○村上主任保健師 まず、令和５年度特定健診を受けられた方の保健指導を

実施した数ということで、４０歳から７４歳の国保、生活保護の世代と後期

高齢者の方、あとは３０歳から３９歳の若年健診を受けられた方で全部で１

９８名になります。これは主に集団検診を受けられた後に実施した人数にな

ります。プラスしてちょっと個別健診で受けられた方も保健指導を実施して

ますが、こちらのほうはですね、健康相談の中にちょっと人数が含まれてま

すので、ちょっと詳細な人数のほうがちょっと集計はできておりません。次

にがん検診の精密検査を受けられた方ですが、検診別で御説明させていただ

きます。胃がん検診のほうについては、全部で３３２名受診されていて、精

密検査の対象となった方が３４名になります。精密検査を受けられた方が３

４名ですね。次に肺がん検診になりますが、受診された方が全部で４４１名

になっております。精密検査のほうを受けられた方が４名になります。次に

大腸がん検診のほうについてですが、検診を受けられた方が４５８名、その

うちですね精密検査のほうを受けられた方が２５名になります。乳がん検診

につきましては、受診された方が１９４名、そのうち精密検査を受けられた

方が４名。次、子宮頸がん検診については２５７名の方が受診されていて、

精密検査を受けられた方が５名という形になります。 

○武田委員長 酒井委員。 

○酒井委員 ありがとうございます。思ったより結構多かったんであれなん

ですけども、やはりこのがん予防っていうのはすごく大事だと思うんですよ

ね。健診で見つかったから大丈夫だとは言えないんで、やはり予防するとこ

ろからやはり大事なのかなあというふうに思いますし、特定健診で見つかっ

て健康指導を受けた方、きっとメタボの方が多いのかなあというふうには認

識してるんですよ。そこで保健師さん方の予防に関して、町政事務委託文書

では周知はされているように私も感じてます。ただこれコロナ禍以降ですね、

出前講座だとかっていうのが中止された経緯があって、今年度からまた再開

されているのかどうかちょっと聞かせていただけますでしょうか。 

○武田委員長 村上主任保健師。 

○村上主任保健師 確かにコロナで各団体さんからの集まり自体がちょっ

となくなっているっていうところで、やはりそもそも依頼自体もちょっとな

いような状況が、コロナ過以降ちょっと続いていたんですけれども、昨年か

らですね、徐々に各団体のほうでも少しずつ集まりを再開しているところも

ありまして、その団体さんからの健康教育だとか、健康相談の依頼が増えて

おります。実際にはですね、令和５年度の実績としては１３団体のほうから

依頼を頂きまして、参加人数は延べとして３７０名となっております。少し

ずつほかの団体さんからの依頼もありますし、私たちのほうも地域に出なが

らそういう健康教育だとか健康相談の利用をお勧めしておりますので、引き

続きこの事業を利用していただくように周知していきたいと考えておりま
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す。 

○武田委員長 ほかにありませんか。 

（「ありません」の声あり） 

○武田委員長 ないようですので、一般会計分の歳入を含む保健福祉課所管

事務全般でありませんか。 

（「ありません」の声あり） 

○武田委員長 ないようですので、一般会計の保健福祉課所管事務全般の審

査を終了します。 

○武田委員長 引き続き、国民国民健康保険特別会計事業勘定の説明と審査

に入ります。 

島田保健福祉課長。 

 

◆認定第４ 令和５年度新冠町国民健康保険特別会計事業勘定歳入歳出決

算認定 及び 認定第５ 令和４年度新冠町後期高齢者医療特別会計歳入歳

出決算認定について 15：09～15：26（説明 15：09～15：19） 

 

○島田保健福祉課長 それでは、決算説明資料の２９８ページをお開き下さ

い。令和５年度新冠町国民健康保険特別会計事業勘定決算状況でございます。

１、制度の概要については割愛いたします。２、制度の改定になりますが、

令和５年度では健康保険法施行令ほか関係法令の一部改正に伴いまして、４

点の改定を行ってございます。１点目は、出産育児一時金の引き上げでござ

いまして、支給額を４０万８千円から４８万８千円に改定しました。加算金

１万２千円を加えた支給総額は４２万円から５０万円になります。２点目は、

国保税の賦課限度額の引き上げでございまして、後期高齢者支援金分の賦課

限度額２０万円を２２万円に改正しました。３点目は、国保税の減額対象と

なる所得基準の引き上げでございまして、５割軽減の対象となる世帯の算定

所得におきまして、被保険者の数に乗ずべき金額を２８万５千円から２９万

円に、２割軽減世帯も同様に５２万円から５３万５千円に改正いたしました。

４点目は、国保税の新たな軽減措置となりますが、世帯に出産する被保険者

がいらっしゃる場合に、産前産後期間相当分として、出産予定月の前月から

出産予定月の翌々月までの４か月分、多胎妊娠の場合は出産予定月の３か月

前から出産予定月の翌々月までの６か月分の被保険者に係る均等割額及び

世帯主に課する所得割額を減額する改正を行いました。２９９ページをお開

き下さい。３、決算の概況でございますが、歳入総額８億３２５９万６３６

４円、歳出総額８億３１０３万８０５６円、差引１５５万８３０８円が令和

６年度への繰越金になります。繰入金の状況でございますが、５年度は一般

会計からの繰入れのほか、国保財政安定化基金から３３７２万１千円を繰り

入れましたので、繰入金の合計額は６９６８万３２７５円でございます。こ
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れにより基金の年度末残高は６１２７万９千円となりました。４、医療費の

動向でございますが、令和５年度決算における一人当たり療養給付費保険者

負担額は２７万１４２５円で、前年度決算から３万５５９０円、１５．１％

の増加。一人当たりの受診件数、１件当たり費用額も増加しております。５、

財政運営の状況でございます。３００ページ３行目になりますが、国保税の

調定額は毎年度減額しております。これは町全体の人口減少に加え、社会保

険などの被用者保険や後期高齢者医療制度への転出による被保険者数の減

少が大きな要因と捉えております。このことから、令和５年度は歳入不足が

著しく、基金より３３７２万１千円を繰り入れなければならない大変厳しい

財政運営となりました。今後もこのような状況が見込まれますことから、適

正な国保税率の設定がこれまで以上に重要になっております。今後の方向性

として、北海道は将来的に保険料率の統一を目指しており、その賦課方式は

所得割、均等割、平等割の３方式となりますので、資産割を賦課している当

町は令和９年度までに資産割を廃止しなければならず、今後は資産割の廃止

と国保税率の見直しについて検討を進めてまいります。３０１ページをお開

き下さい。表１は歳入の決算状況でございます。主だった項目のみ、ご説明

いたします。国民健康保険税収入済額は１億８９３０万３１６８円で前年か

ら約１９００万円の減額となりました。主な要因は被保険者数の減少による

ものです。道支出金の保険給付費等普通交付金４億２９６２万６１７０円は

医療費に係る交付分で、前年から約４７００万円の増額です。繰入金６９６

８万３２７５円は、一般会計及び財政安定化基金からの繰入金で、前年から

約３３００万円の増額は、財源調整のため３３７２万１千円を財政安定化基

金から繰り入れたためでございます。歳入合計は８億３２５９万６３６４円

の決算となり、前年から５５１１万２４７６円の増額です。続いて３０２ペ

ージ、歳出決算状況、表２をご覧下さい。主だった項目のみご説明いたしま

す。保険給付費の合計４億３０１５万５２１８円は前年から約４８００万円

の増額で、被保険者の疾病・負傷に係る療養給付費や高額療養費等の増額に

よるもの。国保事業費納付金の合計２億６４８８万２千円は、北海道からの

通知により納めるもので、前年から約１４００万円の増額です。歳出の合計

は８億３１０３万８０５６円の決算となり、前年から５６９７万９８３３円

の減額となりました。次ページ以降は、説明を省略させていただきます。 

以上が令和５年度新冠町国民健康保険特別会計事業勘定の決算状況です。 

引き続き３０９ページをお開き下さい。令和５年度新冠町後期高齢者医療 

特別会計決算状況でございます。１、制度の概要につきましては割愛させて

いただきます。２、決算の概況でございますが、歳入総額８６４６万６３５

５円、歳出総額８６２１万８１５８円、差引２４万８１９７円が令和６年度

への繰越金です。３、被保険者数の推移でございますが、令和５年度の月別

推移は記載のとおりでございまして、５年度の月平均は８８４名で前年の８
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７０人から１４名の増となりました。３１０ページをお開き下さい。表１は

歳入の決算状況でございます。主だった項目のみ、ご説明いたします。被保

険者から徴収いたします後期高齢者医療保険料の決算額は６１５５万４８

００円で、前年より３４万９２００円の減額となりました。繰入金は広域連

合からの通知により一般会計から繰入するもので、前年度より約１９０万円

の増額となったのは、保険証発行システムのクラウド化などにより広域連合

へ納める負担金が増額となったことによるものです。歳入合計は８６４６万

６３５５円で、前年決算額より１５０万３７３０円の増額となりました。３

１１ページをご覧ください。表２は、歳出決算状況でございます。主だった

項目のみ、ご説明いたします。後期高齢者医療広域連合納付金は広域連合へ

の負担金で、決算額の８５８１万１８８９円は、前年より約１９０万円の増

額です。歳入と同様に、保険証発行システムのクラウド化などにより負担金

が増額となったものです。歳出合計は８６２１万８１５８円の決算額で、前

年より１６２万６３０円の減額となりました。 

次ページ以降は、説明を省略させていただきます。 

以上が、令和５年度後期高齢者医療特別会計決算状況でございます。審査

のほど、よろしくお願いいたします。 

 

◇質 疑 

○武田委員長 説明が終わりました。これより質疑を行います。決算説明資

料２９８ページから３０８ページ、国民健康保険特別会計事業勘定について、

質疑ございませんか。 

（「ありません」の声あり） 

○武田委員長 ないようですので、国民健康保険特別会計事業勘定について

の審査を終了いたします。 

次に、後期高齢者医療特別会計の説明終わってるので、質疑に入ります。

後期高齢者医療特別会計について、何かございませんか。 

（「ありません」の声あり） 

○武田委員長 ないようですので、後期高齢者医療特別会計について審査を

終了いたします。 

先ほどの酒井委員の質疑の中で、村上主任保健師の答弁の一部を訂正した

い旨、町より申出がありましたので、これを許します。 

村上主任保健師。 

○村上主任保健師 申し訳ございません。先ほどのがん検診の精密検査の受

診者数についてですが、申し訳ありません。現時点では令和５年度について

は、まだ引き続き受診勧奨等行っているところですので、令和４年度の実績

の数のほうを再度報告させていただきます。今現時点で最新の精密検査の受

診者数が出ているのが令和４年度という形になりますが、なので令和４年度
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でお答えさせていただきたいと思います。令和４年度の精密検査の受診者数

についてですが、まず胃がん検診のほうにつきましては、受診者数が３３６

名、それに対し精密検査の対象となったのが１２名、そのうち受診された方

が９名になります。次に肺がん検診についてですが、受診者全体が４４４名、

そのうちですね、精密検査の対象となった方が５名、そのうち実際受診され

た方が４名になります。次、大腸がん検診についてですが、受診された方が

４４９名、そのうち精密検査になった方が２５名、そのうち精密検査を受け

られた方が２３名になります。続いて乳がん検診のほうについてですが、受

診された方が２０１名、そのうち精密検査に該当となった方が３名、うち精

密検査を受けられた方が３名になります。子宮頸がん検診については、受診

された方が２６７名、そのうち精密検査の該当となった方が５名、そのうち

精密検査を受けられた方が５名全員という形になります。 

○武田委員長 ありがとうございました。酒井委員もいいですね。説明の皆

さん御苦労さまでした。 

以上をもちまして本特別委員会に付託された一般会計等決算認定につき

ましては、各所管課に対する質疑が終了いたしました。最終日の１１月１日

金曜日は午前１０時から理事者への総括質疑を行いますので、よろしくお願

いいたします。なおこの後、一旦休憩といたしますが、休憩後に再開する本

特別委員会の総括質疑事項の取りまとめを行います。そこは非公開となりま

す。会場を委員会室といたします。暫時休憩します。 

 

休憩 午後 ３時２７分 

再会 午後 ３時４０分 

 

【総括質疑の取りまとめ】 15：40～15：57 委員会室 
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◇決算審査第３日 令和６年１１月１日（金） 9：59～10：22 

◆令和５年度一般会計等決算審査  

 ※説明員～鳴海町長､奥村教育長、今村会計管理者、佐藤総務課長、谷藤

町民生活課長、佐渡企画課長､関口建設水道課長､島田保健福祉

課長、鷹觜産業課長､湊町有牧野所長、杉山診療所事務長､竹内

老人ホーム所長、工藤社会教育課長､新宮管理課長、山谷農業

委員会事務局長 

 

◆総括質疑  

○武田委員長 皆さんおはようございます。ただいまから令和５年度新冠町

一般会計等決算審査特別委員会最終日の会議を開会いたします。令和５年度

新冠町一般会計及び特別会計に係る説明資料をもとに、決算審査を進め、総

括質疑事項３点を理事者に通告いたしました。これより理事者に対する総括

質疑を行います。総括質疑は１問ごとに行います。 

１番目の、出生数の減少に伴う教育環境の整備を含めた特色ある子育て支

援政策の考え方について答弁をお願いいたします。 

鳴海町長。 

○鳴海町長 令和５年度決算審査総括質疑の１項目、出生数の減少に伴う教

育環境の整備を含めた特色ある子育て支援策についての考え方についてお

答えいたします。 

 本年度は、子ども・子育て支援事業計画の見直し年となっており、子育て

世代や関係団体からご意見を頂いたところです。意見集約の方法としては、

子育て世代に対するアンケート調査を本年７月から８月にかけて実施し、０

歳から１２歳までのお子さんがいる２５０世帯にアンケートを配布し１４

１世帯から回答をいただきました。更に、今回に関しましては、より広く意

見集約することを目的に、本年９月に認定こども園ド・レ・ミ保護者会役員

及び新冠小学校ＰＴＡ役員に参加いただき、子育て施策に対する意見交換会

を実施いたしました。 

現在、これらの意見を集約し、町の特色ある子育て施策について次期計画

に盛り込めるよう、関係課で協議検討を行っているところでありますので、

計画案がまとまり次第、所管委員会に協議したく考えております。また、教

育環境の整備につきましては、町内の出生数の減少に伴い、令和１２年度に

は小中学校ともに児童生徒数が現在から半減することが見込まれるととも

に、学校施設の老朽化も進んでいることから、児童生徒数に適した学校施設

の構想と併せ、小中９年間を貫く新冠町の特色ある学校教育について検討を

進めてまいります。 

○武田委員長 答弁に対する質疑があれば受けます。なお、質疑並びに答弁

は自席での発言としますので、お願いいたします。ございませんか。 
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（「ありません」の声あり） 

○武田委員長 ないようですので、２番目の、地域における人材活用専門職

の確保や育成など時勢を加味した人づくりの考え方について答弁をお願い

いたします。 

鳴海町長。 

○鳴海町長 地域における人材活用専門職の確保や育成など、時勢を加味し

た人づくりについての考え方についてお答えいたします。 

人口減少社会の進行につれ、顕在化される社会問題の１つが労働力不足の

問題、更には専門的な技能を有する人材確保困難の問題が国家的な課題にな

りつつあり、そして減少著しい地方においては顕著な問題であると認識して

おります。人口動態が将来増加に転じることが期待できない状況下、当町に

おいては早くから外国人労働者による補填が第一次産業を中心に行われて

来ました。今後においても外国人労働者の活用による事業運営は、業種を越

えて浸透するものと思いますが、質問の趣旨は、地域における人材活用、時

勢を加味した人づくりとあることから地域人材の発掘、登用の、更には持続

可能な事業運営に資する人材育成に係る質問と考えますので、将来的な取組

み可能性と方向性について申し上げたいと思います。なお、決算審査総括質

疑の性質上、関係機関との協議を行った上での答弁ではないことをご理解く

ださい。 

質問の、労働力の確保と人材育成に係る取り組みは、行政単体で解決でき

る問題ではなく民間企業、教育機関そして地域社会が一体となって取り組む

べき課題と考えています。最初に、民間企業においては、柔軟な雇用形態を

導入し、働き易い職場環境を整えることが必要であり、また人材育成は企業

自身が取り組むべき課題と考え、まずはこれら民間企業の実態の把握に商工

会、建設協会など関係機関と協議を行いたいと考えています。その上で行政

と民間企業が共に取り組むことができる事項の洗い出しを行うことが必要

と考えています。 

次に教育機関との取り組みですが、これまで新冠町は静内高等学校生徒の

インターンシップの受入れ、そして地域課題解決カリキュラムの協力と支援

を行ってきました。いずれも町が行う人材育成の取り組みとは異なりますが、

若い世代が当町に目を向ける一助になればとの思いがあります。今後におい

ても当町における若い世代の労働力確保につながる可能性を追求する所存

です。 

最後に地域社会との取り組みについては、地域に埋もれる人材の発掘や労

働意欲のある高齢者の活用などが考えられますが、これらについてはこれま

でも行ってきており、今後さらなる展開について期待を寄せることは困難で

すが、引き続き情報収集等について鋭意取り組んで行きます。労働力不足、

人材育成の取り組みは、即座に効果が発揮されるものではなく、長い時間を
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かけ成果が現れるものと考え、これまでの取り組み、そしてこれからの取り

組み、いずれも積極性と継続性をもって臨み、また関係機関とのつながりを

大切にして行くことを第一に、取り組んで行きたいと考えていますので、よ

ろしくお願いします。また、役場においては、本年度から、魅力ある働きや

すい職場づくりの一環として、職員の副業解禁に向けて、基幹作目であるピ

ーマン農家における収穫作業への従事について、７月から１０月にかけて試

行的に実施いたしました。結果としては、３件の農家から延べ４０日の依頼

があり、対応したのは１０日で延べ１６人が作業に従事いたしました。農家

のニーズをすべて満たすには至りませんでしたが、当該農家の皆さんからは、

来年度以降も継続実施を望む声が届いており、人手不足を補完するための一

助になったものと考え、従事した職員に対してヒアリングなどを行い、課題

等を整理のうえ、本格実施の判断をして参りたいと考えております。加えて、

職員が自身の持つスキルを活用して、文化団体や少年団活動などに積極的に

参加し、地域貢献によるつながりと職員自身のやりがいを見出せるよう、職

務専念義務免除の規定を整備し、野球スポーツ少年団の指導に従事した職員

がおり、こちらも指導者不足などを補完する一助になったものと考えますの

で、職員の自主性を尊重したうえで、制度の活用を推進して参ります。 

○武田委員長 答弁に対する質疑があれば受けます。 

（「ありません」の声あり） 

○武田委員長 ないようですので、３番目の、新冠インターチェンジ開通に

向けた道の駅のトイレ駐車場等の環境整備について答弁をお願いいたしま

す。 

鳴海町長。 

○鳴海町長 新冠インターチェンジ開通に向けた道の駅のトイレ駐車場等

の環境整備についてお答えいたします。 

道の駅トイレ、駐車場等の環境整備についての決算審査質疑における担当

課長の答弁は、新冠インターチェンジ開設後の人流を確認し、協議、検討の

上、方向性が示されるというものでしたが、その趣旨は、人の入り込みの変

化、そして貨物車両、配送車両などの物流車両の利用状況と運行動態を確認

しなければ、目指す道の駅の姿を示すことができないと考えていることによ

ります。また本年度内に移譲されますＪＲ敷地の利活用も網羅した中で、検

討を進める必要があることは第二駐車場の本年度整備工事を見ても明らか

です。 

これら一連の事項を確認と整理を行った上で、方向性を示させていただく

所存です。また町づくりにおける優先順位についてですが、今、新冠町は、

町の魅力を高める可能性がある事業案を複数抱えています。このことは嬉し

い限りで飛躍のチャンスであると考えています。しかしながら、健全財政の

確保が将来の新冠町には、まずもって必要なことであり、そのため事業実施
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に当たっては実施における順位を付す必要があることはご理解いただける

ことと思います。また、優先順位については、各事業の具体ができる限り明

らかになった時点で定められることができるものであり、その際には、議会

協議を行うことになりますので、よろしくお願いします。 

道の駅の整備事業については、町民の期待する声を受け止めていますので、

その必要性を認識していますが、多種多様な事項の調整と確認、そして関係

機関との協議などが必要であることをご理解いただきますようよろしくお

願いいたします。 

○武田委員長 答弁に対する質疑があれば受けます。ございませんか。 

（「ありません」の声あり） 

○武田委員長 ないようですので、以上で総括質疑を終了いたします。説明

員の皆さんは御苦労さまでした。ここで退席願います。暫時休憩とします。 

 

休憩 午前１０時１５分 

再会 午前１０時１７分 

 

○武田委員長 休憩前に引き続き会議を再開します。 

次に、決算認定の採決を行います。認定第１号、令和５年度新冠町一般会

計歳入歳出決算認定について、認定することに賛成の諸君の挙手を求めます。 

（賛成者挙手） 

○武田委員長 全員挙手であります。 

よって、認定第１号は原案のとおり認定すべきと決定いたしました。 

次に、認定第２号、令和５年度新冠町簡易水道事業特別会計歳入歳出決算

認定について、認定することに賛成の諸君の挙手を求めます。 

（賛成者挙手） 

○武田委員長 全員挙手であります。 

よって、認定第２号は原案のとおり認定すべきと決定いたしました。 

次に、認定第３号、令和５年度新冠町下水道事業特別会計歳入歳出決算認

定について、認定することに賛成の諸君の挙手を求めます。 

（賛成者挙手） 

○武田委員長 全員挙手であります。 

よって、認定第３号は原案のとおり認定すべきと決定いたしました。 

次に、認定第４号、令和５年度新冠町国民健康保険特別会計事業勘定歳入

歳出決算認定について、認定することに賛成の諸君の挙手を求めます。 

（賛成者挙手） 

○武田委員長 全員挙手であります。 

よって、認定第４号は原案のとおり認定すべきと決定いたしました。 
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次に、認定第５号、令和５年度新冠町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決

算認定について、認定することに賛成の諸君の挙手を求めます。 

（賛成者挙手） 

○武田委員長 全員挙手であります。 

よって、認定第５号は原案のとおり認定すべきと決定いたしました。 

次に、認定第６号、令和５年度新冠町介護サービス特別会計事業勘定歳入

歳出決算認定について、認定することに賛成の諸君の挙手を求めます。 

（賛成者挙手） 

○武田委員長 全員挙手であります。 

よって、認定第６号は原案のとおり認定すべきと決定いたしました。 

次に、認定第７号、令和５年度新冠町立国民健康保険診療所事業特別会計

歳入歳出決算認定について、認定することに賛成の諸君の挙手を求めます。 

（賛成者挙手） 

○武田委員長 全員挙手であります。 

よって、認定第７号は原案のとおり認定すべきと決定いたしました。 

次に、審査意見を付すかどうかの協議をいたします。委員会委員会審査報

告書の審査意見について、特に皆さんからなければ、正副委員長一任で取り

まとめをしたいと思いますが、皆さんからの御意見、何かございますか。 

（「異議なし」の声あり） 

○武田委員長 異議なしの声がありました。 

審査意見は正副委員長一任で作成し議長に提出したいと思いますが、これ

に御異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○武田委員長 異議がございませんので、正副委員長協議の上、審査報告書

を議長に提出させていただきます。 

審査報告書の写し、これについては、１１月６日水曜日の全員協議会で配

付いたすことにします。 

 

◆閉会宣言 

○武田委員長 これで終わりました。最後、私から一言申し上げます。今回、

１０月の２９日から３日間の開催でしたけれども、各委員の皆様の御協力に

よりまして、予定どおり審査終了することができました。改めまして心から

皆様に感謝とお礼を申し上げて締めの挨拶とさせていただきます。大変あり

がとうございました。 

以上で、令和５年度新冠町一般会計等決算審査特別委員会を閉会いたしま

す。御苦労さまでした。 

 

（午前１０時２２分 閉会）  


